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　このたび、菊池晴彦前理事長の後任として「ひと • 健康 •

未来研究財団」の理事長を拝命しました。私は、これまで基

礎医学の分野で、主として胎児期に体の構造ができるメカニ

ズムと、様々な生まれつきの病気の発症に関わる遺伝子と環

境要因の役割についての研究を行ってきました。その中で、

妊娠中の栄養状態や嗜好品（アルコールなど）の摂取が胎児

期の発育と発達に重大な影響を及ぼすことが明らかになって

います。また、葉酸などの摂取が先天異常の発症を予防する

ことが疫学研究によって証明されています。妊娠初期の胎児

は外因に対する感受性が高く、様々な環境要因や母体の健康

状態の影響に特に敏感なので、若い女性や妊婦が科学的で正

確な情報を得て正しく行動することが、健康な次世代を作る

ために不可欠だと考えます。

　わが国では、少子高齢化に代表されるように大きな社会的

変化が起こっており、それに伴って多くの課題が出てきてい

ます。子供の数が少なくなってきたため親が子供を大事に育

てようとする一方で、虐待や子供による凶悪な犯罪が増えて

います。一方、高齢者が増え、いかにして健康寿命を長く保

ち心身ともに豊かな人生を送ることができるかが、多くの人

の関心事になっています。社会が複雑化し、我々が過去に経

験したことのない新たな課題を克服するためには、従来の学

問や社会制度の枠組みを超えた多角的なアプローチが必要で

す。

　「ひと • 健康 • 未来研究財団」は、豊かな社会と未来を実

現するため、食と健康、予防医学、環境、こころ、家族の問

題などを中心に、幅広いテーマで研究調査や研究助成を行っ

ています。また、様々なトピックで講演会やシンポジウムを

開催し、多くの皆様に参加していただいています。財団の運

営には、食品科学、生物学、医学、薬学、心理学、法哲学な

どの分野で指導的な方々が当たり、公益性と社会貢献を重視

した財団運営に努めています。

　健康な個人と豊かな社会を実現するためには、一人一人の

人間が正しい情報を知り、正しく考え、正しく行動すること

が重要ですが、実際にはこれは容易ではありません。当財団

の研究や広報活動が、国民の皆様の心身の健康の増進、生活

の質の向上に役立ち、豊かで希望の持てる社会の実現に貢

献できることを願っています。「ひと • 健康 • 未来研究財団」

の活動にご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。

財団からのご挨拶

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

1946 年三重県上野市（現伊賀市）生れ。
1971 年京都大学医学部卒業、1976 年同大学院医学研
究科博士課程修了。国立遺伝学研究所研究員、京都大学
医学部講師、助教授を経て、1990 年京都大学医学研究
科教授。2007 年医学研究科長 • 医学部長、2008 年京
都大学理事 • 副学長、2012 年京都大学大学院総合生存
学館（思修館）特定教授。その間、ワシントン大学（シ
アトル）客員研究員、ベルリン自由大学客員教授、レス
ター大学（英）名誉客員フェローなどを歴任、2014 年
４月より滋賀医科大学学長。京都大学名誉教授。専門分
野は、発生学、先天異常学。
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表紙の絵は、幕末の画家・木下逸雲（きのした　
いつうん）の作で、安永年間の桜島爆発の様子
を、現在の鹿児島市側から描いたものです。
 鹿児島県立図書館　所蔵
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海
道
駒
ヶ
岳
、
雲
仙
岳
は
数
千
年
噴
火
し
て
お
ら
ず
、
死

火
山
み
た
い
な
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
ど
う
い
う
わ
け
か

一
六
〇
〇
年
代
に
一
斉
に
噴
火
を
始
め
ま
し
た
。
四
〇
年
に

北
海
道
駒
ケ
岳
、
六
三
年
に
有
珠
山
と
雲
仙
岳
、
六
七
年
に

樽
前
山
。
今
や
こ
れ
ら
は
代
表
的
な
活
火
山
で
す
ね
。
長
く

静
か
だ
か
ら
と
安
心
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
一
万
年
と
し

ま
し
た
。
一
方
、
歴
史
時
代
に
大
噴
火
し
て
長
い
こ
と
噴
火

し
て
な
い
火
山
も
あ
り
ま
す
。
大
噴
火
と
い
う
の
は
、
富
士

山
の
宝
永
噴
火
や
桜
島
の
大
正
噴
火
な
ど
が
相
当
し
ま
す
。

該
当
す
る
火
山
は
、摩
周
、十
和
田
、富
士
山
、開
聞
岳
な
ど
、

三
〇
〇
年
か
ら
一
一
〇
〇
年
の
間
噴
火
し
て
い
な
い
、
け
れ

ど
も
地
下
で
は
地
震
活
動
は
続
い
て
い
ま
す
。
一
〇
〇
〇
年

以
上
噴
火
し
て
い
な
い
、表
面
上
も
静
か
で
あ
る
、し
た
が
っ

て
今
後
も
噴
火
し
な
い
と
い
う
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

火
山
噴
火
予
知
と�

火
山
防
災
の
考
え
方

　

火
山
噴
火
の
予
知
に
つ
い
て
は
地

震
と
比
較
す
る
と
分
か
り
易
い
で

す
。

　

地
震
は
「
発
生
時
間
」、「
発
生
場

所
」、「
地
震
の
大
き
さ
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
）」
の
三
つ
を
発
生
前
に

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
い

う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

火
山
は
違
い
ま
す
。
火
山
の
噴
火

予
知
の
最
大
の
目
的
は
、
そ
の
発
生

を
予
知
し
、
危
険
区
域
外
に
避
難
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
的
被
害
を
最

小
限
に
食
い
と
ど
め
る
こ
と
で
す
。

要
は
、
予
知
は
人
々
に
危
険
を
知
ら

せ
る
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
に
小
さ
な

噴
火
で
も
火
口
の
そ
ば
に
い
れ
ば
命

を
落
と
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
知
ら

せ
る
と
い
う
こ
と
が
火
山
の
場
合
に

は
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
い

つ
（
時
期
）」、「
ど
こ
か
ら
（
場
所
）」、

「
ど
の
よ
う
な（
様
式
）」噴
火
が
、「
ど

れ
く
ら
い
の
激
し
さ
（
規
模
）」
で

噴
火
し
そ
う
か
予
測
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
更
に
、
い
っ
た
ん
噴
火
が

始
ま
っ
た
ら
「
い
つ
ま
で
（
推
移
）」

続
く
か
、
あ
る
い
は
途
中
か
ら
さ
ら

に
活
発
化
す
る
の
を
予
測
す
る
こ
と

火
山
大
国
日
本
、
ひ
と
た
び
噴
火
す
れ
ば
そ
の
被
害
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
火
山
の
脅
威
か
ら
い
か
に
人
命
を
守
る
か
、

火
山
噴
火
予
知
は
ど
こ
ま
で
可
能
な
の
か
、
今
後
噴
火
が
予

想
さ
れ
る
火
山
は
等
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
火
山
防
災
推

進
機
構
の
石
原
理
事
長
に
伺
い
ま
す
。

（
二
〇
一
五
年
三
月
の
講
演
を
収
録
し
た
も
の
で
す
）

火
山
列
島

日
本
の
未
来

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
火
山
防
災
推
進
機
構　

理
事
長 

石い
し

原は
ら 

和か
ず

弘ひ
ろ

撮影：国際航空写真

【数千年の長い休止後に噴火を再開した火山】

火山名 休止期間 活動再開 その後の噴火

樽前山 約2500年間 1667年VEI:5 1955年まで噴火繰り返す

有珠山 約7000年間 1663年VEI:5 2000年まで噴火繰り返す

北海道駒ケ岳 約5000年間 1640年VEI:5 1929年まで大噴火繰り返す

御嶽山 約2000年間 1979年VEI:1 群発地震・小噴火、2014年に噴火

伊豆東部火山群 約2700年間 1989年VEI:1 群発地震・地殻変動繰り返す

雲仙岳 約3500年間 1663年VEI:2 1792年、1991年に噴火

火山名 最新の噴火 最近の活動

摩周 約1000年前 VEI:5 間欠的に微小地震発生

十和田 約1100年前(915年） VEI:5 間欠的な微小地震発生

富士山 約300年前（1707年） VEI:5 深部低周波地震が断続的に発生

開聞岳 1100年前（885年） VEI:4 周辺で時々小規模な群発地震

【歴史時代の大噴火後、長く噴火していない火山】

約

火山爆発指数（VEI）
1：小規模　　2：中規模　　3：やや大規模　　4：大規模　　5～8：非常に大規模

我が国の活火山の分布／観測体制

活
火
山
と
は

　

活
火
山
の
定
義
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
的
に
も
、
概
ね
一
万
年
以
内
に

噴
火
し
た
火
山
及
び
現
在
活
発
な
噴
気
活
動
の
あ
る
火
山
と
し
て
い
ま
す
。
日

本
全
国
で
一
一
〇
、
そ
の
う
ち
北
方
領
土
に
一
一
あ
り
ま
す
。
実
質
日
本
の
統

治
が
及
ぶ
の
は
九
九
火
山
と
な
り
、
そ
の
う
ち
の
一
五
は
、
海
底
火
山
、
あ
る

い
は
無
人
島
な
の
で
、
人
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
火
山
は
八
四
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
海
底
火
山
で
も
船
舶
や
航
空
機
が
接
近
す
れ
ば
人
が

亡
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
海
底
噴
火
な
ど
で
津
波
が
起
こ
れ
ば
当
然
、

陸
地
に
影
響
が
及
び
ま
す
。

　

注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
日
本
の
火
山
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ

と
危
な
い
国
外
の
火
山
は
、
朝
鮮
半
島
と
中
国
と
の
間
に
白
頭
山
（
ハ
ク
ト
ウ

サ
ン
：
中
国
で
は
長
白
山
）。
一
〇
〇
〇
年
前
に
巨
大
噴
火
し
、
そ
の
火
山
灰

が
東
北
か
ら
北
海
道
地
方
の
地
層
に
残
る
ほ
ど
で
し
た
。
鬱
陵
島
（
ウ
ル
ル
ン

ド
）、
多
分
こ
れ
も
一
万
年
近
く
前
に
大
噴
火
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
日
本

に
影
響
の
あ
る
火
山
は
日
本
国
内
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
な
ぜ
一
万
年
以
内
か
と
い
う
と
、
数
千
年
休
止
し
た
あ
と
に
噴
火
し

た
火
山
が
結
構
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
初
め
ま
で
は
、
樽
前
山
、
有
珠
山
、
北

第
14
回 

未
来
研
究
会
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も
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
を
火
山
噴
火
予
知
の
五
要
素
と
い
い

ま
す
が
、
特
に
難
し
い
の
は
こ
の
い
つ
ま
で
続
く
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

人
命
を
守
る

　

で
は
、
火
山
の
脅
威
か
ら
人
命
を
守
る
方
策
で
す
が
、
ま

ず
、
事
前
に
危
な
い
範
囲
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
策
を

準
備
、
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

異
常
が
起
き
た
と
き
に
は
、
火
山
情
報
発
表
を
受
け
て
想

定
さ
れ
た
危
険
範
囲
か
ら
避
難
し
ま
す
。
こ
れ
が
噴
火
か
ら

人
命
を
守
る
原
則
で
、世
界
共
通
の
認
識
で
す
。
日
本
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
火
山
の
火
山
防
災
協
議
会
に
お
い
て
、自
治
体
、

国
の
出
先
機
関
や
火
山
専
門
家
な
ど
が
協
力
し
て
、
火
山
防

災
マ
ッ
プ
、
避
難
計
画
・
訓
練
を
つ
く
り
ま
す
。
異
変
情
報

や
火
山
監
視
か
ら
噴
火
警
報
な
ど
を
発
表
す
る
の
は
気
象
庁

で
す
。
住
民
な
ど
か
ら
の
異
変
情
報
を
気
象
庁
に
通
報
す
る

の
は
自
治
体
の
責
務
で
す
。

　

人
間
の
場
合
は
、
具
合
が
悪
い
と
自
己
申
告
し
ま
す
が
、

火
山
は
異
常
や
噴
火
に
つ
い
て
自
己
申
告
は
し
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
火
山
活
動
の
観
察
、
監
視
に
か
か
わ
る
の
は
気
象

庁
だ
け
で
は
な
く
て
、
や
は
り
住
民
の
役
割
が
大
き
く
、
実

際
に
住
民
か
ら
の
異
変
通
報
が
役
立
っ
た
例
は
多
く
あ
り
ま

す
。
避
難
指
示
や
立
ち
入
り
規
制
、
避
難
区
域
の
設
定
は
自

治
体
の
長
の
責
任
、
市
町
村
長
の
責
任
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
町
村
で
規
制
を
判
断
す
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
。
と
い
う
の
は
、
多
く
の
火
山
で
は
噴
火
は
普
通
、
数

十
年
、
数
百
年
に
一
回
で
す
か
ら
、
気
象
庁
の
職
員
で
も
経

験
し
た
人
は
少
な
い
は
ず
で
す
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
判

断
に
は
何
ら
か
の
専
門
家
の
入
っ
た
助
言
組
織
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
内
閣
府
は
、
関
係
者
が
連
携
し
て
火
山
防
災
を
推

進
す
る
組
織
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
火
山
に
対
し
て
火
山
防

災
協
議
会
の
設
置
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
設
置
さ
れ
た
火
山

の
数
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
事
前
の
準
備
か
ら
実
際
に
噴
火
が

発
生
す
る
場
面
で
、
気
象
庁
の
火
山
情
報
と
協
議
会
が
ど
れ

だ
け
機
能
す
る
か
に
よ
っ
て
噴
火
予
知
が
で
き
た
、
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

火
山
噴
火
の
プ
ロ
セ
ス

　

で
は
、火
山
噴
火
の
大
ま
か
な
プ
ロ
セ
ス
を
お
話
し
ま
す
。

マ
グ
マ
溜
ま
り
の
深
さ
は
地
表
か
ら
大
体
五
キ
ロ
か
ら
一
〇

キ
ロ
ぐ
ら
い
で
す
。
先
ず
、
地
下
深
部
か
ら
マ
グ
マ
が
供
給

さ
れ
、
マ
グ
マ
の
蓄
積
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
段
階
で
は
広

範
囲
に
緩
や
か
な
地
殻
変
動
が
起
き
ま
す
。
次
に
、
そ
こ
か

ら
マ
グ
マ
が
上
が
っ
て
い
き
、
浅
い
場
所
で
新
た
な
マ
グ
マ

の
蓄
積
が
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
マ
グ
マ
が
上
が
っ
て
き
ま

す
と
地
震
活
動
の
中
心
が
火
山
直
下
に
移
動
し
、
局
所
的
な

地
盤
変
動
、
あ
る
い
は
低
周
波
の
地
震
が
起
き
て
く
る
。
直

前
に
な
っ
て
く
る
と
噴
気
が
活
発
化
し
た
り
地
割
れ
が
で
き

た
り
し
ま
す
。（
図
1
）

　

こ
う
い
う
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
火

山
の
過
去
の
履
歴
や
周
囲
で
の
観
測
実
績
を
参
考
に
し
て
噴

火
の
兆
候
を
捉
え
る
に
は
ど
こ
で
観
測
し
た
ら
良
い
か
調
査

し
て
、
観
測
点
を
設
置
す
る
。
そ
し
て
、
観
測
を
続
け
る
中

で
観
測
デ
ー
タ
、
地
震
の
回
数
や
震
源
な
ど
の
分
析
を
も
と

に
、
こ
の
火
山
が
ど
の
段
階
で
あ
る
か
を
判
断
し
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
次
は
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
か
、
追
加
の
調
査

を
し
ま
す
。
例
と
し
て
桜
島
の
場
合
を
紹
介
し
ま
す
。

火
山
監
視
と
噴
火
警
報
発
表
／
異
変
情
報
の
通
報

気
象
庁
／
自
治
体
・
住
民

② 

異
変
や
噴
火
の
兆
候
の
認
知
と
火
山
情
報
発
表
（
予
知
）

危
険
区
域
設
定

　避
難
勧
告
・
避
難
指
示

自
治
体
の
長
／
助
言
組
織

② 

危
険
範
囲
か
ら
安
全
な
地
域
に
住
民
等
を
誘
導
す
る
（
避
難
）

火
山
マ
ッ
プ
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
自
治
体
・
国
の
出
先
機
関
・
専
門
家
等

① 

事
前
に
、
危
険
範
囲
と
危
機
対
策
の
準
備
・
確
認
・
周
知
（
衆
知
）

避
難
計
画
・
訓
練
（
地
域
防
災
計
画
）
自
治
体
を
中
心
に
関
係
機
関

桜
島
の
噴
火
の
場
合

　

桜
島
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
の
大
噴

火
以
降
、
観
測
が
続
け
ら
れ
て
お
り
い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。（
図
2
）

　

桜
島
の
北
側
に
二
万
九
千
年
前
に
大
噴
火
し
た
姶あ
い

良ら

カ
ル

デ
ラ
（
直
径
二
〇
キ
ロ
）
が
あ
り
、
そ
の
直
下
一
〇
キ
ロ
ぐ

ら
い
の
あ
た
り
に
マ
グ
マ
が
溜
ま
っ
て
き
ま
す
。
桜
島
が
噴

火
す
る
時
に
は
マ
グ
マ
が
桜
島
の
地
下
に
移
動
し
て
、
桜
島

が
隆
起
す
る
。
そ
の
あ
と
直
下
の
地
震
が
起
き
る
。
最
終
的

に
噴
火
に
至
る
と
こ
ろ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
ま
か
に
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

水
準
測
量
に
よ
る
姶
良
カ
ル
デ
ラ
周
辺
の
地
盤
の
昇
降
と

火
山
活
動
の
関
係
を
見
て
み
ま
す
。（
図
3
）

　

一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
の
大
噴
火
が
起
き
た
時
に
、

溶
岩
が
一
・
三
立
方
キ
ロ
、
軽
石
と
合
わ
せ
て
約
二
立
方
キ

ロ
が
噴
出
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
地
面
は
一
メ
ー
ト
ル
近
く

沈
み
ま
し
た
。
噴
火
が
止
ん
だ
ら
隆
起
に
転
じ
、
一
九
四
六

年
（
昭
和
二
一
年
）
に
噴
火
し
て
溶
岩
が
流
出
す
る
と
一
時

的
に
地
面
が
下
が
り
、そ
の
後
は
ま
た
隆
起
に
転
じ
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
の
デ
ー
タ
は
陸
軍
の
陸
地
測
量
部
が
、
一
九
六
〇

年
か
ら
後
は
京
都
大
学
が
測
定
を
し
て
き
ま
し
た
。
繰
り
返

し
測
定
し
て
い
く
と
、
噴
火
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
変
化

が
起
き
て
い
る
の
か
が
分
か
り
ま
す
。
山
頂
噴
火
が
年
間

四
〇
〇
回
を
超
え
た
一
九
六
〇
年
か
ら
二
年
間
は
隆
起
が
止

ま
り
ま
し
た
。
噴
火
活
動
が
低
下
し
た
そ
の
後
の
一
二
年
間

は
年
間
一
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
割
合
で
地
面
が
隆
起
を
続
け
ま

し
た
。
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）、
年
間
四
〇
〇
回
も

爆
発
し
、
そ
の
後
、
毎
年
約
五
〇
〇
万
～
三
〇
〇
〇
万
立
方

メ
ー
ト
ル
の
火
山
灰
を
出
す
と
、
隆
起
は
止
ま
り
沈
降
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
、
年
間
約
一
〇
〇
〇
万
立
方
メ
ー

ト
ル
の
火
山
灰
の
噴
出
が
、
地
盤
が
隆
起
す
る
か
、
沈
降
す

る
か
の
分
か
れ
目
の
よ
う
で
す
。一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
、

噴
火
活
動
が
弱
ま
り
静
か
に
な
る
と
ま
た
隆
起
し
始
め
た
。

現
在
活
発
に
噴
火
し
て
い
る
も
の
の
、
隆
起
が
続
い
て
い
ま

す
。
年
間
の
降
灰
が
五
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
程
度
で
は
、

地
下
か
ら
上
が
っ
て
く
る
マ
グ
マ
に
見
合
う
量
を
消
費
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
調
子
で
い
く
と
、
も
う
そ

ろ
そ
ろ
、
後
一
〇
年
ほ
ど
で
一
九
一
四
年
の
マ
グ
マ
蓄
積
状

態
に
達
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　桜島の火山像と山頂噴火の前兆現象

桜島と姶良カルデラ周辺の地盤は、カルデラ
中央部を中心とする広域的な昇降と桜島内部
を中心とする局所的な地盤の昇降を繰り返し
てきた。チャートには前兆として、マグマの
移動上昇に対応して、水準測量、検潮儀、傾
斜計・伸縮計および地震計で捕捉できる現象
を挙げた。

図２　マグマ供給系のイメージと噴火に至る過程で観測される現象（桜島）

姶良カルデラ隆起

山頂直下のA型地震

高周波B型地震（マグマ貫入）

低周波Ｂ型地震（溶岩上昇）

山体の隆起膨張

山頂爆発

桜島隆起 深いA型地震

図 3　姶良カルデラの地盤の昇降と桜島の噴火活動
　　　─マグマ蓄積（噴火ポテンシャル）の評価：長期予測─ 図 1　マグマの動きを探り、噴火の予兆をとらえる

① マグマ蓄積
広範囲の地盤隆起と地震
活動の活発化

② 上　昇
震源域、地盤変動域の
移動

③ 噴火準備
局所的な地盤の隆起
低周波地震・微動の発生

④ 噴火直前
群発地震、地割れ、地下
水、火山ガス、噴気、地
温、地磁気等の変化

第
14
回 

未
来
研
究
会
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一
方
、
円
滑
な
避
難
や
規
制
で
、
犠
牲
者
が
で
な
か
っ
た

噴
火
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
二
〇
〇
六
年
の

桜
島
で
す
。
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
南
岳
山
頂
火
口
の
噴
火
活

動
が
低
下
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
六
月
四
日
に
、
一
九
四
六
年

（
昭
和
二
一
年
）
に
溶
岩
を
流
出
し
た
南
岳
東
斜
面
の
昭
和

火
口
で
五
八
年
ぶ
り
に
噴
火
が
始
ま
り
、
約
一
週
間
後
か
ら

火
砕
流
が
出
始
め
ま
し
た
。
報
道
や
観
光
客
が
昭
和
火
口
の

麓
辺
り
ま
で
入
り
込
み
、
雲
仙
普
賢
岳
の
よ
う
な
事
態
も
予

想
さ
れ
、
鹿
児
島
県
は
桜
島
爆
発
対
策
連
絡
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
緩
い
規
制
で
犠
牲
者
が
出
る
事
が
な
い
よ
う
、
逆

に
過
大
な
規
制
で
パ
ニ
ッ
ク
も
困
る
と
い
う
こ
と
で
、
山
頂

火
口
か
ら
二
キ
ロ
の
立
ち
入
り
規
制
に
、
昭
和
火
口
か
ら
二

キ
ロ
の
規
制
を
加
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
雲
仙

岳
相
当
の
火
砕
流
も
想
定
し
、
予
想
さ
れ
る
危
険
範
囲
に
通

じ
る
道
路
に
ゲ
ー
ト
を
設
け
て
立
ち
入
れ
な
い
よ
う
な
措
置

を
と
り
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
当
面
一
〇
年
の
活
動
の
見
込

み
に
つ
い
て
、
観
測
デ
ー
タ
は
更
に
活
発
化
す
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
、
昭
和
火
口
で
は
次
第
に
拡
大
し
噴
火
規
模
も
大

き
く
な
り
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
の
二
〇
年
間
の
よ
う

に
、
爆
発
的
噴
火
が
長
期
間
続
き
県
民
を
悩
ま
す
火
山
灰
が

年
間
数
百
万
か
ら
数
千
万
ト
ン
出
る
と
予
想
さ
れ
る
と
説
明

し
ま
し
た
。
幸
か
不
幸
か
、
九
年
前
の
予
想
通
り
事
態
は
進

行
し
て
い
ま
す
。

噴
火
警
報

　

噴
火
予
知
研
究
の
成
果
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
国
的
普

及
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
七
年
に
気
象
庁
は
噴
火
警
報
の
業
務

を
開
始
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
火
山
に
対
し
て
、「
平
常
」

（
噴
火
予
報
）、「
火
口
周
辺
が
危
な
い
」（
火
口
周
辺
警
報
）、

「
避
難
を
要
す
る
」（
噴
火
警
報
）
と
い
う
三
段
階
の
ど
の
段

階
に
あ
る
か
を
宣
言
す
る
わ
け
で
す
。
常
時
観
測
対
象
火
山

四
七
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
よ
り
細
か
な
五
段
階
の
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
を
導
入
す
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
も
、
こ
の
「
噴
火
警
報
」
を
避
難
な
ど
の
火
山
の

防
災
対
応
の
出
発
点
と
す
る
、と
い
う
指
針
を
定
め
ま
し
た
。

噴
火
警
報
の
目
的
は
人
命
の
安
全
確
保
で
あ
っ
て
、
噴
火
予

知
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
噴
火
の
時
間
や
規
模
を
言
い
当
て
る

の
で
は
な
く
、〝
今
は
、
火
口
か
ら
こ
の
範
囲
は
危
険
で
す

か
ら
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
〟
と
状
況
に
応
じ
た
危
険
範
囲

を
明
示
す
る
こ
と
が
噴
火
警
報
の
任
務
で
す
。
地
震
予
知
と

同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
人
も
多
く
、
噴
火
警
報
が
根
付
く

に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　

常
時
監
視
の
四
七
火
山
は
、
二
〇
〇
九
年
に
火
山
噴
火
予

知
連
絡
会
が
当
面
の
一
〇
〇
年
を
視
野
に
入
れ
て
選
定
し
ま

し
た
。
結
果
的
に
、
当
時
の
常
時
監
視
火
山
を
倍
増
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
候
補
に
挙
が
っ
た
火
山
は
あ
り

ま
す
が
、
気
象
庁
の
火
山
監
視
の
マ
ン
パ
ワ
ー
や
地
震
活
動

の
監
視
目
的
で
設
置
さ
れ
た
観
測
網
を
火
山
監
視
に
活
用
す

る
こ
と
も
念
頭
に
お
き
ま
し
た
。

　

四
七
火
山
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
過
去
一
〇
〇

年
間
に
一
一
〇
の
火
山
の
う
ち
、
四
割
ぐ
ら
い
が
噴
火
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
ひ
と
つ
の
目
安
に
選
定
し
ま
し
た
。

火
山
監
視
体
制
の
課
題

　

日
本
で
は
、
東
京
の
気
象
庁
本
庁
と
、
福
岡
、
仙
台
、
札

幌
の
気
象
台
の
火
山
監
視
・
情
報
セ
ン
タ
ー
で
全
国
の
火
山

の
活
動
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
ま
す
（
5
ペ
ー
ジ
参
照
）。
何

か
異
変
が
起
き
れ
ば
、
機
動
観
測
班
が
直
ち
に
現
地
に
向
か

う
と
い
う
体
制
で
す
。
人
員
と
し
て
は
全
体
で
七
〇
人
が

一
二
〇
～
一
三
〇
人
ま
で
は
増
え
ま
し
た
。
他
方
、
気
象
庁

全
体
の
定
員
は
、
公
務
員
の
定
員
削
減
で
減
ら
さ
れ
て
き
た 噴火警報レベル（気象庁 2007 年）

　

で
は
、
現
在
の
桜
島
南
岳
の
火
口
の
地
下
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
図
4
は
桜
島
の
山
頂
の
部
分
の
断
面
に
投

影
し
た
火
山
性
地
震
の
震
源
デ
ー
タ
で
す
。
こ
こ
で
は
い
ろ

い
ろ
な
地
震
が
起
き
ま
す
。

　

右
の
図
は
火
山
性
地
震
の
種
類
、
左
は
震
源
の
分
布
図
で

す
（
縦
が
四
キ
ロ
ま
で
、
横
幅
が
東
西
約
一
・
五
キ
ロ
、
火

口
が
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）。
Ａ
型
地
震
は
火
口
の
周
辺
で

起
こ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｂ
Ｈ
型
や
Ｂ
Ｌ
型
は
、
爆
発

地
震
と
同
じ
く
火
口
内
で
起
き
ま
す
。
断
面
で
見
る
と
、
Ｂ

Ｈ
型
や
Ｂ
Ｌ
型
地
震
は
Ａ
型
地
震
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

震
源
分
布
か
ら
マ
グ
マ
の
通
路
、
火
道
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま

す
。
Ａ
型
地
震
、
Ｂ
Ｈ
型
地
震
、
Ｂ
Ｌ
型
地
震
の
発
生
状
況

か
ら
、
火
道
内
へ
の
マ
グ
マ
の
充
填
状
況
、
爆
発
的
噴
火
の

準
備
状
況
に
あ
る
程
度
見
当
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

類
似
の
地
震
は
、
十
勝
岳
、
浅
間
山
、
霧
島
山
、
御
嶽
山

な
ど
で
も
起
き
て
い
ま
す
。
火
山
監
視
で
は
、
地
震
の
タ
イ

プ
毎
の
発
生
頻
度
の
変
化
や
震
源
の
移
動
な
ど
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

桜
島
の
爆
発
の
瞬
間
、
爆
風
（
衝
撃
波
）
が
発
生
し
、
大

き
な
噴
石
が
飛
散
す
る
映
像
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
桜
島
の
場
合
、
噴
火
の
タ
イ

ミ
ン
グ
も
大
体
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
爆

発
す
る
よ
、あ
と
一
〇
分
以
内
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
分
か
る
。

　

桜
島
の
山
頂
か
ら
北
西
約
三
キ
ロ
に
桜
島
火
山
観
測
所
の

旧
本
館
の
あ
る
丘
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
総
延
長
二
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
観
測
用
の
横
穴
を
掘
っ
て
い
ま
す
。
入
口
か
ら

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
よ
り
奥
に
、
火
口
方
向
、
火
口
と
直

交
す
る
方
向
、
直
角
方
向
の
三
角
形
に
、
長
さ
二
八
メ
ー
ト

ル
の
水
管
傾
斜
計
と
伸
縮
計
を
置
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

機
械
で
噴
火
の
前
兆
と

な
る
地
面
の
微
小
な
傾

斜
と
歪
を
測
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
、
地
面
の
傾
斜

や
歪
変
化
に
は
他
の
要

因
も
あ
り
ま
す
。
月
の

引
力
で
海
で
は
潮
の
干

満
が
生
じ
ま
す
。
同
じ

よ
う
に
地
面
も
変
形

（
地
球
潮
汐
）
し
ま
す
。

噴
火
の
前
兆
変
化
は
地
球
潮
汐
よ
り
も
小
さ
い
量
、
数
分
の

一
か
ら
十
数
分
の
一
で
す
。
爆
発
的
噴
火
の
前
兆
を
山
頂
の

地
面
の
隆
起
に
換
算
す
る
と
、
数
百
分
の
一
ミ
リ
か
ら
十
分

の
一
ミ
リ
程
度
と
微
小
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
潮
汐
の
影
響
を

取
り
除
い
た
デ
ー
タ
を
表
示
さ
せ
る
と
、
噴
火
に
向
け
て

一
〇
分
～
数
時
間
前
か
ら
地
面
の
隆
起
・
膨
張
が
続
き
、
噴

火
が
発
生
す
る
と
急
速
に
沈
降
・
収
縮
す
る
様
子
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

火
山
噴
火
に
よ
る
犠
牲
者
数

　

図
5
は
火
山
噴
火
に
よ
る
犠
牲
者
の
数
と
累
積
で
、

一
八
八
八
年
磐
梯
山
噴
火
で
は
四
六
一
名
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
以
降
も
頻
繁
に
噴
火
に
よ
っ
て
人
々
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
九
六
二
年
の
十
勝
岳
の
噴
火
の
あ
と
、

気
象
庁
は
一
九
火
山
の
監
視
と
火
山
情
報
の
発
表
を
開
始

し
、
犠
牲
者
が
急
減
し
ま
し
た
。
一
九
七
四
年
に
火
山
予
知

計
画
が
始
ま
り
、火
山
噴
火
予
知
連
絡
会
も
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
七
九
年
阿
蘇
山
噴
火
で
、
展
望
台
付
近
に
い

た
観
光
客
三
名
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
実
は
、
火
山
情
報
を

受
け
、
火
口
か
ら
一
キ
ロ
を
立
ち
入
り
規
制
し
た
も
の
の
、

展
望
台
が
規
制
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
一
九
九
一
年
六
月
、
雲
仙
岳
で
は
、
火
山
噴

火
予
知
連
絡
会
と
雲
仙
岳
測
候
所
の
火
砕
流
に
対
す
る
警
戒

の
呼
び
か
け
を
受
け
て
、
住
民
は
避
難
し
て
い
ま
し
た
が
、

規
制
区
域
に
滞
在
し
て
い
た
報
道
関
係
者
な
ど
四
三
名
の
犠

牲
が
で
ま
し
た
。
い
く
ら
警
戒
を
呼
び
か
け
て
も
危
険
区
域

を
周
知
し
、全
員
が
退
避
し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、一
九
九
二
年
に
は
国
土
庁
が「
火
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
指
針
」
を
公
表
。
二
〇
〇
七
年
に
は
気
象
庁
が
噴
火

警
報
を
開
始
、
二
〇
一
一
年
に
は
、
常
時
観
測
火
山
が
四
七

に
倍
増
し
ま
し
た
。
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図 5　火山活動の監視、火山情報や噴火予知研究は役立つか？
　　　近年の火山噴火による犠牲者数
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い
と
も
判
断
で
き
な
い
」
と
い
う
時
は
、
地
元
の
人
々
が
な

る
ほ
ど
と
納
得
で
き
る
危
険
性
を
示
す
観
測
事
実
を
列
記

し
、
注
意
を
喚
起
す
る
噴
火
警
報
を
発
表
、
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
を
上
げ
る
の
が
噴
火
警
報
業
務
の
原
則
で
す
。
そ
の
後
の

デ
ー
タ
や
現
地
調
査
の
結
果
を
確
認
し
て
、
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
を
下
げ
る
、
あ
る
い
は
更
に
上
げ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
人
を
救
え
な
い

　
〝
監
視
体
制
〟
よ
り
〝
監
視
態
勢
〟
の
強
化
が
大
切
で
す
。

火
山
監
視
の
観
測
機
材
で
は
な
く
火
山
監
視
に
取
り
組
む
姿

勢
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
気
象
庁
で
は
、
観
測
デ
ー
タ
の
解

析
か
ら
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
上
げ
下
げ
す
る
基
準
表
、
い
わ

ば
噴
火
予
知
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
他
の
部
署

か
ら
異
動
し
て
き
た
職
員
で
も
迅
速
に
火
山
業
務
が
行
え
る

為
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

が
気
象
庁
内
で
見
え
る
デ
ー
タ
、
映
像
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
火

山
活
動
が
評
価
で
き
る
と
い
う
錯
覚
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
異
常
に
気
づ
い
た
ら
現
地
に
出
向
く
、
追
加
の

調
査
を
す
る
と
い
う
原
則
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
の
は
残
念
な

こ
と
で
す
。

　

学
術
論
文
を
読
み
勉
強
す
る
の
は
結
構
で
す
が
、
生
半
可

な
勉
強
は
時
と
し
て
害
に
な
り
ま
す
。
火
山
学
の
論
文
の
多

く
は
、
あ
る
火
山
の
現
象
の
あ
る
断
片
を
分
析
・
研
究
対
象

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
一
般
化
し
て
し
ま
う

と
、
微
動
や
地
殻
変
動
が
噴
火
の
必
要
条
件
か
の
よ
う
な
、

誤
解
を
生
み
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
地
元
と
の
間

に
、日
頃
か
ら
見
え
る
関
係
が
出
来
て
い
な
い
火
山
が
多
い
。

以
前
は
、
毎
年
の
よ
う
に
機
動
班
が
御
嶽
山
に
行
っ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
四
年
ぐ
ら
い
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
鹿
児
島

の
離
島
火
山
に
は
、
気
象
台
の
職
員
が
頻
繁
に
行
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
地
元
か
ら
、
些
細
な
異
変
情
報

も
直
ち
に
届
く
関
係
が
で
き
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
御
嶽
山

の
場
合
は
そ
の
よ
う
な
関
係
が
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
時
に
噴

火
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

火
山
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
組
織
が
火
山
の
そ
ば
で
監

視
す
る
の
が
世
界
の
常
識
で
す
。日
本
は
火
山
国
で
あ
る
と
、

胸
を
張
っ
て
言
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
火
山
監
視
体
制

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
地
質
庁
傘
下
の
火
山
・
地
質
災
害

軽
減
セ
ン
タ
ー
が
火
山
監
視
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
な
ど

火
山
の
全
般
を
担
当
し
、
本
拠
は
西
部
ジ
ャ
ワ
州
の
バ
ン

ド
ン
市
に
あ
り
ま
す
。
東
西
約
四
〇
〇
〇
キ
ロ
、
南
北
約

一
五
〇
〇
キ
ロ
に
わ
た
る
範
囲
に
火
山
が
分
布
し
て
お
り
、

七
〇
の
観
測
所
に
職
員
を
三
～
四
名
置
い
て
、
二
四
時
間
監

視
し
て
い
ま
す
。
約
四
五
〇
名
の
職
員
の
う
ち
の
半
数
が
現

地
勤
務
で
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
火
山
警
戒
レ
ベ
ル
は
、
一
（
平
常
）、

二
（
注
意
）、
三
（
警
戒
）、
四
（
避
難
）
の
四
段
階
で
す
。

現
地
観
測
員
は
、
毎
日
二
回
、
タ
イ
プ
別
の
地
震
・
微
動
の

発
生
回
数
や
現
地
調
査
の
結
果
を
バ
ン
ド
ン
の
本
拠
に
報
告

し
ま
す
。
報
告
を
受
け
た
評
価
担
当
課
長
が
異
常
と
判
断
す

る
と
、
レ
ベ
ル
を
二
に
上
げ
、
現
地
に
火
山
専
門
家
を
派
遣

し
、
専
門
家
と
観
測
員
が
活
動
評
価
に
あ
た
り
ま
す
。

　

更
に
噴
火
の
兆
候
が
現
れ
始
め
る
と
レ
ベ
ル
を
三
に
上

げ
、
バ
ン
ド
ン
か
ら
部
長
級
を
班
長
と
す
る
機
動
観
測
班
を

派
遣
・
駐
在
さ
せ
ま
す
。
噴
煙
の
放
出
や
火
山
性
地
震
の
頻

発
な
ど
、
大
き
な
噴
火
に
向
か
っ
て
い
る
と
判
断
す
れ
ば
レ

ベ
ル
を
四
（
避
難
）
に
上
げ
、
セ
ン
タ
ー
長
が
現
地
に
駐
在

し
、
活
動
の
評
価
と
観
測
の
指
揮
に
あ
た
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
火
山
警
戒
レ
ベ
ル
は
単
な
る

住
民
向
け
の
情
報
で
は
な
く
、
火
山
監
視
態
勢
の
段
階
的
強

化
と
対
応
し
て
い
ま
す
。
火
山
危
機
時
に
現
地
観
測
所
を
拠

点
と
し
て
、
情
報
を
発
表
す
る
と
い
う
仕
組
み
は
気
象
庁
と

全
く
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
の
セ
ン
タ
ー
長
は
長
居

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
警
戒
レ
ベ
ル
の
引
き
下
げ
も
素
早

く
判
断
し
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
、
地
震
回
数
な
ど

観
測
デ
ー
タ
が
二
週
間
あ
る
い
は
一
ヶ
月
以
上
基
準
値
を
下

ま
わ
っ
て
か
ら
警
戒
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
気
象
庁
と
は
大
き
な

開
き
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
九
五
年
の
火
山
監
視
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
一
九
四
〇
年
頃
に
は
全
国
の
火
山
評
価
が
ま
と
め
ら

れ
、
一
三
〇
の
活
火
山
、
そ
の
中
で
注
意
す
べ
き
約
七
〇

の
火
山
を
選
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
評
価
は
現
在
で
も
活
き

て
い
ま
す
。
日
本
で
活
火
山
の
選
定
が
開
始
さ
れ
た
の
は

一
九
七
五
年
で
す
。

防
災
は
進
ん
で
い
る
？

　

内
閣
府
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
陸
上
火
山
八
四
の
う
ち

も
の
で
す
か
ら
、
阿
蘇
山
、
雲
仙
岳
、
浅
間
山
、
伊
豆
大

島
、
三
宅
島
や
北
海
道
駒
ヶ
岳
に
あ
っ
た
気
象
業
務
と
火
山

監
視
業
務
を
行
う
測
候
所
は
、
セ
ン
タ
ー
発
足
後
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
医
療
で
言
え
ば
、
医
師
を
都
会
の
病
院
に
集
中

し
、
地
方
へ
は
急
患
が
出
た
時
に
医
師
・
看
護
師
を
派
遣
す

る
、
そ
う
い
う
体
制
に
切
り
替
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
様
な
体
制
に
切
り
替
え
た
後
の
主
な
噴
火

は
、
二
〇
一
一
年
一
月
の
霧
島
の
新
燃
岳
の
噴
火
、
昨
年

二
〇
一
四
年
八
月
の
口
永
良
部
島
の
噴
火
、
九
月
の
御
嶽
山

の
噴
火
な
ど
で
す
。

　

霧
島
の
噴
火
は
、
顕
著
な
噴
火
開
始
の
二
時
間
半
後
に
、

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
二
か
ら
、
入
山
禁
止
の
三
へ
上
げ
ま
し

た
。
主
噴
火
の
明
白
な
兆
候
は
計
器
で
は
捉
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
幸
い
に
前
年
五
月
か
ら
登
山
規
制
を
堅
持
し
て

い
た
た
め
人
命
が
失
わ
れ
る
事
態
は
避
け
ら
れ
ま
し
た
。
実

は
、
七
日
前
と
四
日
前
に
本
格
的
噴
火
を
予
告
す
る
小
噴
火

が
起
き
て
い
ま
し
た
。
地
震
計
な
ど
計
器
に
よ
る
火
山
監
視

に
頼
り
過
ぎ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
噴
火
予
知
に
失
敗
し
た

じ
ゃ
な
い
か
と
言
う
地
震
学
者
も
い
ま
し
た
。
確
か
に
、
そ

の
通
り
で
す
。
前
年
七
月
か
ら
半
年
間
噴
火
が
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
噴
火
警
報
を
下
げ
な
か
っ
た
こ
と
も
併
せ

て
、
噴
火
警
報
の
あ
り
方
が
検
証
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
か
ら
口
永
良
部
島
の
噴
火
。
こ
れ
は
一
九
八
〇
年
以

来
の
噴
火
で
す
。
噴
火
が
始
ま
っ
て
二
六
分
後
に
噴
火
警
報

で
入
山
禁
止
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
三
。
小
さ
な
火
砕
流
も
出

た
の
で
、
一
か
ら
三
に
一
気
に
引
き
上
げ
た
わ
け
で
す
。
口

永
良
部
島
で
は
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
、
山
頂
の
火
口
直
下
で

地
震
が
多
発
、
同
時
に
山
頂
の
地
盤
が
隆
起
し
、
噴
気
・
地

熱
活
動
が
高
ま
る
と
い
う
噴
火
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

と
い
う
時
期
が
数
年
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
都

度
、
噴
火
警
報
を
発
表
し
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
一
か
ら
二

や
三
に
上
げ
、
数
ヶ
月
後
に
下
げ
る
と
い
う
事
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
こ
の
程
度
で
は
噴

火
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
見
込
み
が
外
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

霧
島
山
と
口
永
良
部
島
の
噴
火
で
は
幸
い
犠
牲
者
は
で
な

か
っ
た
も
の
の
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
噴
火
発
生
後
に
上
げ

る
な
ど
、
必
ず
し
も
噴
火
警
報
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と

は
評
価
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
気
象
庁
に
は
火

山
担
当
の
ポ
ス
ト
が
全
職
員
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
足
ら
ず
と
少

な
く
、
人
事
管
理
上
、
気
象
や
地
震
業
務
の
知
識
・
経
験
も

求
め
ら
れ
、
火
山
業
務
の
専
門
職
員
が
育
ち
に
く
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
火
山
業
務
の
経
験
の
な
い
職
員
が
火
山
課
幹
部

に
着
任
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
発
生
後
に

「
緊
急
地
震
速
報
」
や
「
津
波
警
報
」
を
発
表
す
る
地
震
・

津
波
監
視
業
務
と
、
噴
火
発
生
前
に
「
噴
火
警
報
」
が
求
め

ら
れ
る
火
山
業
務
の
本
質
的
違
い
を
理
解
し
て
い
な
い
幹
部

職
員
の
も
と
で
の
火
山
業
務
の
円
滑
な
遂
行
は
難
義
な
こ
と

で
し
ょ
う
。

御
嶽
山
の
教
訓

　

二
〇
一
四
年
の
九
月
二
七
日
、
御
嶽
山
の
噴
火
で
は
五
七

名
の
犠
牲
者
が
で
て
、
六
名
が
行
方
不
明
で
す
。
九
月
一
〇

日
に
山
頂
直
下
で
地
震
が
頻
発
し
ま
し
た
が
、
地
震
微
動
や

地
殻
変
動
が
観
測
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
気
象

庁
は
、
噴
火
警
報
で
は
な
く
「
火
山
の
状
況
に
関
す
る
解
説

情
報
」
の
発
表
に
と
ど
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
二
六

年
の
十
勝
岳
噴
火
以
来
の
多
く
の
犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。
観

光
客
の
遭
難
と
し
て
は
一
九
七
九
年
の
阿
蘇
山
以
来
と
な
り

ま
し
た
。

　

発
表
さ
れ
た
御
嶽
山
の
「
火
山
の
状
況
に
関
す
る
解
説
情

報
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。〝
御
嶽
山
で
は
、
剣
ヶ
峰
山
頂
付

近
で
火
山
性
地
震
が
増
加
し
て
い
ま
す
。地
震
は
昨
日（
一
〇

日
）昼
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。
振
幅
は
い
ず
れ
も
小
さ
く
、

火
山
性
微
動
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
噴
煙
の
状
況
は
雲
の

た
め
不
明
で
す
。
地
殻
変
動
に
は
特
段
の
変
化
は
見
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
〟。
次
に
は
、〝
火
山
性
地
震
の
日
回
数
が
五
〇
回

を
超
え
た
の
は
、
二
〇
〇
七
年
一
月
二
五
日
以
来
で
す
〟
更

に
、
噴
火
が
起
き
て
も
、
そ
の
影
響
範
囲
を
二
〇
〇
七
年
に

ご
く
小
規
模
な
噴
火
が
発
生
し
た
火
口
の
周
囲
に
限
定
さ
れ

る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
は
、〝
地
震
活

動
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
火
山
活
動
の
推
移
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
〟
と
。
危
な
い
と
、心
配
な
い
が
混
在
、

一
体
ど
っ
ち
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
噴
火
の
可
能
性

を
否
定
す
る
根
拠
に
な
ら
な
い
、
火
山
性
微
動
や
地
殻
変
動

が
起
き
て
い
な
い
こ
と
を
列
記
す
る
の
は
両
論
併
記
の
お
役

所
仕
事
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
受
け
手
側
は
混
乱
し
、
結

局
、
噴
火
予
報
（
平
常
）
だ
か
ら
安
心
だ
と
受
け
取
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

最
大
の
疑
問
は
、現
地
調
査
に
行
か
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

も
し
、
機
動
班
が
現
地
に
行
け
ば
、
登
山
者
や
山
小
屋
の
状

況
も
確
認
し
、
注
意
深
い
監
視
と
情
報
発
表
を
継
続
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
の
噴
火
に
係
り
、
今
は

他
の
部
署
に
異
動
し
た
同
僚
に
意
見
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と

も
腑
に
落
ち
ま
せ
ん
。
も
う
ひ
と
つ
は
、本
来
の
噴
火
警
報
、

警
戒
レ
ベ
ル
の
目
的
は
、
噴
火
予
知
で
な
く
人
命
の
安
全
確

保
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
と
い
う
疑
問

で
す
。
気
象
庁
内
で
も
、
地
震
や
津
波
の
警
報
と
同
じ
よ
う

に
考
え
、「
噴
火
す
る
確
信
が
持
て
な
い
と
き
は
噴
火
警
報

を
出
せ
な
い
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
こ
の
様
な
認
識
で

は
、
噴
火
警
報
業
務
は
遂
行
で
き
ま
せ
ん
。
噴
火
警
報
レ
ベ

ル
を
設
定
し
て
い
る
火
山
で
は
、
地
元
の
関
係
者
と
事
前
に

協
議
を
行
い
、
予
知
情
報
で
は
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
、

噴
火
警
報
レ
ベ
ル
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
観
測
デ
ー
タ
を

み
て
「
火
山
活
動
は
異
常
で
あ
る
、
噴
火
す
る
と
も
、
し
な
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三
〇
三
年
た
っ
て
安
永
の
噴
火
、
そ
の
後
一
三
二
年
で
大
正

噴
火
と
、
発
生
間
隔
が
次
第
に
短
縮
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
を
、
地
下
か
ら
上
昇
す
る
マ
グ
マ
が
次
第
に
多
く
な
っ
て

き
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
あ
る
い
は
、
地
下
か

ら
上
昇
す
る
マ
グ
マ
の
割
合
は
変
わ
ら
な
い
が
、
蓄
積
し
た

マ
グ
マ
を
大
噴
火
で
は
す
べ
て
は
消
費
せ
ず
一
部
を
地
下
に

残
し
、
大
噴
火
の
た
び
に
地
下
に
残
し
た
マ
グ
マ
が
累
積
し

て
、
三
万
年
前
に
巨
大
噴
火
が
発
生
し
た
姶
良
カ
ル
デ
ラ
地

下
の
大
き
な
マ
グ
マ
溜
ま
り
の
容
量
が
満
杯
に
な
り
つ
つ
あ

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
縄
文
時
代
に
桜
島
の
海
岸
付

近
に
あ
っ
た
貝
塚
遺
跡
が
現
在
は
海
抜
一
〇
メ
ー
ト
ル
付
近

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
推
論
も
全
く
の
で
た
ら
め
で
は
な
さ

そ
う
で
す
。
そ
の
場
合
の
マ
グ
マ
蓄
積
の
推
定
量
は
二
〇
～

五
〇
立
方
キ
ロ
に
達
し
、
巨
大
噴
火
を
起
こ
し
う
る
能
力
が

あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
遠
く
な
い
将
来
に
大
噴
火
の
発
生
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
直
近
の
桜
島
の
大
噴
火
は
大
正
三
年
の
噴

火
で
す
ね
。大
隅
半
島
と
桜
島
が
溶
岩
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。

火
山
灰
は
全
国
に
広
が
り
、
各
地
で
降
灰
が
観
測
さ
れ
ま
し

た
。

　

二
〇
一
一
年
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
火
山
噴
火
を
記
憶
さ
れ

て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
火
山
灰
が
北
半
球
に

拡
散
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
の
航
空
路
が
閉
鎖
さ
れ
、
世
界

的
に
影
響
が
で
ま
し
た
。
桜
島
大
正
噴
火
の
火
山
灰
は
そ
の

数
倍
で
す
か
ら
、
当
然
、
極
東
の
空
の
交
通
路
は
大
混
乱
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

先
ほ
ど
お
話
し
た
よ
う
に
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
地
下
深
く
に

は
、
二
～
三
万
年
か
け
て
巨
大
噴
火
を
起
こ
す
だ
け
の
マ
グ

マ
が
蓄
積
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
火
山
を
監
視
・

評
価
す
る
側
は
、
当
面
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
大
噴
火
、
さ

ら
に
上
の
巨
大
噴
火
も
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
経

験
の
な
い
巨
大
噴
火
は
予
知
で
き
る
か
。
数
少
な
い
巨
大
噴

火
の
観
察
記
録
か
ら
は
、
中
小
噴
火
な
ど
何
ら
か
の
前
駆
現

象
が
数
ヶ
月
～
数
年
前
に
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
中
小
噴
火
が
始
ま
っ
た
時
、
巨
大
噴
火
へ
の
発

展
を
、
科
学
的
根
拠
を
も
っ
て
予
測
で
き
る
か
、
巨
大
噴
火

を
想
定
し
た
噴
火
警
報
発
表
、
避
難
な
ど
の
対
策
が
迅
速
に

実
施
で
き
る
か
、
原
発
問
題
に
も
関
係
す
る
今
後
の
課
題
で

す
。

原
発
・
イ
ン
フ
ラ
へ
の
影
響

　

で
は
最
後
に
原
発
、
イ
ン
フ
ラ
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ざ
っ

と
お
話
し
ま
す
。
桜
島
の
普
通
の
規
模
の
噴
火
で
も
、
噴
煙

の
下
は
こ
の
よ
う
に
真
っ
暗
。
そ
の
中
で
は
、
降
灰
に
加
え

て
、
雹ひ
ょ
うや
砂
利
の
よ
う
な
火
山
レ
キ
が
降
っ
て
き
ま
す
。
車

の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
ま
す
。
火
山
灰
が
降
っ
て
い
る
と
き
は
車

の
運
転
は
ひ
か
え
た
方
が
無
難
で
す
。
そ
れ
に
、
火
山
灰
は

酸
性
ガ
ス
を
付
着
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ガ
ス
臭
が
あ
り
、
水

分
を
含
む
と
硫
酸
、
塩
酸
に
な
り
、
金
物
を
さ
び
さ
せ
ま
す
。

加
え
て
、
雪
と
違
っ
て
流
れ
て
い
か
な
い
、
全
く
始
末
が
悪

い
代
物
で
す
。
雨
が
降
れ
ば
、
土
石
流
・
泥
流
に
対
す
る
警

戒
も
必
要
で
す
。

　

も
っ
と
怖
い
の
は
火
砕
流
。
二
〇
一
〇
年
に
メ
ラ
ピ
山
が

噴
火
し
ま
し
た
。
火
砕
流
本
体
は
高
温
の
溶
岩
で
、
砕
け
な

が
ら
、
高
温
の
ガ
ス
と
火
山
灰
を
噴
き
だ
し
な
が
ら
、
時
速

一
〇
〇
キ
ロ
程
度
で
流
れ
下
り
ま
す
。
噴
き
だ
し
た
火
山
灰

と
高
温
の
ガ
ス
が
吹
き
つ
け
、
掛
け
時
計
が
こ
の
よ
う
に
変

五
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
四
七
火
山
を
常
時
監
視
し
、
そ
の
う
ち

三
四
火
山
に
火
山
防
災
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
三
七
火
山
で

火
山
防
災
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
も
順
次
で
き
現
在
三
〇
火
山
。
で
は
、
具
体
的
な
避
難
計

画
の
策
定
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
四
七
火
山
の
う
ち
、
ま
だ

一
五
火
山
し
か
で
き
て
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

多
く
の
火
山
は
国
立
公
園
や
県
立
公
園
に
あ
り
ま
す
。
自

然
公
園
は
、
法
律
的
に
木
や
草
の
採
取
だ
け
で
な
く
、
石
の

持
ち
出
し
や
地
面
の
掘
削
も
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
測
施

設
を
造
ろ
う
と
す
れ
ば
、
環
境
省
や
県
環
境
課
な
ど
の
許
可

が
必
要
で
、
手
続
き
に
一
月
以
上
か
か
り
ま
す
。
御
嶽
山
で

は
名
古
屋
大
学
が
山
頂
付
近
に
地
震
計
を
設
置
す
る
手
続
き

を
進
め
る
中
で
、
噴
火
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
火
山

防
災
の
推
進
、
特
に
、
火
山
危
機
の
際
の
臨
機
応
変
な
火
山

観
測
に
は
、
環
境
省
な
ど
関
係
者
の
理
解
と
全
面
的
支
援
が

不
可
欠
で
す
。
多
く
の
火
山
は
複
数
の
県
や
市
町
村
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。
登
山
規
制
や
避
難
に
際
し
て
、
関
係
す
る

自
治
体
間
の
緊
密
な
連
絡
と
連
携
し
た
対
策
・
対
応
も
不
可

欠
で
す
。
更
に
、
大
規
模
な
噴
火
、
富
士
山
噴
火
の
よ
う
な

場
合
は
、
地
元
の
静
岡
、
山
梨
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
、
日
本

の
物
資
と
人
の
輸
送
の
大
動
脈
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま

す
。
大
噴
火
に
対
す
る
防
災
対
策
に
関
し
て
は
検
討
課
題
が

列
挙
さ
れ
た
段
階
で
、
具
体
的
な
対
応
策
の
検
討
は
着
手
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

火
山
防
災
後
進
国
日
本

　

日
本
は
火
山
防
災
で
は
後
進
国
で
す
。
日
本
を
代
表
す
る

活
火
山
、
富
士
山
の
観
測
体
制
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
整
備

さ
れ
た
の
は
二
一
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
で
す
。
富
士
山
の

周
り
は
多
く
の
観
光
施
設
や
ホ
テ
ル
が
あ
り
、
観
光
に
影
響

が
及
ぶ
と
い
う
こ
と
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
反
対
意
見

が
各
所
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
三
五
年
前
に
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
を
目
指
し
た
全
国
共
同
研
究
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
社
会
的
影
響
が
大
き
い
と
い
う
声
が
あ
り
、
公
表
を

断
念
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

一
〇
年
ほ
ど
前
に
、
内
閣
府
の
防
災
基
本
計
画
の
委
員
会

に
委
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
経
済
界
の
代
表

者
が
、
い
つ
噴
火
す
る
と
も
わ
か
ら
な
い
富
士
山
に
、
何
億

の
税
金
を
使
う
の
は
無
駄
で
あ
る
と
発
言
し
た
の
で
、私
は
、

将
来
の
国
民
に
借
金
を
残
す
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
一
つ
二
つ

ぐ
ら
い
少
し
の
金
で
役
に
立
つ
こ
と
を
残
し
た
ら
ど
う
で
す

か
と
言
い
返
し
ま
し
た
。
社
会
的
な
理
解
、
特
に
、
経
済
界

の
理
解
が
な
い
と
、
火
山
防
災
は
う
ま
く
い
か
な
い
よ
う
で

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
富
士
山
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
、
日

本
の
火
山
防
災
は
二
〇
年
近
く
遅
れ
た
と
個
人
的
に
は
思
っ

て
い
ま
す
。

　

全
国
四
七
火
山
の
火
山
防
災
対
策
の
取
組
状
況
を
見
る

と
、
九
州
は
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
が
音
頭
を
と
る

前
に
、
既
に
、
九
州
各
県
が
取
り
組
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。

雲
仙
、
阿
蘇
、
霧
島
及
び
桜
島
に
は
大
学
の
観
測
所
が
あ
り
、

自
治
体
等
と
連
携
し
た
火
山
防
災
の
実
績
が
あ
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
噴
火
が
予
想
さ
れ
る
火
山

　

こ
れ
か
ら
噴
火
が
予
想
さ
れ
る
火
山
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
四
七
火
山
の
う
ち
一
〇
〇
年
を
考
え
た
場
合
、
大
体

四
〇
火
山
ぐ
ら
い
噴
火
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
活
動
履
歴
か
ら
注
目
す
べ
き
火
山
と
し
て
は
、
現

在
活
動
中
で
、
さ
ら
に
活
発
化
が
予
想
さ
れ
る
は
、
桜
島
、

阿
蘇
で
す
。
ま
だ
溜
ま
っ
た
マ
グ
マ
を
出
し
き
れ
て
い
ま
せ

ん
。
お
お
む
ね
一
〇
年
以
内
に
噴
火
の
可
能
性
大
と
い
う
の

は
、
十
勝
岳
、
浅
間
山
、
伊
豆
大
島
、
三
宅
島
、
草
津
白
根

山
な
ど
で
、
被
害
の
大
き
さ
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
注
意
す

べ
き
火
山
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
一
〇
〇
年
以
内
に
大
き
な
噴
火
の
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
の
は
、
富
士
山
、
十
和
田
、
摩
周
な
ど
、
今
す

ぐ
に
起
き
る
兆
候
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
長
期
に
休
止
し
て
、
小
噴
火
で
も
地
域
社
会
に
大

き
な
影
響
が
出
る
と
い
う
の
は
、
八
丈
島
、
青
ヶ
島
な
ど
の

離
島
火
山
で
す
。
そ
れ
か
ら
観
光
地
で
は
箱
根
山
や
登
別
温

泉
近
く
の
倶く

っ

多た

楽ら

。
こ
う
い
う
火
山
も
、
注
意
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
評
価
は
、
主
に
過

去
の
履
歴
か
ら
見
て
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
噴
火
の
脅
威

　

桜
島
の
歴
史
時
代
の
大
噴
火
を
み
る
と
、
七
六
四
年
天
平

宝
字
噴
火
、そ
れ
か
ら
七
〇
五
年
ほ
ど
た
っ
て
文
明
の
噴
火
、

活火山：110 （内、無人島・海底火山15、北方領土11）

○ 常時火山監視：47（陸域火山の55％）

○ 火山防災協議会設置：34/47（72％）

＊火山防災マップ（ハザードマップ）：37/47（79％）

＊噴火警戒レベル導入：30/47（64％）

（気象庁と協議会の協議により決定）

＊具体的な避難計画策定：15/47（32％）

今後の課題:・登山者・観光客向けのシェルターや情報伝達施設の設置

・国土交通省、環境省、林野庁、観光協会等との連携

・複数の県にまたがる火山の態勢/大噴火に対する対応

日本は火山防災では後進国。日本を代表する活火山、富士山の観測体制と
ハザードマップが作成されたのは21世紀に入ってから。 理由は・・・・・・・

火山地域の防災は進んでいるのか
（2014 年 11 月 14 日現在内閣府資料）1914 年大正噴火で降灰が確認

された地域（大森、1918）

桜島の噴火被害

インドネシア メラピ山の火砕流（熱雲）

熱雲で変形した掛時計

第
14
回 

未
来
研
究
会
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形
し
ま
す
。
こ
れ
が
怖
い
、
火
砕
流
か
ら
噴
き
だ
す
火
山
ガ

ス
と
火
山
灰
は
沸
き
上
が
る
雲
の
よ
う
に
み
え
ま
す
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
は
ア
ワ
ン
・
パ
ナ
ス
（
熱
雲
）
と
い
い
ま
す
。

火
砕
流
本
体
だ
け
が
危
な
い
の
で
は
な
い
。
火
砕
流
か
ら
噴

き
だ
す
熱
雲
が
怖
い
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

私
が
行
っ
た
の
は
噴
火
の
一
カ
月
あ
と
で
し
た
が
、
山
頂
か

ら
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
下
流
の
火
砕
流
が
堆
積
し
た
川
床
は

熱
を
持
っ
て
い
て
、
蒸
気
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
熱
雲
に
襲

わ
れ
破
壊
さ
れ
た
家
屋
や
、
表
面
だ
け
が
焦
げ
た
樹
木
を
間

近
に
見
る
と
、
村
に
留
ま
り
亡
く
な
っ
た
方
の
状
況
が
、
否

が
応
で
も
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

九
州
電
力
の
試
算
で
は
、
破
局
噴
火
よ
り
一
桁
規
模
の
小

さ
い
噴
火
が
姶
良
カ
ル
デ
ラ
で
起
き
た
場
合
、
火
砕
流
が
タ

コ
の
足
の
よ
う
に
周
辺
五
〇
～
六
〇
キ
ロ
ま
で
延
び
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
川
内
原
発
の
敷
地
に
は
途
中
の
山
が
障

壁
と
な
り
届
か
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
鹿
児
島
県
民

の
ほ
と
ん
ど
が
県
外
に
避
難
し

た
状
況
で
、
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
程
度
離
れ
て
い
る
と
は
い
え

敷
地
を
挟
む
よ
う
に
沸
き
上
が

る
熱
雲
を
見
て
、
原
発
施
設
の

職
員
は
冷
静
な
対
応
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
責
任
者
は
「
職

場
を
離
れ
る
な
」
と
言
え
る
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
様
な
状
況
も

想
定
し
て
の
備
え
、
工
夫
を
し

て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
火
山
学
会
で
「
巨
大
噴

火
の
予
測
と
監
視
に
関
す
る
提

言
」
を
出
し
ま
し
た
。
巨
大
噴

火
に
つ
い
て
は
、
国
全
体
と
し

て
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
関
係
省
庁
含
め
た
協
議

の
場
が
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
巨
大
噴
火
の
予
測

に
必
要
な
研
究
を
推
進
し
、
調

査
研
究
の
結
果
は
、
原
子
力
施

設
の
安
全
、対
策
の
基
準
策
定
、

火
山
の
監
視
体
制
の
向
上
な
ど

に
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

噴
火
警
報
を
有
効
に
機
能
さ
せ

る
た
め
に
は
、
噴
火
の
予
測
の

可
能
性
、
限
界
、
曖
昧
さ
の
理

解
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
っ
た

内
容
で
す
。

　

ご
静
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

P R O F I L E

1947 年鳥取県生まれ。
京都大学大学院理学研究科修士課程修了後、京都大
学防災研究所助手（桜島火山観測所）を経て、京都
大学防災研究所助教授。京都大学防災研究所教授、
および京都大学防災研究所長を併任後、現職。

石
原
和
弘

K
azuhiro Ishihara

長引く痛み、どうすればいいの？
─痛み治療の最前線─

ひと・健康・未来シンポジウム 2015	滋賀

01 
痛みを長引かせる脳の仕組み

～ストレスと痛みの関係について～

 仙波 恵美子
 大阪行岡医療大学医療学部 教授

「痛みを慢性化させるメカニズムについて、
ストレスによって脳で何が起こっているの
か？」

02 
オーストラリアで経験した	
	 慢性痛治療

～患者としていま私にできること～

 浅枝 まり子
 難治性疼痛患者支援協会ぐっどばいペイン 

副代表理事

「オーストラリアの医療制度と温かい医師た
ち、 日本の疼痛治療の改善を願って」

04 

心療内科医は慢性の痛みを	
	 どうみているのか

 水野　泰行
 関西医科大学心療内科学講座　助教

「辛さ、不安などを共有しながら、今できる
ことを一緒に考え、サポートしていきたい」

06 
長引く痛みを緩和する
	 リハビリテーション
～痛みのない健やかな毎日を送るために～

 松原　貴子
日本福祉大学健康科学部 

リハビリテーション学科　教授

「先ずは、簡単な方法で運動をはじめてみる
ことが痛み緩和への第一歩、明るく楽しくコ
ツコツと」

「慢性痛の治療は診療科の枠を超えて、心療
内科、精神科、理学療法科などを含めた総合
的アプローチが必要」

03 
チーム医療による慢性の
	 痛みの対策

 福井　聖
 滋賀医科大学付属病院ペインクリニック科 

病院教授

05 
腰痛をこころで治す

～心療整形外科のすすめ～

 谷川　浩隆
 谷川整形外科クリニック　院長

「痛みの原因となるからだの治療と同時に患
者さんのこころのケアが必要、その痛みに耳
を傾ける」

07  総 合 討 論

 コーディネーター 中井　吉英
 弘正会 西京都病院名誉院長・心療内科部長

関西医科大学名誉教授

（※１） 火山専門家が未参画、コアグループが未設置、定期的に開催されていないものを含む。1 火山に複数の協議会が設置されている場合や複数火山を対象とした協議会の場合がある。
（※２ ） 少なくとも入山規制や避難の開始時期及び対象地域、避難先、避難経路・手段等が定められている避難計画。関係市町村の一部で具体的な避難計画が策定されている場合には

「○」、関係市町村の全ての市町村で具体的な避難計画が策定されている場合には「◎」とした。
（※３ ） 現行の火山ハザードマップにおいて、大きな噴石・火砕流・融雪型火山泥流の影響範囲に行政区域が含まれる市町村。火山ハザードマップが未作成の火山地域では、火口から

4km 以内に行政区域が含まれる市町村。
（※４ ） 硫黄島には一般住民は居住していないため、「－」としている。

47 火山における火山防災対策の取組状況

（
策定市
町村数

/
関係市
町村数

） （
策定市
町村数

/
関係市
町村数

）

）2/2（◎○○○県阜岐、県野長岳焼）1/0（○○道海北リプヌサトア

）2/0（○県阜岐、県野長岳鞍乗）3/0（○○○道海北岳寒阿雌

）4/1（○○○○県阜岐、県野長山嶽御）3/0（○道海北山雪大

十勝岳 北海道 ○ ○ ○ ○ （ 1 / 6 ） 白山
岐阜県、石川県、
福井県

）3/0（○

樽前山 北海道 ○ ○ ○ ○ （ 1 / 3 ） 富士山
山梨県、静岡県、
神奈川県

○ ○ ○ （ 0 / 12 ）

）1/0（○○○県川奈神、県岡静山根箱）1/0（○○道海北楽多倶

有珠山 北海道 ○ ○ ○ （ 0 / 3 ） 伊豆東部火山群 静岡県 ○ ○ ○ （ 0 / 1 ）

北海道駒ヶ岳 北海道 ○ ○ ○ （ 0 / 3 ） 伊豆大島 東京都 ○ ○ ○ ◎ （ 1 / 1 ）

）1/0（○都京東島新）1/0（○○道海北山恵

）1/0（○都京東島津神）3/0（○○県森青山木岩

秋田焼山 秋田県 ○ ○ ○ ○ （ 1 / 2 ） 三宅島 東京都 ○ ○ ○ （ 0 / 1 ）

）1/0（○都京東島丈八）4/0（○○○県手岩山手岩

）1/0（○都京東島ヶ青）2/0（○○○県手岩、県田秋岳ヶ駒田秋

－－－－○都京東島黄硫）4/0（○○県形山、県田秋山海鳥

栗駒山
秋田県、岩手県、
宮城県

）3/0（○ 鶴見岳・伽藍岳 ）2/0（○○県分大

）2/1（○○○○県分大山重九）5/0（○○県城宮、県形山山王蔵

吾妻山 山形県、福島県 ○ ○ ○ （ 0 / 3 ） 阿蘇山 熊本県 ○ ○ ○ ◎ （ 3 / 3 ）

安達太良山 福島県 ○ ○ ○ （ 0 / 5 ） 雲仙岳 長崎県 ○ ○ ○ ○ （ 1 / 3 ）

磐梯山 福島県 ○ ○ ○ （ 0 / 3 ） 霧島山 宮崎県、鹿児島県 ○ ○ ○ ○ （ 1 / 5 ）

那須岳 福島県、栃木県 ○ ○ ○ （ 0 / 4 ） 桜島 鹿児島県 ○ ○ ○ ○ （ 1 / 2 ）

）1/1（◎○○○県島児鹿島黄硫摩薩）3/0（○県馬群、県木栃山根白光日

草津白根山 群馬県、長野県 ○ ○ ○ （ 0 / 5 ） 口永良部島 鹿児島県 ○ ○ ○ ◎ （ 1 / 1 ）
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境
で
す
。
痛
み
、
ス
ト
レ
ス
、
う
つ
な
ど
の
陰
性

情
動
に
対
し
、
癒
し
、
笑
い
、
遊
び
な
ど
は
、
陽

性
情
動
で
す
。
こ
う
い
う
心
の
在
り
方
で
も
、
遺

伝
子
発
現
の
仕
方
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

痛
み
と
い
う
の
は
、
苦
痛
で
す
ね
。
苦
痛
の
反

対
は
快
楽
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
で
、
こ
ち
ら
は
報
酬
だ

と
し
た
ら
、
痛
み
と
い
う
の
は
罰
で
す
。
報
酬
と

罰
に
関
す
る
脳
の
シ
ス
テ
ム
を
脳
報
酬
系
と
い
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て
発
見
さ
れ
た
か
と
い
う

と
、
ラ
ッ
ト
の
脳
に
電
極
を
入
れ
て
、
ド
ー
パ
ミ

ン（
Ｄ
Ａ
）ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
あ
る
腹
側
被
蓋
野（
Ｖ

Ｔ
Ａ
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
刺
激
が
行
く
よ
う
な
電

極
を
入
れ
て
お
く
と
、ラ
ッ
ト
は
、何
回
も
レ
バ
ー

を
押
し
て
電
流
を
流
す
の
で
す
。
Ｖ
Ｔ
Ａ
の
Ｄ
Ａ

ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
、
側
坐
核
と
前
頭
葉
に
投
射
し
ま

す
。
そ
こ
で
Ｄ
Ａ
が
放
出
さ
れ
る
と
や
る
気
が
出

る
、
快
感
を
覚
え
る
の
で
す
。
そ
れ
が
行
き
過
ぎ

る
と
は
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
薬
物
中
毒
と
か
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
ニ
コ
チ

ン
中
毒
な
ど
。
他
に
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
は
ま
っ
た

り
、
仕
事
中
毒
に
な
っ
た
り
。
慢
性
の
痛
み
が
あ

る
と
、
こ
の
脳
報
酬
系
は
抑
制
さ
れ
ま
す
。
Ｖ
Ｔ

Ａ
か
ら
の
Ｄ
Ａ
の
投
射
が
落
ち
て
、
意
欲
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
、
う
つ
状
態
に
な
る
わ
け

で
す
。
う
つ
病
の
患
者
さ
ん
の
前
頭
葉
で
は
、
非

常
に
脳
血
流
が
落
ち
て
い
ま
す
。

　

次
に
ス
ト
レ
ス
で
う
つ
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ

を
、
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
ま
す
。
一
番
つ
ら

い
ス
ト
レ
ス
は
、
人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
で
す
が
、

ネ
ズ
ミ
同
士
の
ス
ト
レ
ス
も
あ
り
ま
す
。
体
の
大

き
い
ネ
ズ
ミ
に
対
し
て
、
小
さ
い
ネ
ズ
ミ
を
一
緒

に
入
れ
て
や
る
と
、
攻
撃
さ
れ
て
す
ご
く
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
ま
す
。一
日
一
〇
分
間
、直
接
接
触
さ
せ
、

そ
の
あ
と
は
、
金
網
を
入
れ
て
姿
が
見
え
る
状
態

に
す
る
。
こ
れ
を
一
〇
日
間
続
け
ま
す
と
、
小
さ

い
ネ
ズ
ミ
は
、
ネ
ズ
ミ
嫌
い
に
な
っ
て
、
同
じ
種

類
の
ネ
ズ
ミ
に
も
近
づ
か
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
、
人
の
う
つ
の
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
つ
状
態
に
な
っ
た
マ
ウ
ス
で
、
脳
報
酬
系

を
見
て
み
る
と
、
側
坐
核
で
、
Ｄ
Ｎ
Ｍ
Ｔ
（
Ｄ
Ｎ

Ａ
メ
チ
ル
基
転
移
酵
素
）
と
い
う
酵
素
が
増
え
て

い
る
の
で
す
。
ウ
ィ
ル
ス
を
使
っ
て
、
側
坐
核
で

Ｄ
Ｎ
Ｍ
Ｔ
を
過
剰
発
現
さ
せ
る
と
、
実
際
に
う
つ

に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
酵
素
を
抑
制
す
る
と
回
復

し
ま
す
。
先
ほ
ど
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
話
を

し
ま
し
た
が
、
Ｄ
Ｎ
Ｍ
Ｔ
が
増
え
る
と
、
遺
伝
子

の
ス
イ
ッ
チ
が
オ
フ
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
慢
性

痛
の
と
き
に
も
、
同
じ
よ
う
に
Ｄ
Ｎ
Ｍ
Ｔ
が
増
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、
ス
ト
レ
ス
、
う
つ
、
慢
性
痛
の
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
に
は
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
が
働
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
図
2
）。

　

以
上
を
ま
と
め
ま
す
と
、
持
続
的
な
体
の
痛
み

や
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
脳
の
過
剰
興
奮
が
起
こ

る
。
Ｇ
ｌ
ｕ
の
産
生
が
増
え
る
。
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
が
落

ち
る
。
そ
れ
が
疼
痛
増
強
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ

し
て
脳
報
酬
系
で
は
、
Ｄ
Ａ
が
落
ち
て
う
つ
に
な

る
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
と
う
つ
と
痛

み
は
、
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
す
（
図
１
）。

悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
に

　

最
後
に
、
こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。
一
つ
は
、
運
動
療
法
の
効
果
が

最
近
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
神
経
障
害

性
疼
痛
の
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
作
製
し
、
ト
レ
ッ
ド

ミ
ル
で
走
ら
せ
て
み
ま
し
た
。
軽
度
～
中
等
度
の

運
動
を
さ
せ
る
と
、
五
日
目
頃
か
ら
、
痛
み
の
反

応
が
軽
減
し
始
め
ま
す
。
軽
い
運
動
で
あ
れ
ば
、

痛
み
に
よ
る
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
を
逆

に
進
ま
せ
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
神
経
障
害
性
疼
痛

の
と
き
に
は
脊
髄
後
角
で
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
産
生
が
落

ち
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
起
こ
さ
せ
な
い
と
い
う

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
様
々
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
運
動
は
痛
み
を
軽
減
さ

せ
る
の
で
す
。
実
際
に
線
維
筋
痛
症
の
患
者
さ
ん

で
は
、日
常
生
活
の
中
で
活
動
量
が
多
い
人
ほ
ど
、

痛
み
の
程
度
は
軽
い
よ
う
で
す
。そ
れ
と
同
時
に
、

陽
性
情
動
で
も
同
じ
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
今
私
た
ち
は
研
究
を

続
け
て
い
ま
す
。「
体
を
よ
く
動
か
し
て
楽
し
く

生
活
す
る
。」
そ
れ
が
、
痛
み
を
軽
減
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。“H

appy People Live 
Longer”

し
あ
わ
せ
に
、
痛
み
が
あ
っ
て
も
体

を
よ
く
動
か
し
楽
し
く
生
き
る
人
は
、
健
康
で
長

生
き
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
最

後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

慢
性
痛
と
い
う
の
は
、
う
つ
状
態
、
睡
眠
障
害

な
ど
、
い
ろ
ん
な
症
状
を
伴
い
ま
す
。
さ
ら
に
ス

ト
レ
ス
が
加
わ
る
と
、
痛
み
が
さ
ら
に
強
ま
る
。

　

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

痛
み
の
種
類
と
慢
性
痛
の
特
徴

　

ま
ず
、
生
理
的
な
痛
み
は
、
私
た
ち
の
体
を
守

る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
病

的
な
痛
み
は
も
う
苦
痛
で
し
か
な
い
と
い
う
状
態

で
す
。
病
的
な
痛
み
は
そ
の
原
因
に
よ
り
、
炎
症

性
と
神
経
障
害
性
が
あ
り
、
痛
み
の
経
過
か
ら
見

る
と
、
急
性
痛
と
慢
性
痛
が
あ
り
ま
す
。
日
本

で
は
、
人
口
の
一
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
（
服
部
ほ

か
，
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
，
２
０
０
９
）、
す
な
わ
ち

一
七
〇
〇
万
人
も
の
方
が
何
ら
か
の
慢
性
痛
を
抱

え
て
い
る
こ
と
、年
齢
別
で
は
五
〇
歳
以
上
の
方
、

性
別
で
は
女
性
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
慢
性
痛
の
中
に
は
、
原
因
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
が
痛
み
だ
け
が
続
い
て
い
る
疾
患
、
そ
う

い
う
も
の
を
特
に
慢
性
痛
症
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

顎
関
節
症
と
か
線
維
筋
痛
症
、
非
特
異
的
な
腰
痛

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
特
徴
と
し
て
、
筋
骨
格

系
の
痛
み
が
多
い
こ
と
、
全
身
に
痛
み
が
あ
り
、

う
つ
や
睡
眠
障
害
を
伴
う
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
に

よ
っ
て
、
そ
の
症
状
が
非
常
に
悪
く
な
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

痛
み
の
中
枢
回
路

　

侵
害
情
報
は
脊
髄
に
伝
わ
り
、
そ
こ
で
ニ
ュ
ー
ロ

ン
を
替
え
て
、
脊
髄
視
床
路
に
入
り
ま
す
。
視
床
で

ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
替
え
て
、
体
性
感
覚
野
に
行
っ
て
痛

み
と
認
識
さ
れ
、前
帯
状
回（
Ａ
Ｃ
Ｃ
）と
島
皮
質（
Ｉ

Ｃ
）
な
ど
痛
み
の
情
動
、
不
快
感
に
関
係
し
て
い

る
領
域
に
も
情
報
が
伝
わ
り
ま
す
。
そ
の
他
、直
接
、

扁
桃
体
（
Ａ
ｍ
ｙ
）
と
か
視
床
下
部
に
入
っ
て
い
く

経
路
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
痛
み
の
情
報
と

い
う
の
は
脳
の
中
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

Ａ
Ｃ
Ｃ
の
中
で
も
、
後
ろ
の
部
分
に
痛
み
に
反
応

す
る
ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
が
中
脳
中
心
灰

白
質
（
Ｐ
Ａ
Ｇ
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
投
射
し
ま
す
。

慢
性
痛
の
患
者
さ
ん
の
脳
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
や
Ｉ
Ｃ

で
脳
血
流
が
増
え
て
い
ま
す
。

下
行
性
疼
痛
調
節
系

　

こ
れ
ら
の
脳
領
域
の
興
奮
は
、
下
行
性
に
脊
髄

に
影
響
を
与
え
ま
す
。
Ａ
Ｃ
Ｃ
、
Ａ
ｍ
ｙ
な
ど
が

興
奮
し
ま
す
と
、
Ｐ
Ａ
Ｇ
に
情
報
が
い
っ
て
、
そ

こ
か
ら
脳
幹
に
あ
る
吻
側
延
髄
腹
内
側
部
（
Ｒ
Ｖ

Ｍ
）
を
介
し
て
脊
髄
に
行
き
、
痛
み
を
調
節
し
ま

す（
図
1
）。動
物
で
Ａ
Ｃ
Ｃ
を
電
気
刺
激
す
る
と
、

痛
み
に
対
し
て
敏
感
に
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、

Ｒ
Ｖ
Ｍ
に
麻
酔
薬
を
入
れ
て
お
く
と
、
こ
の
痛
覚

過
敏
は
な
く
な
り
ま
す
。
脳
の
興
奮
が
こ
の
Ｐ
Ａ

Ｇ
と
Ｒ
Ｖ
Ｍ
を
介
し
て
痛
み
を
強
め
て
い
る
の
で

す
。
脳
の
神
経
伝
達
物
質
に
は
、
興
奮
性
ア
ミ
ノ

酸
の
グ
ル
タ
メ
ー
ト
（
Ｇ
ｌ
ｕ
）
と
、
抑
制
性
ア

ミ
ノ
酸
の
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
が
あ
り
、
興
奮
性
と
抑
制
性

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
、
脳
は
う
ま
く
働
い
て
い

ま
す
。
痛
み
に
よ
り
脳
が
興
奮
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
痛
み
の
脳
回
路
で
Ｇ
ｌ
ｕ
が
増
え
て
、
相
対

的
に
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
が
減
弱
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
痛
み
が
強
ま
る

メ
カ
ニ
ズ
ム

　

ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
、痛
み
の
感
じ
方
は
変
化
し
、

急
性
の
ス
ト
レ
ス
で
は
、
痛
み
は
抑
制
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
試
合
中
に
怪
我
を
し
て
も
、
そ
の
と
き
は

あ
ま
り
痛
み
を
感
じ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
慢
性
的

に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
と
、
痛
み
は
強
く
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
ラ
ッ
ト
に
一
日
六
時
間
の
拘
束
ス

ト
レ
ス
を
三
週
間
与
え
な
が
ら
、
一
週
間
ご
と
に
、

痛
み
に
対
す
る
反
応
を
調
べ
ま
す
。
一
回
だ
け
の

ス
ト
レ
ス
で
は
、鎮
痛
が
起
こ
り
ま
す
が
、二
週
間
、

三
週
間
と
繰
り
返
し
て
い
く
と
、
ス
ト
レ
ス
性
の

疼
痛
増
強
が
起
こ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
脳

や
脊
髄
で
は
抑
制
性
の
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
働
き
が
落
ち

る
た
め
に
、
脳
の
興
奮
性
が
増
し
、
そ
れ
が
下
行

性
疼
痛
調
節
系
を
介
し
て
痛
み
を
強
め
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
、
ス
ト
レ
ス
の
モ
デ

ル
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
の
が
、
強
制
水
泳
ス
ト

レ
ス
で
、水
深
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
バ
ケ
ツ
に
、

ラ
ッ
ト
を
入
れ
て
泳
が
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
足
の

裏
に
ホ
ル
マ
リ
ン
を
打
つ
と
、
ラ
ッ
ト
は
痛
い
の

で
足
を
な
め
ま
す
。
そ
の
な
め
て
い
る
時
間
を
計

る
と
、
ス
ト
レ
ス
を
か
け
て
い
た
ラ
ッ
ト
の
ほ
う

が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
比
べ
て
、
な
め
る
秒
数
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、
前
も
っ
て
Ｒ
Ｖ
Ｍ

を
破
壊
し
て
お
く
と
、
な
め
る
時
間
が
減
る
の
で
、

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
脳
の
興
奮
は
、
Ｒ
Ｖ
Ｍ
を
介
し
て

痛
み
を
強
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
図
1
）。

　

痛
み
と
ス
ト
レ
ス
と
う
つ
は
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
を
形
成
し
て
お
り
、
お
互
い
に
増
強
し
あ
っ
て

悪
循
環
を
起
こ
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。
臨
床
的

に
は
よ
く
わ
か
る
の
で
す
が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ス
ト
レ
ス
・
慢
性
痛
に
よ
る�

う
つ
の
発
症

　

ス
ト
レ
ス
、
あ
る
い
は
慢
性
の
痛
み
に
よ
り
う

つ
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
脳
報

酬
系
で
す
。
細
胞
の
核
に
は
染
色
体
が
あ
っ
て
、

こ
の
中
に
遺
伝
子
が
折
り
た
た
ま
れ
て
い
ま
す
。

遺
伝
情
報
は
塩
基
配
列
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
配
列
の
違
い
で
い
ろ
ん
な
病
気
が
起

こ
っ
た
り
、性
格
が
決
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
一
方
、

塩
基
配
列
が
変
わ
ら
な
い
の
に
、
遺
伝
子
発
現
が

変
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
環
境
と
か
経
験
に
よ
っ
て
、
遺
伝
子
の
ス

イ
ッ
チ
が
オ
ン
オ
フ
に
な
る
の
で
す
。
例
え
ば
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
メ
チ
ル
化
さ
れ
る
と
遺
伝
子
発
現
は
抑

制
さ
れ
ま
す
。
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
、
遺

伝
子
の
塩
基
配
列
の
変
化
に
よ
ら
な
い
遺
伝
子
発

現
の
制
御
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。「
氏
よ
り
育
ち
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、「
氏
」と
い
う
の
は
、

塩
基
配
列
で
あ
り
、「
育
ち
」
と
い
う
の
は
、
環

痛
み
を
長
引
か
せ
る�

脳
の
仕
組
み

　
　

～
ス
ト
レ
ス
と
痛
み
の
関
係
に
つ
い
て
～
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P R O F I L E
昭和 48 年に大阪大学医学部を卒業し、その後６
年間、内科医・神経内科医として働く中で、慢性
の痛みに苦しむ患者さんが多いこと、ストレス（特
に、過重労働や人間関係のストレス）で病気が
発症したり増悪したりすることを経験しました。
30 才の時、母校の基礎医学の教室で脳・神経の
研究を始めました。痛みが慢性化するメカニズム
や、ストレスにより脳で何が起こっているのか、
ストレスによりどのようにして心身症が発症する
のか、身体の痛みと心の痛みなどについて、平成
３年以来 23 年間、和歌山県立医科大学で研究を
行って来ました。平成 26 年 3 月退職し、4 月より、
大阪行岡医療大学にて解剖学と疼痛学の講義を行
い、理学療法士の養成にあたっています。

図１　慢性痛増強の脳メカニズム

疼
痛
増
強

図２　「痛み」・「ストレス」・「うつ」の 
トライアングル
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
っ
て

　

一
九
九
八
年
九
月
に
、
事
故
で
頸
椎
を
痛
め
ま

し
た
。
最
初
は
そ
ん
な
に
大
事
に
な
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
頸
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
か

ら
顎
関
節
症
を
合
併
し
て
思
い
が
け
ず
に
こ
じ
れ

て
痛
み
が
全
身
に
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
整
形
外
科
に
は
通
院
し
て
い
ま
し
た
が
、

全
く
解
決
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
治
ら
な
い
異

常
な
痛
み
を
い
く
ら
訴
え
て
も
、
当
時
の
日
本
で

は
慢
性
痛
に
つ
い
て
の
情
報
が
な
か
っ
た
の
で
、

信
じ
て
も
ら
え
ず
に
精
神
科
に
回
さ
れ
た
り
、
民

間
療
法
を
転
々
と
し
た
り
し
て
つ
ら
い
日
々
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
状
態
の
ま
ま
、
二
〇
〇
一
年
四
月
に
夫

の
仕
事
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
に
行
き

ま
し
た
。
病
気
を
抱
え
て
海
外
に
行
く
の
は
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
そ
の
シ
ド
ニ
ー
で
偶
然

訪
れ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、
私
は
あ
の
頃
の
つ
ら
い

痛
み
を
治
し
て
く
れ
た
ド
ク
タ
ー
と
出
会
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
後
に
私
の
主
治
医
に
な
っ
た

ド
ク
タ
ー
は
、
私
か
ら
病
歴
を
聞
く
と
す
ぐ
に

Chronic Pain Syndrom
e. 

日
本
語
で
言
う
と

慢
性
痛
症
候
群
と
診
断
し
ま
し
た
。「
今
あ
な
た

が
痛
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
首
だ
け
れ
ど
、
実
際

に
は
痛
み
は
首
か
ら
来
て
い
る
の
で
は
な
い
。
痛

み
を
認
知
す
る
神
経
が
歪
ん
で
し
ま
っ
て
脳
が
痛

み
を
記
憶
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
こ
の
病
気
は

き
ち
ん
と
治
療
す
れ
ば
治
る
病
気
で
す
よ
」
と
い

わ
れ
て
そ
の
日
か
ら
治
療
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

脳
が
痛
み
を
記
憶
し
て
い
る
と
い
う
慢
性
痛
の
概

念
は
そ
の
時
初
め
て
聞
き
ま
し
た
が
、
四
年
も
の

間
苦
し
ん
で
い
た
の
で
、
治
る
と
言
わ
れ
た
と
き

に
思
わ
ず
涙
ぐ
ん
だ
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

薬
物
療
法

　

治
療
は
薬
物
療
法
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
一
年
当
時
の
日
本
の
整
形
外
科
で
は
運

動
器
の
疾
患
に
普
通
の
痛
み
止
め
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｄ
）
以
外
の
薬
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
医
療
で
は
、

一
九
八
〇
年
代
か
ら
抗
う
つ
薬
や
抗
て
ん
か
ん

薬
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
薬
な
ど
の
中
枢
神

経
に
作
用
す
る
薬
で
痛
み
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

事
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
の
ケ
ー

ス
で
は
抗
う
つ
薬
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
中
枢
神
経
に
作
用
す
る

副
作
用
の
強
い
お
薬
を
使
う
時
、
非
常
に
き
め
の

細
か
い
服
薬
指
導
を
受
け
ま
す
。
患
者
は
ま
ず
ス

タ
ー
タ
ー
セ
ッ
ト
と
い
う
二
週
間
分
無
料
の
サ
ン

プ
ル
を
渡
さ
れ
て
、起
こ
り
う
る
副
作
用
の
う
ち
、

我
慢
す
る
べ
き
副
作
用
と
、
我
慢
し
て
は
い
け
な

い
副
作
用
を
か
な
り
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
す
。
向

精
神
薬
は
、
最
初
の
二
週
間
副
作
用
に
耐
え
て
飲

み
続
け
な
い
と
効
果
が
現
れ
な
い
の
で
、
患
者
さ

ん
が
自
己
判
断
で
薬
を
飲
む
の
を
や
め
て
し
ま
う

事
を
防
ぐ
た
め
で
す
。
何
か
あ
っ
た
時
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
夜
間
も
対
応
し
て
く
れ
る
ド

ク
タ
ー
の
連
絡
先
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
幸
い

私
は
薬
に
反
応
が
よ
か
っ
た
の
で
、
日
常
生
活
に

支
障
が
出
る
ほ
ど
の
強
い
痛
み
は
、
薬
物
療
法
だ

け
で
か
な
り
改
善
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
き
め
細
か

な
服
薬
指
導
は
、
調
剤
薬
局
な
ど
で
日
本
の
医
療

の
中
に
も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
シ
ス
テ
ム
の
ひ
と

つ
で
す
。

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
紹
介

　

薬
物
療
法
が
落
ち
着
く
と
主
治
医
は
私
を
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
に
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は

顎
関
節
症
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
口
腔
外
科
医
で

す
。
私
は
そ
の
口
腔
外
科
医
の
診
断
で
別
の
お
薬

も
飲
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
主
治

医
に
連
絡
が
行
っ
て
、
主
治
医
か
ら
処
方
箋
が
出

ま
し
た
。
日
本
で
は
歯
医
者
さ
ん
の
投
薬
の
内
容

を
主
治
医
が
把
握
し
て
薬
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
主
治
医
が
投
薬
を
一
元
化
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
沢
山
飲
ん
で
い
た
薬
の
整

理
が
進
ん
で
、
段
々
と
健
康
を
取
り
戻
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

次
に
私
は
、
フ
ィ
ジ
オ
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。日
本
語
で
言
う
と
理
学
療
法
士
で
す
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
筋
肉
の
治
療
と
運
動
療
法
を

受
け
る
た
め
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
理
学
療

法
士
は
開
業
権
を
持
っ
て
い
て
、
多
く
は
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
の
中
で
開
業
し
て
い
ま
す
。
あ
ち
ら
で
は

慢
性
痛
を
は
じ
め
と
す
る
体
の
故
障
に
運
動
療
法

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
週
に
二
回
、
施

設
の
プ
ー
ル
で
泳
い
で
、
筋
肉
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し

て
も
ら
い
、
か
つ
自
分
で
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
地
道

な
も
の
で
し
た
が
、
体
の
機
能
が
蘇
る
の
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
理
学
療
法
士
の
治
療
は
や
は
り

経
過
が
主
治
医
の
も
と
に
報
告
さ
れ
て
い
て
、
主

治
医
と
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
協
力
し
た
チ
ー
ム
医

療
で
、
治
療
を
始
め
て
一
年
後
に
は
テ
ニ
ス
が
出

来
る
ほ
ど
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

医
師
と
の
信
頼
関
係
と
シ
ス
テ
ム

　

今
こ
こ
で
自
分
を
振
り
返
っ
て
、
何
故
日
本
で

は
な
く
シ
ド
ニ
ー
で
寛
解
し
た
の
か
を
考
え
て
み

ま
す
。

　

一
つ
は
、
シ
ド
ニ
ー
の
主
治
医
が
私
の
話
に
耳

を
傾
け
て
、
痛
み
を
信
じ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

今
、
慢
性
痛
の
治
療
は
日
本
で
も
あ
の
頃
よ
り
環

境
が
よ
く
な
っ
て
、
効
果
の
あ
る
薬
が
出
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
必
要
な
の
は
医
師
と
の

信
頼
関
係
で
す
。
時
間
課
金
制
で
有
料
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
主
治
医
と
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
最

低
一
五
分
、
時
に
一
時
間
に
及
び
ま
し
た
。
慢
性

痛
の
患
者
さ
ん
は
労
災
や
事
故
も
多
く
、
訴
訟
や

労
働
問
題
で
心
理
社
会
的
因
子
が
複
雑
で
す
。
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
保
険
収
載
し
た
方
が
結
果
的
に

予
後
は
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
う
一
つ
は
、
主
治
医
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た

チ
ー
ム
医
療
で
す
。
日
本
の
医
療
は
縦
割
り
で

チ
ー
ム
医
療
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

総
合
疼
痛
外
来
や
学
際
的
痛
み
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
、
患
者
さ
ん
が
そ
こ
に
行
け
ば
痛
み
の
治
療
が

受
け
ら
れ
る
施
設
が
出
来
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

情
報
発
信
と
ロ
ビ
ー
活
動

　

シ
ド
ニ
ー
で
の
こ
の
体
験
を
何
と
か
情
報
発
信

し
た
い
と
思
い
、
二
〇
〇
四
年
に
「
心
と
体
の
痛

み
の
お
部
屋
」
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま

し
た
。
素
人
が
作
っ
た
稚
拙
な
も
の
で
し
た
が
、

た
っ
た
半
年
で
一
〇
万
ア
ク
セ
ス
を
記
録
し
ま
し

た
。
い
か
に
日
本
に
疼
痛
難
民
が
多
か
っ
た
か
を

思
い
知
り
ま
し
た
。
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
き
っ

か
け
で
、日
本
の
疼
痛
治
療
現
場
を
改
善
し
よ
う
、

欧
米
に
あ
る
よ
う
な
痛
み
セ
ン
タ
ー
を
作
ろ
う
と

活
動
し
て
い
た
学
会
の
先
生
方
と
出
会
い
、
一
緒

に
ロ
ビ
ー
活
動
に
参
加
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
に
は
、「
ぐ
っ
ど
ば
い
ペ
イ
ン
」

と
い
う
難
治
性
疼
痛
患
者
支
援
協
会
の
副
代
表
を

引
き
受
け
て
、
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
一
年
間
東

京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
医
療
政
策
実
践
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
（
通
称
Ｈ-

Ｐ
Ａ
Ｃ
）
に
通
っ
て
医
療

政
策
提
言
の
方
法
論
を
学
び
ま
し
た
。
加
え
て

二
〇
一
四
年
六
月
に
は
、
沢
山
の
人
々
の
尽
力
で

「
慢
性
の
痛
み
対
策
議
員
連
盟
」
が
発
足
し
ま
し

た
。
私
は
こ
の
議
員
連
盟
の
会
議
に
、
患
者
サ
イ

ド
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
患
者

サ
イ
ド
か
ら
医
療
政
策
の
場
に
参
加
す
る
の
は
、

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
が
ん
立
法
で
す
。
あ

の
法
律
は
、
患
者
・
支
援
者
・
学
会
の
連
携
で
で

き
ま
し
た
が
、
患
者
目
線
で
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
や
就

労
支
援
な
ど
様
々
な
政
策
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

私
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
〇
年
前
に
持
ち
帰
っ
た
ビ
デ
オ

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
に
な
り
ま
す
が
、

二
〇
一
五
年
七
月
一
二
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
「
腰
痛
・
治
療
革
命
～
痛
み
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

見
え
て
き
た
～
」
と
い
う
番
組
が
放
送
さ
れ
、
大

き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
慢
性
の
痛
み
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
脳
に
あ
る
こ
と
が
特
集
さ
れ
、
番
組
の

一
部
で
シ
ド
ニ
ー
に
あ
る
ペ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
治

療
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
実
は
一
〇
年
前
に

私
が
帰
国
す
る
時
に
、
日
本
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
あ
た
る

Ａ
Ｂ
Ｃ
放
送
が
シ
ド
ニ
ー
の
ペ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を

特
集
し
て
い
ま
し
た
。
い
つ
か
日
本
で
誰
か
に
見

せ
た
く
て
、
そ
の
番
組
の
ビ
デ
オ
を
購
入
し
て
日

本
に
持
ち
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
…
。
ロ

ビ
ー
活
動
を
通
じ
て
様
々
な
方
と
出
会
う
う
ち

に
、
一
〇
年
前
に
持
ち
帰
っ
た
ビ
デ
オ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
手
に
渡
っ
て
、
シ
ド
ニ
ー
に

取
材
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
日
本
に
慢
性

痛
を
紹
介
す
る
役
に
立
て
た
の
で
す
。
一
〇
年
間

の
色
々
な
思
い
が
よ
み
が
え
っ
て
本
当
に
感
激
し

ま
し
た
。

　

今
、
慢
性
痛
の
治
療
は
、
沢
山
の
人
々
の
努
力

で
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
医
療
の
一
分
野

で
す
。
患
者
サ
イ
ド
か
ら
そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
幸
運
に
感
謝
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
に
出
来
る
事
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
精
一
杯
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

�
経
験
し
た
慢
性
痛
治
療

　
　
　

～
患
者
と
し
て
い
ま
私
に
出
来
る
こ
と
～
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痛
み
の
治
療
、
国
策
と
し
て

　

海
外
で
は
、
学
際
的
痛
み
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の

が
あ
り
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
整
形
外
科
医
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
、
神
経
内
科
医
、
心
療

内
科
医
、
精
神
科
医
と
か
。
臨
床
心
理
士
、
理
学

療
法
士
、
看
護
師
さ
ん
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
心
理
医
療

が
す
ご
く
充
実
し
て
お
り
、
身
体
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
社
会
面
と
か
精
神
心
理
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
、
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
と
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

学
際
的
痛
み
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
に
多
職

種
が
連
携
し
て
治
療
に
取
り
組
む
の
が
世
界
標
準

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
日
本
で
は

ま
だ
一
施
設
し
か
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

諸
外
国
で
は
ど
の
程
度
あ
る
か
と
い
い
ま
す
と
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
九
〇
施
設
、
欧
米
で
は
大

体
二
〇
〇
万
人
に
一
施
設
配
置
さ
れ
て
お
り
、
世

界
の
先
進
国
の
中
で
日
本
は
か
な
り
遅
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
い
う
集
学
的
な
慢
性
痛
の
治
療
は
、
費

用
対
効
果
も
高
い
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
い
う
慢
性
痛
に
よ
る
経
済
損
失
は
、
日

本
で
は
一
兆
八
〇
〇
〇
億
円
で
社
会
に
非
常
に
大

き
な
損
失
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
国

策
と
し
て
医
療
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
慢
性
の
痛
み
対
策
事
業
が

厚
生
労
働
省
で
も
よ
う
や
く
始
ま
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
痛
み
に
苦
労
し
て
い
る
人
は
と
て
も

多
い
の
に
、
慢
性
の
痛
み
の
評
価
診
療
体
制
が

整
っ
て
い
な
い
と
か
、
教
育
体
制
が
で
き
て
い
な

い
と
か
い
う
問
題
が
あ
っ
て
、
正
し
く
対
応
さ
れ

て
な
い
患
者
さ
ん
が
非
常
に
多
い
と
い
う
の
を
強

く
感
じ
ま
す
。
痛
み
に
関
す
る
多
職
種
チ
ー
ム
が

絶
対
に
必
要
で
す
が
、
不
十
分
な
状
況
で
す
。
慢

性
痛
の
治
療
に
は
、
独
立
し
た
集
学
的
な
痛
み
セ

ン
タ
ー
の
設
立
が
不
可
欠
で
す
が
、
わ
が
国
で
は

研
究
レ
ベ
ル
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

教
育
に
関
し
て
も
、
対
策
は
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。
痛
み
に
対
し
て
正

し
く
診
療
で
き
る
、
痛
み
に
精
通
し
た
医
療
者
は

と
て
も
少
な
く
、
学
際
的
痛
み
セ
ン
タ
ー
、
か
か

り
つ
け
医
か
ら
地
域
中
核
病
院
の
慢
性
の
痛
み
の

医
療
を
担
う
医
師
、
看
護
師
、
臨
床
心
理
士
、
理

学
療
法
士
な
ど
の
医
療
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
急

務
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
場
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
と
共
に
痛
み
学
講
座

を
作
れ
ば
、
多
く
の
患
者
さ
ん
の
痛
み
を
支
え
る

専
門
家
の
人
材
育
成
、
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
方

の
教
育
、
啓
蒙
、
さ
ら
に
研
究
が
で
き
て
、
痛
み

セ
ン
タ
ー
が
充
実
し
、
痛
み
医
療
が
向
上
し
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
、
ご
支
援
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
慢
性
の
痛
み
対
策
議
員
連

盟
が
で
き
、
厚
労
省
の
官
僚
も
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
踏
み
出
す
方
向
は
、
学
際

的
痛
み
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
、
そ
れ
を
機
能
さ

せ
る
こ
と
。
医
学
部
に
「
慢
性
の
痛
み
学
講
座
」

を
開
設
す
る
こ
と
で
す
。
最
終
目
標
は
、
慢
性
の

痛
み
患
者
さ
ん
が
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
医

療
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
、
痛
み
の
難
民
が
減
っ

て
医
療
費
が
削
減
さ
れ
て
、健
康
寿
命
が
伸
び
る
。

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
高
齢

化
社
会
で
、
痛
み
が
き
っ
か
け
で
動
け
な
く
な
り

寝
た
き
り
に
な
る
患
者
さ
ん
が
多
く
て
、
と
て
も

残
念
で
す
。
痛
み
へ
の
対
処
法
、
予
防
法
、
セ
ル

フ
ケ
ア
を
学
ん
で
、
高
齢
に
な
っ
て
も
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
え
て
い
き
た
い
、
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
治
療
で
皆
さ
ん
が
元

気
に
な
れ
ば
、
医
療
費
や
介
護
費
も
減
っ
て
、
豊

か
な
日
本
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

急
性
痛
と
慢
性
痛
の
違
い

　

急
性
痛
は
体
の
警
告
シ
ス
テ
ム
で
、
原
因
を
見

つ
け
れ
ば
治
る
と
思
い
ま
す
。
慢
性
痛
は
長
引
く

痛
み
で
、
三
カ
月
以
上
続
く
痛
み
と
定
義
さ
れ

て
い
て
、
日
本
で
は
人
口
の
二
二
パ
ー
セ
ン
ト

（
松
平
浩
，
全
国
大
規
模
疫
学
調
査 

関
東
労
災
病
院
，

２
０
０
９
）
が
慢
性
の
痛
み
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

関
節
炎
と
か
神
経
の
損
傷
、
神
経
の
障
害
と
か
、

い
ろ
い
ろ
器
質
的
要
因
が
あ
る
の
で
す
が
、学
校
、

友
人
、
家
庭
、
職
場
、
仕
事
内
容
と
か
嫌
な
上
司

が
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
目
に
見
え
な
い
ス
ト
レ

ス
も
痛
み
を
感
じ
る
脳
レ
ベ
ル
で
慢
性
化
す
る
要

因
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
慢
性
痛
は
体
の

痛
み
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
心
の
在
り
方
、
考
え
方
、

日
常
の
生
活
、
仕
事
、
学
校
、
友
人
、
家
族
、
社

会
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

痛
み
の
社
会
経
済
的
問
題

　

疾
患
が
ど
れ
だ
け
社
会
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
し

た
の
か
と
い
う
調
査
で
は
、
慢
性
の
痛
み
が
四
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
次
に
う
つ

病
な
ど
の
精
神
疾
患
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
痛
み
で
仕
事
を
休
ん
だ
日
数
、
経
済
損
失
の

調
査
で
は
、
一
兆
八
〇
〇
〇
億
円
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
要
支
援
、
要
介
護
Ⅰ
と
な
っ
た

原
因
で
も
、
痛
み
関
連
の
関
節
、
腰
痛
疾
患
が
、

二
番
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
痛
み
が
あ
る

と
、
要
支
援
、
要
介
護
の
状
態
に
な
り
や
す
く
、

痛
み
は
重
大
な
国
民
的
問
題
で
あ
る
と
わ
か
り
ま

す
。
日
本
は
世
界
一
の
超
高
齢
化
社
会
で
、
介
護

支
援
を
要
す
る
人
が
、
現
在
で
も
世
界
一
位
で
す

が
、
二
〇
五
〇
年
頃
に
は
二
位
と
の
差
が
更
に
広

が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。痛
み
の
あ
る
人
も
、

そ
れ
に
比
例
し
て
増
え
て
い
く
と
い
う
結
果
で
し

た
。
慢
性
の
疾
患
の
患
者
の
数
と
医
療
費
を
見
た

調
査
で
は
、
癌
が
も
ち
ろ
ん
一
位
な
の
で
す
が
、

そ
の
次
が
慢
性
の
痛
み
で
す
。
筋
骨
格
系
及
び
結

合
組
織
の
障
害
が
二
番
目
で
、
そ
の
次
が
高
血
圧

と
い
う
結
果
で
し
た
。
慢
性
の
痛
み
は
社
会
経
済

的
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
、
患
者
さ
ん
の

生
活
の
質
が
著
し
く
低
下
し
て
、
社
会
の
損
失
が

大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

慢
性
痛
の
悪
循
環

　

組
織
や
神
経
の
障
害
が
起
こ
る
と
痛
み
を
感
じ

て
、
痛
み
の
破
局
的
思
考
、
も
う
自
分
は
痛
み
で

ど
う
し
よ
う
も
な
い
ん
だ
と
い
う
考
え
に
と
ら
わ

れ
て
、
体
を
動
か
す
の
が
す
ご
く
恐
怖
に
な
っ

て
、
不
安
に
な
っ
て
、
不
活
動
に
な
る
人
が
と
て

も
多
い
の
で
す
。
体
を
動
か
さ
な
く
な
る
と
、
痛

み
も
強
く
な
る
と
い
う
の
は
、
様
々
な
エ
ビ
デ
ン

ス
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
低

下
し
て
い
く
。
ど
ん
ど
ん
悪
循
環
の
ス
パ
イ
ラ
ル

に
入
っ
て
い
っ
て
、
泥
沼
に
入
っ
て
い
く
と
い
う

人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
を
何

と
か
お
手
伝
い
し
て
、
不
安
や
恐
怖
が
な
い
状
態

に
持
っ
て
い
き
、
少
し
ず
つ
で
も
動
か
す
こ
と
を

や
っ
て
い
く
と
、
痛
み
が
よ
く
な
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
が
多
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

社
会
的
因
子
と
痛
み

　

腰
痛
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、
心
理
社
会
的
因
子
、

ス
ト
レ
ス
の
関
与
が
よ
く
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
椎
間

板
ヘ
ル
ニ
ア
で
無
症
状
と
、
そ
の
手
術
を
受
け
た
人

の
何
が
違
う
か
と
い
う
の
を
比
べ
ま
す
と
、
神
経
の

圧
迫
度
の
ほ
か
に
、仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
、集
中
度
、

満
足
度
、
失
職
、
不
安
、
抑
う
つ
、
結
婚
生
活
の

満
足
度
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
慢
性
痛
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
痛
み
に
と
ら
わ
れ
ず
に

Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
努
め
て
、

器
質
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
心
理
社
会
的
な
面
か

ら
も
考
慮
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
、
不
活
動

を
回
避
す
る
と
い
う
の
が
世
界
標
準
の
治
療
で
す
。

痛
み
の
治
療
、�

総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　

心
理
療
法
も
、
痛
み
の
認
知
行
動
療
法
と
い
う

の
も
日
本
で
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
世

界
標
準
の
治
療
に
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
ス
タ
ッ

フ
と
の
対
話
や
、
自
分
の
痛
み
や
痛
み
に
対
す
る

考
え
を
、
日
記
な
ど
を
通
し
て
見
直
し
て
い
く
よ

う
な
治
療
で
す
。
自
分
の
行
動
、
心
の
持
ち
方
、

考
え
方
、
周
囲
と
の
つ
き
合
い
方
を
見
直
し
て
、

薬
だ
け
に
頼
ら
ず
に
痛
み
を
和
ら
げ
る
最
先
端
の

痛
み
の
治
療
法
で
す
。

　

厚
労
省
の
慢
性
の
痛
み
に
対
す
る
提
言
で
は
、

慢
性
の
痛
み
は
体
だ
け
で
は
な
く
て
、
精
神
、
社

会
面
が
複
雑
に
関
与
し
て
い
る
の
で
、
痛
み
診
療

で
は
診
療
科
の
枠
を
超
え
て
、
心
理
療
法
、
運
動

療
法
を
含
め
た
、
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で

あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
慢
性
痛
は
、
家
族

関
係
、
会
社
の
ス
ト
レ
ス
、
い
ろ
ん
な
心
の
問
題

も
加
わ
っ
て
、
痛
み
は
命
を
脅
か
す
四
番
目
の
要

因
と
最
近
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
慢
性
の
痛
み
と
い
う
の
は
、
体
と

心
の
問
題
と
し
て
捉
え
た
、
心
理
療
法
と
か
運
動

療
法
を
中
心
と
し
た
、
新
し
い
医
療
シ
ス
テ
ム
作

り
が
必
要
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在

の
日
本
で
は
、
慢
性
の
痛
み
の
患
者
さ
ん
は
適
切

に
治
療
さ
れ
る
手
立
て
が
な
く
て
、
ど
こ
に
行
け

ば
い
い
の
か
、
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
状
況
が
あ

る
わ
け
で
す
。
一
つ
一
つ
の
診
療
科
を
訪
ね
る
の

も
大
変
で
、
痛
み
に
つ
い
て
は
、
診
療
科
の
枠
を

超
え
る
診
療
体
制
が
な
い
と
い
う
の
が
日
本
の
問

題
で
す
。
現
在
の
慢
性
の
痛
み
に
、
日
本
の
医
療

シ
ス
テ
ム
は
有
効
で
な
い
。
症
状
が
多
彩
で
、
悪

化
さ
せ
る
要
因
が
複
雑
な
の
で
、そ
の
対
応
に
は
、

チ
ー
ム
で
の
学
際
的
治
療
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る

と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

チ
ー
ム
医
療
に
よ
る

�

慢
性
の
痛
み
の
対
策

 

滋
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P R O F I L E 長年、麻酔科ペインクリニックの医師として痛みの治療をしている中で、神経
ブロック療法や薬物療法、手術治療だけでは、慢性の痛みには対処できないこ
とが多いことを経験し、欧州やオーストラリアの痛みの治療、その対策を勉強
してきました。世界各国では国、地方レベルで政策として慢性の痛みに取り組
んで、学際的痛みセンターが普及しています。そこでは患者さん１人１人を医
師、理学療法士、臨床心理士などが丁寧に診察、評価して、チームで治療方針
を決めて、従来の治療に加えて、心理社会的なストレスマネージメント、痛み
に対処できるような心理療法（認知行動療法）、運動療法、ストレッチを組み込
んだチーム医療を行っています。このような治療が慢性の痛みに有効で、医療
費も軽減することがわかっています。また高齢者の予防医学にも役立っていま
す。日本と世界の慢性の痛みの治療の現状についてご理解いただいて、皆さん
と一緒に、いい医療を受けられるような体制作りをしていきましょう。

ペインクリニック医、整形外科医、リハ
ビリテーション医、神経内科医、心療内
科医、精神科医、臨床心理士、理学療法士、
認定看護師などにより運営。リハビリ
テーション、心理療法が充実

身体面

社会生活面 精神心理的

慢性痛

QOL向上と
健康寿命の延伸

学際的痛みセンター

国 人口 施設

オーストラリア 2300万人 90 255,555

ベルギー 1100万人 9 1,222,222

カナダ 3500万人 203 172,413

デンマーク 560万人 10 560,000

イギリス 5600万人 138 405,797

フランス 6500万人 81 802,469

イスラエル 800万人 11 727,000

オランダ 1700万人 7 2,438,571

ニュージーランド 440万人 10 440,000

スペイン 4600万人 6 7,666,666

スウェーデン 950万人 28 339,285

アメリカ 3億人 90 3,244,444

１施設あたりの人口

諸外国の痛みセンターの数
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患
者
が
求
め
る
も
の

　

私
の
研
修
医
時
代
の
体
験
で
す
。
五
階
に
入
院

中
の
七
〇
歳
代
の
男
性
が
、「
腰
が
痛
い
」
と
一

日
一
〇
回
以
上
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
し
て
く
る
ん

で
す
。
そ
の
病
院
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
患
者
の
も

の
と
い
う
理
由
で
職
員
は
階
段
を
使
う
決
ま
り
で

し
た
の
で
、
ナ
ー
ス
か
ら
電
話
が
あ
る
た
び
に
一

階
の
救
急
外
来
か
ら
五
階
ま
で
駆
け
上
が
っ
て
、

息
を
切
ら
し
た
ま
ま
「
○
○
さ
ん
、ど
う
し
た
の
」

と
腰
を
さ
す
っ
て
、
で
も
何
も
で
き
ず
に
後
ろ
め

た
い
気
持
で
階
段
を
駆
け
降
り
て
、
さ
ら
に
積
み

上
が
っ
た
何
十
冊
の
カ
ル
テ
を
捌
く
と
い
う
日
々

で
し
た
。
困
り
果
て
た
私
が
指
導
医
に
相
談
す
る

と
、「
ん
ー
、じ
っ
く
り
話
を
聴
く
し
か
な
い
ね
ぇ
」

と
一
言
。「
そ
う
か
、
じ
っ
く
り
話
を
聴
く
し
か

な
い
の
か
」
ま
だ
無
垢
な
研
修
医
だ
っ
た
私
は
文

字
通
り
に
受
け
止
め
て
、
翌
朝
、「
○
○
さ
ん
、

あ
の
ね
、
今
日
か
ら
毎
朝
一
〇
分
だ
け
話
を
聴
き

に
来
ま
す
。
こ
の
時
間
は
あ
な
た
だ
け
の
時
間
で

す
か
ら
ね
。
何
も
話
が
な
く
て
も
一
〇
分
だ
け
い

ま
す
か
ら
、
何
か
あ
れ
ば
話
し
て
く
だ
さ
い
ね
」

そ
う
声
を
か
け
て
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
椅
子
に
腰
掛

け
ま
し
た
。
何
も
話
題
が
な
い
の
で
ポ
ツ
ポ
ツ
と

ど
う
で
も
よ
い
話
を
し
な
が
ら
、
一
〇
分
間
腰
掛

け
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
、
一
〇
回
以
上
あ
っ
た
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
そ
の

日
か
ら
ゼ
ロ
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
体
験
は
私

を
戸
惑
わ
せ
ま
し
た
。
腰
痛
は
治
っ
た
の
か
、
患

者
は
何
を
求
め
て
い
た
の
か
。
答
え
は
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
と
て
も
印
象
に
残
る
で
き
ご
と
で

し
た
。

慢
性
痛
に
関
わ
る
要
素

　

さ
て
、
医
学
の
世
界
で
は
病
気
を
ど
の
よ
う
に

理
解
す
る
か
と
い
う
モ
デ
ル
が
あ
り
ま
す
。
西
洋

医
学
で
は
従
来
、
生
物
医
学
的
モ
デ
ル
と
い
っ
て

物
事
の
因
果
関
係
を
割
と
単
純
な
身
体
的「
原
因
」

と
「
結
果
」
と
し
て
の
症
状
と
い
う
直
線
的
な
構

図
で
捉
え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
社
会
が
複
雑

化
し
て
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
そ
う
単
純
な
関

係
で
は
説
明
で
き
な
い
病
気
が
増
え
て
き
て
、
た

く
さ
ん
の
要
因
が
互
い
に
影
響
し
合
っ
て
病
気
が

成
り
立
つ
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ

の
新
し
い
モ
デ
ル
─
身
体
心
理
社
会
学
的
モ
デ

ル
─
で
は
、
身
体
だ
け
で
な
く
心
や
社
会
と
い
っ

た
人
が
体
験
す
る
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
取
り
入
れ
て

病
気
を
理
解
し
よ
う
と
し
ま
す
。
慢
性
の
痛
み
で

は
痛
み
の
あ
る
部
分
の
異
常
だ
け
で
は
説
明
の
付

か
な
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
痛
み
を
感
じ
る

の
は
脳
な
の
で
、
脳
の
状
態
に
よ
っ
て
感
じ
方
は

変
わ
り
ま
す
し
、
日
常
生
活
の
活
動
に
よ
っ
て
身

体
の
緊
張
や
負
担
の
度
合
い
も
変
わ
っ
て
く
る
か

ら
で
す
。

　

そ
れ
で
は
慢
性
の
痛
み
に
関
わ
る
要
素
に
は
ど

ん
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
分
か
り
や
す

い
モ
デ
ル
に
「
恐
怖

－

回
避
モ
デ
ル
」（
図
）
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
身
体
の
痛
み
を
感
じ
た
時

に
人
は
そ
れ
に
つ
い
て
判
断
を
下
し
ま
す
。
痛
み

が
あ
っ
て
も
危
険
な
も
の
と
考
え
ず
、
あ
ま
り
気

に
せ
ず
に
適
度
に
活
動
し
て
い
る
と
、
徐
々
に
痛

み
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
と
こ
ろ
が
破
局
化
と
い
っ
て
、
痛
み
を
過
剰

に
怖
が
り
（
拡
大
視
）、
対
処
で
き
な
い
も
の
と

と
ら
え
（
無
力
感
）、
四
六
時
中
痛
み
の
こ
と
を

考
え
る
（
反
芻
）
状
態
に
な
る
と
、
気
分
や
行

動
、
身
体
の
状
態
ま
で
も
が
痛
み
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
、
ど
ん
ど
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
悪

循
環
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と

な
か
な
か
自
力
で
抜
け
出
す
こ
と
は
難
し
く
、
良

か
れ
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
行
動
が
こ
と
ご
と
く

病
気
を
悪
く
す
る
と
い
う
残
念
な
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、
悲
観
的
に
な
っ

た
り
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
、
疑
り
深
く
な
っ
た

り
気
遣
い
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
本
来
強

い
味
方
で
あ
る
は
ず
の
家
族
や
友
人
、
医
療
者
と

の
関
係
も
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

痛
み
を
受
け
入
れ
て

　

痛
み
の
悪
循
環
か
ら
脱
出
し
回
復
の
道
を
歩
み

始
め
る
に
は
、
あ
る
意
味
で
痛
み
を
受
け
入
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
多
く
は
、「
元

に
戻
り
た
い
」「
自
分
は
こ
ん
な
人
間
じ
ゃ
な
か
っ

た
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か
り

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
痛
み
を
な
か
っ
た
こ

と
に
し
て
元
に
戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
き

る
の
は
痛
み
を
克
服
し
た
自
分
に
な
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
痛
み
に
苛
ま
れ
て
い
る
今
の

自
分
を
一
旦
受
け
入
れ
た
上
で
、
そ
の
自
分
が

「
今
」
何
を
す
る
の
か
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
。「
治
っ
た
ら
働
き
た
い
」「
痛
み
さ
え

な
け
れ
ば
何
で
も
で
き
る
」
と
言
う
人
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
長
期
的
な
目
標
と
し
て
は

大
切
な
こ
と
で
、
登
山
に
例
え
る
と
山
の
頂
上
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
遠
く
か
ら
眺
め
て
あ
そ
こ
ま

で
登
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
麓
に
着
い
て
登
り

始
め
る
と
頂
上
は
見
え
ま
せ
ん
。
登
山
道
も
上
っ

た
り
下
っ
た
り
、
明
る
か
っ
た
り
暗
か
っ
た
り
、

時
に
は
本
当
に
こ
っ
ち
で
合
っ
て
い
る
の
か
な

あ
、
い
つ
ま
で
上
り
続
け
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
か

な
あ
と
不
安
に
さ
え
な
り
ま
す
。
だ
け
ど
き
っ
と

こ
の
道
で
合
っ
て
い
る
と
信
じ
て
、
今
歩
い
て
い

る
道
を
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
て
行
く
と
、
ふ
と
し

た
瞬
間
に
視
界
が
開
け
雄
大
な
景
色
が
広
が
る
の

で
す
。私
た
ち
治
療
者
は
、患
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ

て
、
時
に
は
道
案
内
を
し
、
時
に
は
ペ
ー
ス
配
分

を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
し
か
し

患
者
さ
ん
を
お
ぶ
っ
て
代
わ
り
に
登
っ
て
あ
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
で
も
休
憩
を
挟

み
な
が
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
登
っ
て
い
く
の
は

患
者
さ
ん
自
身
の
脚
な
の
で
す
。

健
康
を
保
つ
コ
ヒ
ア
レ
ン
ス
感

　

慢
性
の
痛
み
は
そ
れ
だ
け
で
も
十
分
な
ス
ト
レ

ス
因
と
な
っ
て
、
人
の
心
身
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ

す
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
同
じ
状
況
に
置
か
れ
て

も
、
そ
れ
で
調
子
を
崩
す
人
も
い
れ
ば
健
康
を
維

持
で
き
る
人
も
い
ま
す
。
こ
の
違
い
は
ど
こ
か
ら

来
る
の
で
し
ょ
う
。
一
九
七
〇
年
に
医
療
社
会
学

者
の
ア
ー
ロ
ン
・
ア
ン
ト
ノ
フ
ス
キ
ー
が
イ
ス
ラ

エ
ル
の
更
年
期
女
性
の
健
康
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
で
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
か
ら
生
還
し
た
人

が
多
く
い
て
、
彼
女
ら
は
い
つ
ガ
ス
室
に
送
ら
れ

る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
究
極
の
ス
ト
レ
ス
環
境

に
晒
さ
れ
た
経
験
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
環
境
に
晒
さ
れ
た

人
々
は
そ
う
で
な
い
人
た
ち
よ
り
も
精
神
的
な
健

康
度
が
低
い
状
態
に
あ
り
ま
し
た
が
、
二
九
パ
ー

セ
ン
ト
の
人
は
そ
の
中
で
も
比
較
的
良
好
な
精
神

的
健
康
状
態
に
あ
っ
た
の
で
す
。
ア
ン
ト
ノ
フ
ス

キ
ー
は
そ
こ
か
ら
人
の
健
康
状
態
を
疾
病
と
健
康

の
二
つ
に
分
け
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
両
端

と
し
た
直
線
を
想
定
し
、
そ
の
線
上
を
行
っ
た
り

来
た
り
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
を
考
え
ま
し
た
。
こ

の
直
線
上
で
人
を
健
康
の
方
向
に
引
っ
ぱ
っ
て
い

く
力
に
つ
い
て
研
究
し
、
コ
ヒ
ア
レ
ン
ス
感
と
い

う
概
念
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
彼
の
作
っ

た
健
康
モ
デ
ル
で
あ
る
サ
ル
ー
ト
ジ
ェ
ネ
シ
ス

（
健
康
生
成
論
）
の
中
心
的
な
概
念
で
、
自
分
の

状
態
や
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
整
理
し
て
大
体
ど

う
な
っ
て
い
て
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
が
分
か

る
と
い
う
感
覚
（
理
解
可
能
感
）、
自
分
の
力
や

他
か
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
い

う
信
頼
感
（
処
理
可
能
感
）、
将
来
起
こ
る
こ
と

が
積
極
的
、
感
情
的
に
関
わ
る
価
値
が
あ
る
と
い

う
確
信
（
有
意
義
感
）
の
三
つ
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ヒ
ア
レ
ン
ス
感
が
強
い
人
は
、

か
な
り
過
酷
な
状
況
に
お
い
て
も
健
康
を
維
持
で

き
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に

　

最
近
は
テ
レ
ビ
の
健
康
番
組
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
情
報
を
仕
入
れ
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

で
す
が
こ
う
い
っ
た
情
報
の
質
は
ま
ち
ま
ち
で
、

間
違
っ
た
こ
と
や
極
端
な
こ
と
が
平
気
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
あ
な
た
自
身
が

た
く
さ
ん
の
情
報
の
中
か
ら
悪
い
こ
と
ば
か
り
集

め
て
き
て
し
ま
っ
て
余
計
に
不
安
を
強
め
る
こ
と

さ
え
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
病
気
を
よ

く
理
解
し
よ
う
と
い
う
心
構
え
は
素
晴
ら
し
い
の

で
す
が
、
も
し
あ
な
た
が
情
報
に
振
り
回
さ
れ
ず

に
自
分
の
役
に
立
つ
も
の
だ
け
を
し
っ
か
り
と
選

び
取
る
冷
静
さ
を
失
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
れ

ば
、
ひ
と
ま
ず
そ
れ
は
後
回
し
に
し
て
、
ま
ず
は

自
分
の
痛
み
と
じ
っ
く
り
向
き
合
っ
て
み
て
も
良

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

心
身
医
療
の
先
進
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
グ
大
学
に
、
ル
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ク
レ
ー

ル
と
い
う
内
科
医
が
い
ま
し
た
。
心
身
医
療
科
の

創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
当
時
あ
ま
り
に
患
者

個
人
を
見
ず
病
名
に
焦
点
を
絞
っ
た
医
療
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
て
こ
ん
な
言
葉
を
遺
し

て
い
ま
す
。

「
我
々
は
病
気
で
は
な
く
、
病
を
持
っ
た
患
者
を

治
療
し
て
い
る
の
だ
」

　

こ
れ
は
我
々
医
療
者
に
と
っ
て
も
心
に
留
め
て

お
く
べ
き
言
葉
で
す
が
、
慢
性
痛
の
患
者
さ
ん
に

も
ぜ
ひ
心
得
て
お
い
て
欲
し
い
こ
と
で
す
。
し
ば

し
ば
本
や
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
で
病
名
を
見
て
、「
わ

た
し
は
こ
の
病
気
だ
か
ら
寝
た
き
り
に
な
る
ん

だ
」「
こ
の
病
気
だ
か
ら
こ
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
」

な
ど
と
決
め
て
か
か
る
人
が
い
ま
す
。
前
に
述
べ

た
情
報
の
取
捨
選
択
と
い
う
こ
と
に
も
関
わ
り
ま

す
が
、
質
の
良
い
情
報
で
も
そ
れ
は
一
般
論
や
平

均
的
な
知
見
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
慢

性
痛
の
よ
う
に
関
わ
る
要
因
が
複
雑
で
個
人
差
が

大
き
い
も
の
で
は
、
一
般
論
が
役
に
立
た
な
い
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
本
や
テ
レ
ビ
や

ネ
ッ
ト
に
は
、
あ
な
た
の
こ
と
は
載
っ
て
い
な
い

の
で
す
。
病
気
に
自
分
を
当
て
は
め
よ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
病
気
を
持
っ
た
自
分
自
身
が

ど
ん
な
状
態
な
の
か
、
今
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
て
欲
し
い
の
で
す
。
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原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
痛
み

　

腰
痛
の
中
で
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の

は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
残
り
の

八
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
の

で
す
。（
図
1
）
こ
う
い
う
原
因
の
わ
か
ら
な
い

腰
痛
の
こ
と
を
、
非
特
異
的
腰
痛
と
い
い
ま
す
。

原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
腰
痛
は
、
お
医
者
さ
ん

に
行
っ
て
診
て
も
ら
っ
て
も
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
を
撮
っ
て
も
「
正
常
で
す
」
と
い
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
原
因
は
必
ず
あ
る
の
で
す
。

今
の
医
学
は
発
達
し
て
い
る
か
ら
検
査
で
す
べ
て

が
わ
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
込
み
が
、

医
者
に
も
、
患
者
さ
ん
に
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

検
査
で
わ
か
る
こ
と
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
こ
と

な
の
で
す
。
検
査
で
わ
か
ら
な
い
痛
み
と
い
う
も

の
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

非
特
異
的
腰
痛
の
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
、
腰
に
あ
る
も
の
は
骨
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
腰
ま
わ
り
の
筋
肉
は
と
て
も
細
か
く
入
り
組

ん
で
い
ま
す
。
神
経
と
か
血
管
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
検
査
で
見
え
な
い
ミ
ク
ロ
の
異
常
が
、
腰

痛
で
も
肩
で
も
必
ず
あ
る
の
で
す
。
た
だ
そ
れ
が

検
査
で
み
つ
か
る
の
は
、
非
常
に
少
な
い
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
バ
ラ
ン
ス

　
「
ト
リ
ガ
ー
」は
整
形
外
科
や
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
、
よ
く
使
わ
れ
る
用
語
で
「
引
き
金
」
と
い

う
意
味
で
す
。
肩
が
こ
る
と
き
に
触
診
す
る
と
、

僧
帽
筋
と
い
う
肩
の
筋
肉
と
か
、背
中
の
筋
肉
に
、

ゴ
リ
ゴ
リ
と
ビ
ー
玉
く
ら
い
に
さ
わ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
ト
リ
ガ
ー
で
す
。
ト
リ
ガ
ー
は

東
洋
医
学
で
は
「
ツ
ボ
」
や
「
こ
り
の
目
」
と
い

う
の
で
す
が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
撮
っ
て

も
み
え
な
い
の
で
す
。
ト
リ
ガ
ー
は
、
さ
わ
っ
た

手
で
し
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
体
に

異
常
が
あ
る
の
だ
か
ら
、進
ん
だ
現
代
医
学
な
ら
、

検
査
す
れ
ば
異
常
が
み
つ
か
る
は
ず
だ
、と
い
う
、

そ
う
い
う
信
じ
込
み
が
あ
る
の
で
す
。

　

い
ろ
ん
な
検
査
を
し
て
、
何
と
か
原
因
を
み
つ

け
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
本
当
は
何
と
も
な
い
よ

う
な
の
も
、
異
常
に
み
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の

で
す
。
例
え
ば
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
は
、
極

端
に
い
え
ば
「
人
間
全
員
が
持
っ
て
い
る
」
と
い

え
る
の
で
す
。
椎
間
板
は
、
だ
れ
で
も
ほ
ん
の
少

し
は
出
っ
張
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
普
通
の

こ
と
な
の
で
す
。
し
か
し
、
痛
み
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
ヘ
ル
ニ
ア
と
い
う
病
名
を
つ
け
て
し
ま
う

と
、
そ
の
瞬
間
に
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
検
査
を
す
る
た
び
に
新
し
い
病
名
を
ど
ん
ど

ん
作
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り

や
っ
て
い
る
と
、
何
か
一
番
大
切
な
も
の
が
置
き

去
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
か
ら
か
ら
だ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
神
経

を
、
自
律
神
経
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
驚
く
と

心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
驚
く
の
は
こ
こ
ろ
の

働
き
で
、
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
す
る
の
は
か
ら
だ
の

働
き
で
す
。
そ
れ
を
つ
な
げ
て
い
る
の
が
自
律
神

経
な
の
で
す
。
自
律
神
経
は
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を

つ
な
ぐ
か
ら
だ
の
中
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
体
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

は
決
し
て
別
々
の
も
の
で
は
な
く
て
、
か
ら
だ
の

中
で
つ
な
が
っ
て
い
て
う
ま
く
調
節
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
れ
が
不
調
を
起
こ
す
と
、
具
合
が
悪
く

な
り
痛
み
が
出
て
き
ま
す
。
自
律
神
経
は
、
内
臓

に
し
か
な
い
の
で
は
な
く
、
手
足
と
か
、
腰
、
首

に
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
運
動
を
つ
か
さ
ど
る
筋

肉
の
ま
わ
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

人
間
は
、
進
化
の
過
程
で
二
足
歩
行
に
な
り
、

頭
が
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
脳
が
発
達
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
か
わ
り
上
半
身
全
体
を
細
い
一

本
の
腰
椎
が
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
だ
か
ら
「
腰
痛
」
と
「
こ
こ
ろ
」
は
、
人
間

の
特
徴
、
む
し
ろ
非
常
に
人
間
ら
し
い
こ
と
の
証

明
で
あ
る
の
で
す
。（
図
2
）
腰
痛
は
現
代
病
で

す
。
現
代
の
社
会
的
、
心
理
的
、
さ
ま
ざ
ま
な
葛

藤
、
そ
う
い
う
も
の
を
映
し
出
す
鏡
で
す
。
ス
ト

レ
ス
社
会
が
、
直
接
腰
の
痛
み
の
原
因
に
な
る
の

で
す
。
ま
た
日
常
生
活
の
緊
張
、
憂
鬱
、
心
配
な

ど
が
、
腰
痛
、
肩
こ
り
と
関
係
し
て
き
ま
す
。

お
薬
に
つ
い
て

　

腰
痛
に
対
し
て
こ
こ
ろ
に
関
係
す
る
お
薬
が
非

常
に
効
く
と
い
う
こ
と
が
、
最
近
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
気
持
ち
を
静
め
る
抗
不
安
薬
、
け
い
れ
ん

を
止
め
る
薬
、
あ
る
い
は
、
う
つ
の
薬
で
す
。
こ

の
よ
う
な
お
薬
が
外
国
で
は
腰
痛
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
も
も
う
じ
き
腰
痛
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。「
腰
痛
に
う
つ

の
薬
？
」「
え
、
ど
う
し
て
。
私
の
痛
み
は
気
の

せ
い
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
の
？
」
と
考
え
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
一
部
の
う
つ

の
薬
は
、
う
つ
に
効
く
と
い
う
作
用
の
ほ
か
に
、

直
接
、
腰
痛
な
ど
の
痛
み
に
効
く
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
始
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
薬
に
込
め
ら
れ
る
力
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
患
者
さ
ん
と
医
師
の
間
の
信
頼
関

係
が
な
い
と
、
ど
ん
な
薬
も
効
か
な
い
の
で
す
。

同
じ
薬
を
出
し
た
と
し
て
も
、
医
者
が
勉
強
し
て

し
っ
か
り
そ
れ
を
理
論
づ
け
て
説
明
で
き
る
と
な

ぜ
か
効
く
の
で
す
。
特
に
、
こ
の
こ
こ
ろ
に
作
用

す
る
薬
や
漢
方
薬
で
非
常
に
そ
う
い
う
要
素
が
強

い
と
思
い
ま
す
。
医
者
が
処
方
薬
に
対
す
る
自
信

と
知
識
が
な
い
と
、
患
者
さ
ん
に
は
納
得
し
て
も

ら
え
な
い
の
で
す
。

「
さ
れ
る
治
療
」
か
ら�

「
す
る
治
療
」

　

腰
痛
に
安
静
は
必
要
か
。
以
前
は
腰
痛
の
患
者

さ
ん
に
は
「
と
に
か
く
安
静
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

い
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、
腰
痛
に

な
っ
て
も
早
期
か
ら
運
動
し
ま
し
ょ
う
、
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
、
痛
み
が
そ
ん
な
に
強
く
出
な
い

か
ぎ
り
、
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
早
く
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
、
と
指
導
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
方
が
安
静
よ
り
も
早
く
痛
み
が
取
れ
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
運
動
療

法
は
薬
物
療
法
と
同
じ
ぐ
ら
い
効
果
が
あ
る
の
で

す
。
効
果
の
あ
る
治
療
と
い
う
の
は
、
手
間
が
か

か
り
ま
す
。「
さ
れ
る
治
療
」
か
ら
「
す
る
治
療
」

に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

痛
み
は
わ
る
い
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

筋
肉
の
痛
み
に
は
、
よ
い
痛
み
も
あ
り
ま
す
。
運

動
し
た
翌
日
に
は
筋
肉
痛
が
出
ま
す
。
そ
れ
は
、

筋
肉
が
作
ら
れ
る
と
き
の
よ
い
痛
み
で
す
。
と
こ

ろ
が
現
代
人
は
痛
み
に
敏
感
に
な
り
す
ぎ
て
い
て

「
運
動
し
た
ら
痛
み
が
出
た
。
こ
れ
は
き
っ
と
体

に
悪
い
」
と
考
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
運
動
後
の

筋
肉
痛
が
怖
く
な
っ
て
、
運
動
し
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
筋
肉
が
や
せ
て
よ
け
い
に
痛
み
が
強
く
な

り
ま
す
。
そ
う
い
う
悪
循
環
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

も
っ
と
も
重
要
な
の
は�

患
者
さ
ん
と
医
師
の
関
係

　

痛
み
は
人
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
痛
み
は
機
械

で
は
は
か
れ
ま
せ
ん
。
同
じ
痛
み
で
も
、
感
じ
方

は
一
人
一
人
違
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
例
え
ば
お

医
者
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
「
こ
れ
以
上
は
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
な

ど
と
木
で
鼻
を
く
く
っ
た
よ
う
な
言
わ
れ
方
を
さ

れ
る
と
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
す
。

　

た
だ
、
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
楽
に
な
る
。

痛
み
と
い
う
も
の
は
、悩
み
や
苦
し
み
と
同
じ
で
、

自
分
一
人
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
背
負
い
き
れ
な

い
。「
手
を
お
く
」
と
か
「
さ
す
る
」
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
お
な
か
が
痛
い
と
お
な
か
を
さ

す
っ
た
り
背
中
が
痛
い
と
背
中
を
さ
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
熱
を
出
し
た
ら
、
お
で
こ

に
手
を
当
て
る
、
こ
う
い
う
の
を
手
当
て
と
い
い

ま
す
。
手
当
て
す
る
と
具
合
の
悪
い
人
で
も
、
少

し
楽
に
な
る
。
こ
れ
は
医
学
的
に
は
意
味
が
あ
る

の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
よ
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
痛
み
に
耳
を
傾
け
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
非

常
に
重
要
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
耳
を
傾

け
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
の
で
す
。
痛

み
は
、
感
情
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
怒
り
、
焦
り
、

落
ち
込
み
、
不
信
が
出
て
き
ま
す
。
す
る
と
感
情

が
ゆ
す
ぶ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
患
者

さ
ん
自
身
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
を
聞
い
て
い
る

医
師
の
側
も
揺
す
ぶ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

私
は
痛
み
に
関
す
る
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
関
係

を
み
つ
め
て
、
長
年
患
者
さ
ん
を
診
察
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
『
腰
痛
を
こ
こ
ろ
で

治
す　

心
療
整
形
外
科
の
す
す
め
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
サ

イ
エ
ン
ス
・
ワ
ー
ル
ド
新
書
）
と
い
う
本
を
書
き

ま
し
た
。
最
後
に
そ
の
本
の
中
か
ら
一
部
の
文
章

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
『
ど
ん
な
に
科
学
が
発
展
し
て
も
、
治
療
が
み

な
同
じ
と
い
う
わ
け
に
は
絶
対
い
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
、あ
る
診
察
室
に
い
る
患
者
さ
ん
と
医
師
は
、

世
界
中
で
一
組
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
ほ
か
の
ど

ん
な
一
組
と
も
違
う
か
ら
で
す
』

　
『
こ
こ
ろ
で
治
す
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
体

を
否
定
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
思
い
込
み

を
や
め
て
、
素
直
な
気
持
ち
に
な
り
、
怒
り
や
焦

り
の
感
情
に
負
け
な
い
こ
と
で
す
。
ほ
ん
の
少
し

だ
け
、
こ
こ
ろ
に
気
を
配
っ
て
み
た
ら
、
意
外
な

解
決
法
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
』。

腰
痛
を
こ
こ
ろ
で
治
す

　
　
　
　
　
　

～
心
療
整
形
外
科
の
す
す
め
～
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動
か
な
い
と
痛
く
な
る
？

　

な
ぜ
、
い
ま
リ
ハ
ビ
リ
が
注
目
さ
れ
る
の
か
？

〝
か
ら
だ
を
動
か
さ
な
い
と
痛
く
な
る
〟
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
牛
田
享
宏
教

授
（
愛
知
医
科
大
学
）
に
よ
る
と
、「
動
き
は
じ

め
、
動
い
て
い
る
最
中
、
動
い
た
後
」
に
痛
み
が

強
く
な
り
、
逆
に
「
安
静
に
し
て
い
る
時
」
に
痛

み
が
楽
に
な
る
と
訴
え
る
人
が
多
い
一
方
、
動
き

は
じ
め
か
ら
動
い
た
後
に
か
け
て
痛
み
が
楽
に
な

る
と
い
う
人
も
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。〝
動
く
と
悪
く
な
る
〟
と
は
決
し
て
い
え
ず
、

〝
動
く
と
楽
に
な
る
〟〝
動
か
な
い
と
痛
み
が
ひ
ど

く
な
る
〟
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、〝
痛

い
と
き
は
安
静
に
〟
と
い
っ
た
常
識
に
流
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
動
か
な
い
と
痛
く
な
る
、
動
か
な
い

期
間
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
回
復
し
に
く
く
な

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
本
当
に
安
静
に
し
な
い
と
い
け
な
い
状
態
か

ど
う
か
は
主
治
医
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

痛
み
の
悪
循
環
か
ら
脱
け
出
せ
！

　

慢
性
痛
は
そ
の
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
、
も
と
も
と
の
原
因
に
代
わ
っ
て
、

痛
み
の
と
ら
え
方
（
認
知
）、
不
安
や
恐
怖
感
（
情

動
）
が
変
化
し
て
く
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
痛
み
そ
の
も
の
に
目
を
向
け
る
の
で

は
な
く
て
、痛
み
の
た
め
に
〝
困
っ
て
い
る
こ
と
〟、

〝
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
〟
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
先
決
で
す
。
現
在
、
こ
れ
が
リ
ハ
ビ
リ
も
含
め
、

慢
性
痛
治
療
の
主
要
な
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

慢
性
痛
患
者
は
、〝
痛
い
か
ら
○
○
で
き
な
い
、

足
を
引
き
ず
る
、
仕
事
を
休
む
・
辞
め
る
、
じ
っ

と
寝
て
い
る
〟
な
ど
の
疼
痛
行
動
を
と
っ
て
、
外

か
ら
は
見
え
な
い
痛
み
を
他
者
に
わ
か
っ
て
も
ら

お
う
と
し
ま
す
。
こ
う
な
る
と
、
身
体
の
機
能
障

害
や
社
会
性
の
低
下
、
気
分
の
落
ち
込
み
な
ど
が

生
じ
、
さ
ら
に
痛
み
が
象
徴
化
さ
れ
増
悪
す
る
、

悪
循
環
に
陥
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
（
図
）。

ま
た
、
動
か
さ
な
け
れ
ば
、
動
か
す
こ
と
が
怖
く

な
る
（
運
動
恐
怖
）
と
い
う
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

何
か
の
ヒ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、〝
痛
み
は
消
え
な

い
け
れ
ど
も
○
○
が
で
き
た
〟
と
、
小
さ
な
こ
と

で
も
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
行
動
を
少
し
変
え
る
だ
け
で
、
気
分
も
変

わ
り
、
で
き
な
か
っ
た
い
ろ
ん
な
困
り
ご
と
、
支

障
が
少
し
ず
つ
軽
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
に
、
考
え
方
や
と
ら
え
方
が
変
わ
っ
て
く

れ
ば
、
痛
み
は
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
り
ま
す
。

健
康
長
寿
の
た
め
の
運
動
方
法

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操
は
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
だ
れ
で
も
で
き
る
簡
便
で
効
果
的
な
運
動

で
す
。
世
界
の
多
く
の
痛
み
セ
ン
タ
ー
で
は
、
リ

ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
歩
く
と
い
う
行
為
は
、
何
を
す

る
に
も
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
的
活

動
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
く
ら
い
運
動

す
れ
ば
い
い
の
か
？
我
が
国
の
厚
生
労
働
省
で

は
、
健
康
な
状
態
で
長
生
き
す
る
（
健
康
長
寿
）

た
め
の
身
体
活
動
基
準
（
一
八
～
六
四
歳
）
を
定

め
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
よ
う
に
少
し
息

が
切
れ
る
ぐ
ら
い
の
軽
い
（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
ｓ
1
～
3
）

運
動
で
あ
れ
ば
、一
日
六
〇
分
以
上
、週
七
日
（
つ

ま
り
毎
日
）
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て

い
ま
す
。
週
七
日
で
き
な
い
、
土
・
日
は
休
み
た

い
と
い
う
人
は
、
一
日
六
〇
分
を
七
〇
分
に
し
て

日
数
を
減
ら
す
と
い
い
で
す
。
一
日
六
〇
分
を
一

気
に
す
る
の
で
は
な
く
、
一
五
分
を
四
回
に
、
ま

た
は
三
〇
分
を
二
回
に
分
け
て
実
施
し
て
も
よ
い

で
す
。
六
五
歳
以
上
、
ま
た
は
、
慢
性
痛
患
者
の

場
合
、
少
な
い
時
間
か
ら
で
も
、
自
分
が
で
き
る

強
さ
、
量
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
慢
性

痛
患
者
は
〝
ゼ
ロ
か
一
〇
〇
〟
と
い
う
極
端
な
考

え
方
が
特
徴
と
し
て
あ
り
ま
す
。〝
以
前
の
よ
う

に
で
き
な
い
〟、〝
自
分
の
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
〟

と
な
れ
ば
全
く
動
か
な
い
…
こ
れ
で
は
何
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。
動
か
な
い
よ
り
は
少
し
で
あ
っ
て
も

動
い
た
方
が
い
い
こ
と
は
確
か
で
す
か
ら
、
で
き

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

〝
さ
れ
る
〟
治
療
か
ら�

〝
自
分
で
す
る
〟
運
動
療
法
へ

　
〝
痛
い
と
き
、
動
い
て
よ
い
の
か
悪
い
の
か
？
〟

迷
い
ま
す
よ
ね
。
答
え
は
、
安
静
で
改
善
が
認
め

ら
れ
た
と
い
う
デ
ー
タ
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ

ん
。
逆
に
、
活
動
を
維
持
す
る
こ
と
が
有
害
と
い

う
証
拠
も
ま
た
な
い
の
で
す
。
各
国
の
慢
性
痛
の

診
療
指
針
で
も
「
安
静
を
回
避
し
、
通
常
の
日
常

生
活
や
活
動
を
維
持
し
、
可
能
な
ら
仕
事
も
継
続

す
る
」
こ
と
が
強
く
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
腰
痛

症
で
も
交
通
事
故
後
の
む
ち
打
ち
関
連
障
害
で

も
、
手
術
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
重
症
例
を
除
い

て
、
日
常
生
活
を
制
限
す
る
こ
と
は
や
め
て
、
安

静
が
必
要
な
場
合
で
も
三
日
以
内
に
と
ど
め
る
こ

と
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
、
四
日
以
上

の
安
静
は
そ
の
後
の
機
能
障
害
を
残
し
や
す
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
で
は
、
痛
い
と
き
の

リ
ハ
ビ
リ
と
い
え
ば
電
気
治
療
や
温
熱
療
法
、
牽

引
が
一
般
的
で
す
が
、
世
界
各
国
で
は
慢
性
痛
患

者
に
そ
の
よ
う
な
リ
ハ
ビ
リ
は
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
医
学
的
処
置
が
必
要
な
状
況
か
ど
う
か
専
門

医
の
診
断
を
受
け
た
後
、〝
動
い
て
大
丈
夫
〟
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
常
生
活
を
早
く
再
開
し
、

運
動
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

運
動
に
よ
る
痛
み
の
緩
和
効
果

　

運
動
は
慢
性
痛
に
は
特
に
効
果
的
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
運
動
し
た
場
所
に
最
も
強
力
な
鎮
痛
効

果
が
あ
る
の
は
事
実
で
す
が
、
運
動
し
た
場
所
以

外
に
も
全
身
性
に
鎮
痛
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
痛
い
場
所
を

動
か
さ
な
く
と
も
、
痛
く
な
い
場
所
を
動
か
す
こ

と
で
、
痛
い
と
こ
ろ
に
効
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

膝
が
痛
い
の
な
ら
、
最
初
は
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

そ
の
痛
い
膝
を
動
か
す
必
要
は
な
く
、
反
対
側

の
脚
や
上
半
身
の
運
動
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

徐
々
に
痛
か
っ
た
膝
の
痛
み
が
緩
和
さ
れ
て
く
れ

ば
、
緩
い
運
動
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
高
価
な
器
具
や
○
○

法
と
い
っ
た
治
療
法
は
、
一
般
的
な
運
動
と
比
べ

て
効
果
に
差
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
簡
単
に
で
き
る
方
法
で
運
動
を
は
じ
め
て
み
る

こ
と
が
痛
み
緩
和
へ
の
第
一
歩
で
す
。

明
る
く
楽
し
く
コ
ツ
コ
ツ
と
、�

脳
ト
レ
運
動
で
痛
み
を
撃
退

　

息
が
少
し
切
れ
る
程
度
の
軽
い
運
動
で
も
痛
み

の
過
敏
性
を
抑
制
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
日
常
生
活
に
直
結
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
自
転
車
こ
ぎ
、
体
操
な
ど
の
有
酸
素
運
動
は
、

す
ぐ
に
取
り
組
み
や
す
く
、
痛
み
緩
和
効
果
も
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
慢
性
痛
の
患
者
を
対
象

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
軽
い
運
動
を
一
五
分
間

以
上
、
週
三
日
以
上
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
実

践
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
結
果
、
運
動
を
し
た
人
・

し
な
か
っ
た
人
で
痛
み
程
度
の
変
化
を
調
べ
て
み

る
と
、
運
動
し
た
人
は
一
か
月
以
内
に
痛
み
が
激

減
し
て
い
ま
す
が
、
運
動
を
し
な
か
っ
た
人
は
痛

み
が
変
化
し
ま
せ
ん
。
痛
み
が
激
減
し
た
運
動
群

は
、
息
が
少
し
切
れ
る
程
度
以
内
（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
ｓ
1

～
3
）
の
軽
い
運
動
を
実
践
し
た
こ
と
で
、
痛
み

緩
和
、
つ
ま
り
痛
み
の
と
ら
え
方
が
変
わ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ズ
ム
運
動
（
例
え

ば
、〝
貧
乏
ゆ
す
り
〟、
チ
ュ
ー
イ
ン
グ
ガ
ム
を
噛

む
な
ど
）
は
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
や
不
快

気
分
の
改
善
、
逆
に
気
分
が
ハ
イ
に
な
る
高
揚
感

な
ど
、気
分
の
変
化
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、我
々

の
研
究
室
で
痛
み
を
緩
和
す
る
効
果
も
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

運
動
時
に
は
、「
一
、二
、一
、二
…
」
と
頭
の
中
で

リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら
運
動
す
る
と
、
効
果
が

ア
ッ
プ
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
た
だ
単

に
自
動
的
に
運
動
す
る
よ
り
も
、
何
ら
か
の
課
題

を
二
、三
個
課
し
た
課
題
運
動
の
方
が
、
運
動
に
注

意
が
集
中
し
、
痛
み
の
緩
和
効
果
が
高
ま
る
よ
う

で
す
。
歩
く
場
合
、〝
背
筋
伸
ば
す
〟〝
歩
幅
を
一

定
に
す
る
〟〝
一
〇
秒
だ
け
小
走
り
す
る
〟〝
腕
を

し
っ
か
り
振
る
〟
な
ど
の
課
題
を
何
分
間
に
一
度
、

運
動
中
に
数
セ
ッ
ト
組
み
入
れ
る
と
い
い
で
し
ょ

う
。
疲
れ
た
ら
普
通
に
歩
い
て
、
ま
た
思
い
出
し

た
ら
課
題
歩
行
を
や
っ
て
み
る
、
そ
の
繰
り
返
し

に
よ
っ
て
、
運
動
に
注
意
を
よ
り
向
け
て
実
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
視
覚
情
報
を
利
用
し
た
運

動
も
効
果
的
で
す
。
何
か
の
目
印
に
合
わ
せ
て
足

を
置
く
よ
う
に
歩
く
、
足
踏
み
す
る
と
い
う
よ
う

に
、
視
覚
情
報
を
も
と
に
か
ら
だ
の
動
き
を
調
整

す
る
（
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
能
）
こ
と
で

も
、
運
動
に
注
意
が
集
中
す
る
た
め
、
痛
み
が
緩

和
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て

き
た
様
々
な
運
動
は
、
か
ら
だ
を
鍛
え
る
だ
け
で

な
く
、
気
分
を
改
善
し
こ
こ
ろ
を
鍛
え
る
こ
と
に

も
な
り
、
頭
の
中
で
痛
み
の
と
ら
え
方
を
変
え
て

い
く
〝
脳
ト
レ
〟
を
や
っ
て
い
る
こ
と
に
も
な
る

の
で
す
。
痛
す
ぎ
て
動
か
せ
な
い
、
脳
卒
中
の
麻

痺
で
動
か
せ
な
い
と
い
う
よ
う
に
運
動
し
た
く
て

も
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
運
動
す

る
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
も
、
実
際
に
動
い
た
時
と
同

様
の
痛
み
緩
和
効
果
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
示
さ

れ
始
め
て
い
ま
す
。
自
分
の
足
が
動
い
て
い
る（
足

の
筋
肉
が
収
縮
す
る
）
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
れ

ば
で
き
る
ほ
ど
、
効
果
が
高
い
よ
う
で
す
。
最
後

に
、
意
欲
や
動
機=

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
大
事
で

す
。〝
や
っ
て
み
た
い
！
〟〝
よ
ー
し
、
や
る
ぞ
！
〟

と
い
っ
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ゲ
ー
ム
性
の
あ
る

よ
う
な
運
動
で
引
き
出
さ
れ
や
す
く
、
ゲ
ー
ム
性

の
あ
る
運
動
は
痛
み
を
抑
制
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
た
だ
歩
く
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、〝
よ
ー
し
、
あ
の
人
に
は
絶
対
勝
ち
た
い
！
〟

〝
昨
日
よ
り
は
た
く
さ
ん
歩
く
ぞ
！
〟
な
ど
、
達
成

で
き
そ
う
で
楽
し
め
る
目
標
を
立
て
、
実
際
に
達

成
で
き
た
り
楽
し
め
た
時
に
は
痛
み
の
と
ら
え
方

が
変
わ
り
、
痛
み
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　

慢
性
痛
患
者
は
ど
う
し
て
も
一
気
に
全
部
を
解

決
し
よ
う
と
が
ん
ば
り
す
ぎ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
小
さ
な
成
果
を
コ
ツ
コ
ツ
貯
め
て
い
き
、
自

分
自
身
で
自
信
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
痛
み
は
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ち
ょ
っ
と
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
す
い
ぶ
ん
楽
に
な
れ
ま
す
。

長
引
く
痛
み
を
緩
和
す
る

�
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

～
痛
み
の
な
い
健
や
か
な
毎
日
を
送
る
た
め
に
～
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中
井　

今
の
医
学
、
医
療
は
、
ど
ん
ど
ん
細
分
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
慢
性
痛

は
、
細
分
化
す
る
医
療
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
部
分

も
見
る
け
れ
ど
も
全
体
を
見
る
見
方
。
こ
れ
が
非

常
に
大
事
で
す
。
そ
う
い
う
お
話
を
、
六
人
の
皆

さ
ん
に
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
で
は
皆

さ
ん
の
質
問（「 
」内
）に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
井　

「
私
は
線
維
筋
痛
症
の
患
者
で
す
。
活
動

量
が
多
い
人
の
方
が
痛
み
が
減
る
と
い
う
の
は
確

か
に
実
感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
動
い
た
あ
と

の
疲
労
は
と
て
も
強
く
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。
動
き
過
ぎ
を
防
ぐ

ヒ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」
こ
れ
は
、
松
原

先
生
い
か
が
で
す
か
。

松
原　

す
ご
く
い
い
ご
質
問
で
、
患
者
さ
ん
の

九
五
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
の
方
が
そ
の
こ
と
を
聞

か
れ
ま
す
。「
ペ
ー
シ
ン
グ
」
と
い
う
理
論
が
あ

り
ま
す
。
ペ
ー
ス
を
ど
う
守
る
か
っ
て
こ
と
な
の

で
す
。
慢
性
痛
の
患
者
さ
ん
で
は
、
そ
の
ペ
ー
ス

を
配
分
が
で
き
な
い
方
が
多
い
の
で
す
ね
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
一
生
懸
命
で
ま
じ
め
な
方
が
多
い

か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
恐
ら
く
そ
の
質
問
さ
れ
て

い
る
方
も
、
自
分
で
少
し
で
も
良
く
し
よ
う
と

思
っ
て
、
最
初
に
や
り
だ
す
ペ
ー
ス
が
多
す
ぎ
で

す
ね
。
こ
ん
な
も
ん
で
い
い
の
っ
て
い
わ
れ
る
く

ら
い
か
ら
、
始
め
る
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

十
分
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、
三
分
を
一
週
間
に
二

日
か
ら
始
め
る
と
か
。
え
、
本
当
に
そ
れ
だ
け
っ

て
い
う
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
て
、
休
息
の
時
間
を

十
分
取
っ
て
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ

し
て
少
し
ず
つ
増
や
し
て
行
き
ま
す
。

中
井　

線
維
筋
痛
症
の
患
者
さ
ん
を
私
も
た
く
さ

ん
診
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
頑
張
り
す
ぎ
る
人
が

多
い
で
す
ね
。
い
つ
も
患
者
さ
ん
に
六
三
点
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
っ
て
。
ど
う
し
て
も
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
に
や
ろ
う
と
す
る
と
持
続
し
ま
せ
ん
ね
。

　

「
リ
リ
カ
や
ト
ラ
ム
セ
ッ
ト
な
ど
の
薬
は
脳
神

経
系
の
ど
の
部
分
に
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。」
仙
波
先
生
い
か
が
で
す
か
。

仙
波　

リ
リ
カ
は
、
プ
レ
ギ
ャ
バ
リ
ン
と
い
い
ま

す
が
、
神
経
の
終
末
の
カ
ル
シ
ウ
ム
チ
ャ
ネ
ル
に
働

い
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
流
入
し
に
く
い
よ
う
に
な
る

の
で
す
。
主
に
脊
髄
後
角
で
効
く
の
で
は
な
い
か

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
経
終
末
で
は
カ
ル
シ
ウ

ム
が
流
入
し
て
初
め
て
神
経
伝
達
物
質
が
放
出
さ

れ
ま
す
。
痛
み
を
伝
え
る
伝
達
物
質
、
主
に
グ
ル

タ
メ
イ
ト
な
の
で
す
が
、
そ
の
放
出
が
抑
え
ら
れ

る
た
め
痛
み
が
軽
減
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ト
ラ
ム
セ
ッ
ト
は
モ
ル
ヒ
ネ
な
ど
の
麻

薬
作
用
の
あ
る
物
質
と
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
選
択
的
な

阻
害
剤
の
合
剤
で
す
。
麻
薬
は
脳
内
の
受
容
体
に
働

い
て
痛
み
を
抑
え
る
の
で
す
が
、
主
に
そ
う
い
う

受
容
体
と
い
う
の
は
中
脳
中
心
灰
白
質
と
か
吻
側

延
髄
腹
内
側
部
に
非
常
に
多
く
、
痛
み
の
下
行
性

疼
痛
抑
制
系
を
働
か
せ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
痛
み

は
脳
に
は
伝
わ
る
の
で
す
が
、
下
行
性
に
疼
痛
を

抑
え
る
シ
ス
テ
ム
が
非
常
に
強
く
働
く
。
そ
れ
か

ら
脳
の
中
で
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
選
択
的
な
取
り
込
み
、

阻
害
薬
と
い
う
の
が
働
き
ま
す
と
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
の

働
き
が
強
ま
る
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
の
は
抗
不
安

作
用
が
あ
り
ま
す
の
で
、
痛
み
に
対
す
る
不
安
が

と
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
い
ろ
ん
な
作
用
が
合
わ
さ
っ

て
効
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
選
択
的
な
阻
害
薬
と
、
セ

ロ
ト
ニ
ン
と
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
両
方
に
効
く

よ
う
な
も
の
と
二
種
類
あ
る
の
で
す（
セ
ロ
ト
ニ
ン・

ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
再
取
り
込
み
阻
害
薬
Ｓ
Ｎ
Ｒ

Ｉ
と
選
択
的
セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取
り
込
み
阻
害
薬
Ｓ

Ｓ
Ｒ
Ｉ
）。
Ｓ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
の
ほ
う
が
痛
み
に
は
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
井　

次
の
質
問
は
、「
慢
性
痛
患
者
で
経
済
的

に
一
家
の
大
黒
柱
と
な
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
そ
の
中
に
は
就
労
離
脱
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
境
遇
の
患
者
さ
ん

に
か
け
る
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ

い
。」
浅
枝
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

浅
枝　

集
学
的
痛
み
治
療
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
よ

う
に
私
た
ち
は
ロ
ビ
ー
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
モ
デ
ル
は
北
欧
の
痛
み
セ
ン
タ
ー
で
す
。
人
生

の
半
ば
で
障
害
と
か
痛
み
と
か
を
抱
え
て
し
ま
っ

た
人
に
対
す
る
就
労
支
援
の
シ
ス
テ
ム
が
北
欧
に

は
あ
り
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
み
た
い
な
感
じ
で

す
。
北
欧
で
は
痛
み
集
学
的
セ
ン
タ
ー
で
も
そ
れ

を
や
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
そ
う
い
う
シ
ス
テ

ム
が
な
い
で
す
ね
。
か
け
て
差
し
上
げ
る
と
し
た

ら
、今
は
と
て
も
ど
ん
底
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
け
ど
、

し
ば
ら
く
お
薬
を
試
し
て
治
療
さ
れ
て
体
力
と
精

神
力
が
回
復
し
て
き
た
ら
、
き
っ
と
で
き
る
こ
と

が
あ
る
。
自
分
も
そ
れ
に
微
力
な
が
ら
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
活
動
す
る
の
で
、
心
を
落

と
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
、
で
す
か
ね
。
そ
う
い
う

国
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

中
井　

「
慢
性
痛
の
原
因
の
う
ち
骨
関
節
神
経
損

傷
以
外
で
軟
部
組
織
の
関
係
の
も
の
は
ど
の
程
度

あ
る
で
し
ょ
う
か
。」
谷
川
先
生
い
か
が
で
す
か
。

谷
川　

骨
、
例
え
ば
関
節
の
場
合
だ
と
軟
骨
だ
け

と
か
骨
だ
け
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
例
え
ば
膝

だ
っ
た
ら
軟
骨
周
囲
に
靭
帯
と
か
筋
肉
が
あ
る
も

の
で
す
か
ら
、
ど
れ
が
何
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
の

で
は
な
く
、
ト
ー
タ
ル
で
痛
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
。
一
つ
の
部
位
を
取
り
出
し
て
何
割
か

は
言
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

骨
関
節
以
外
、
例
え
ば
軟
部
組
織
と
い
い
ま
す
。

軟
部
組
織
に
関
与
し
て
な
い
痛
み
は
ま
ず
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
捻
挫
に
し
て
も
、
腰

痛
に
し
て
も
関
節
周
囲
の
軟
部
組
織
す
な
わ
ち
関

節
の
周
り
の
筋
肉
、
靭
帯
、
腱
膜
の
方
が
痛
み
に

関
与
し
て
い
る
。
軟
骨
の
中
に
神
経
は
な
い
の
で
、

む
し
ろ
軟
骨
は
痛
み
ま
せ
ん
。
軟
骨
が
磨
り
減
っ

て
く
る
と
骨
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
、
そ
こ
に
神

経
が
あ
る
か
ら
痛
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

軟
部
組
織
の
痛
み
は
運
動
器
の
痛
み
の
中
の
、
ほ

ぼ
全
部
を
占
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
井　

「
限
ら
れ
た
診
療
時
間
の
中
で
話
を
聞
き
、

患
者
さ
ん
の
心
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に
向
け
る

の
は
大
変
で
す
ね
。
何
か
こ
つ
は
あ
り
ま
す
か
。」

水
野
先
生
へ
の
質
問
で
す
ね
。

水
野　

患
者
さ
ん
が
何
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
か

を
把
握
す
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
必
ず
し
も
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
持
っ
て
い
こ
う
と
す
る
と
は
限
ら
な

い
で
す
。
ま
だ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
分
に
浸
り
た
い

人
も
い
る
の
で
す
よ
ね
。
そ
の
人
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
よ
っ
て
言
う
の
は
逆
効

果
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
り

た
け
れ
ば
、
そ
の
方
向
に
ガ
イ
ド
す
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
話
題
の
持
っ
て
い
き
方
。
そ
の
人
が
何
に

興
味
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
話
題
に
乗
っ
て
く
る
の

か
、
会
話
の
中
で
医
療
側
が
考
え
な
が
ら
す
る
わ

け
で
す
。

　

患
者
さ
ん
の
変
化
で
す
が
、
私
は
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
は
、
車
の
助
手
席
に
乗
っ
て
ナ
ビ
を
し
て
い

る
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が

真
っ
す
ぐ
突
っ
切
っ
て
走
っ
て
い
る
と
、
少
し
だ

け
ハ
ン
ド
ル
を
動
か
し
て
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
て

行
う
と
、
ふ
と
気
づ
く
と
一
八
〇
度
違
う
方
向
に

行
っ
て
い
た
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
だ
け
今
ま
で
と

違
う
こ
と
を
会
話
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
く
と
、

患
者
さ
ん
が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
っ
て
く
れ
る

と
思
っ
て
診
療
し
て
い
ま
す
。

中
井　

リ
ッ
ス
ン
（
傾
聴
）
に
つ
い
て
は
、
時
間

を
か
け
れ
ば
い
い
っ
て
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で

す
。
こ
れ
は
多
分
聞
き
方
に
よ
っ
て
五
分
で
も
す

ば
ら
し
い
傾
聴
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
水
野
先
生

が
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
い
か
に
相
手
に
寄
り
添
い

関
心
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

治
す
こ
と
か
ら
一
端
離
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　
「
心
と
体
、
自
律
神
経
系
で
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
が
、
体
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
れ
ば
、
心
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
の
で
し
ょ
う
か
」と
い
う
質
問
で
す
ね
。

谷
川
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

谷
川　

自
律
神
経
系
に
は
交
感
神
経
系
と
、
副
交

感
神
経
系
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
副
交
感
神
経
は

休
息
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
に
関
係
し
、
交
感
神
経
は

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
関
係
し
ま
す
。
体
と
心
は
連

動
し
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
気
持
ち
が
落
ち
着
か

な
い
時
は
、
む
し
ろ
体
の
ほ
う
を
落
ち
着
か
せ
る

よ
う
に
す
る
。
例
え
ば
、
坐
禅
み
た
い
に
、
正
し

い
姿
勢
で
坐
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
か
ら
心
を
整

え
て
い
く
の
で
す
。

中
井　

釈
尊
の
「
調
身
、
調
息
、
調
心
」
の
言
葉

で
す
ね
。「
調
」
は
調
（
と
と
の
え
る
）
で
す
。

調
身
の
身
は
体
で
す
。
調
息
は
息
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
調
心
は
心
で
す
。
体
が
先
に
き
て
い
る
こ
と

が
大
事
で
す
ね
。

　
「
麻
痺
し
た
上
下
肢
の
関
節
痛
に
対
し
て
も
、

健
足
側
の
運
動
は
効
果
あ
り
ま
す
か
。」
松
原
先

生
い
か
が
で
し
ょ
う
。

松
原　

非
常
に
あ
り
ま
す
。
健
側
、
患
側
っ
て
い

う
捉
え
方
を
脳
は
し
て
な
い
か
ら
で
す
。
右
足
、

右
手
を
動
か
す
の
は
左
の
脳
と
い
う
ふ
う
に
よ
く

い
わ
れ
ま
す
が
、
メ
イ
ン
は
そ
う
な
の
で
す
。
で

も
右
足
、
右
手
を
動
か
す
の
に
右
側
の
脳
も
働
い

て
い
ま
す
。
も
し
、
右
足
、
右
手
が
麻
痺
し
て
、

指
示
出
す
方
の
脳
が
少
し
力
不
足
で
あ
っ
た
な
ら

ば
、
反
対
側
の
脳
を
使
っ
て
、
そ
の
麻
痺
し
た
側

の
脳
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
る
っ
て
こ
と
が
で
き

る
か
ら
な
の
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
健
側
の
手
足

を
動
か
し
て
、
麻
痺
し
て
い
る
手
足
に
影
響
を
及

ぼ
す
だ
け
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
麻
痺
し
て
い
る
手
足

も
、
筋
肉
が
ち
ょ
っ
と
動
き
に
く
い
だ
け
で
す
か

ら
、
脳
の
中
は
動
け
る
場
所
が
た
く
さ
ん
残
っ
て

い
ま
す
の
で
、
さ
っ
き
言
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
使
っ

て
実
際
に
手
足
は
動
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

脳
は
働
か
せ
続
け
る
っ
て
い
う
の
が
、
今
、
脳
卒

中
の
リ
ハ
ビ
リ
で
も
中
心
に
な
る
考
え
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
痛
み
の
リ
ハ
ビ
リ
で
も
そ
れ
は

結
構
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
動
か

な
い
方
と
違
う
健
側
を
運
動
し
て
も
ら
う
。
そ
れ

に
プ
ラ
ス
、
動
か
な
い
場
所
の
脳
を
使
う
っ
て
い

う
二
つ
が
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。
で
、
な
ぜ
運

動
が
そ
の
よ
う
に
い
い
の
か
、
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で

も
い
い
か
っ
て
い
う
と
、
運
動
す
る
脳
と
、
今
日

仙
波
先
生
の
ご
説
明
で
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
痛
み

を
抑
え
込
む
っ
て
い
う
脳
の
働
き
を
す
る
場
所
が

結
構
重
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
運
動
す
る
こ
と

で
脳
の
痛
み
を
抑
え
る
脳
が
活
性
化
し
痛
み
も
あ

る
程
度
抑
え
込
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
井　

慢
性
痛
の
治
療
を
行
う
た
め
に
は
チ
ー
ム

医
療
が
大
事
な
の
で
す
。
痛
み
に
関
わ
る
多
職
種

の
方
が
患
者
全
体
を
見
る
と
い
う
よ
う
な
。
と
こ

ろ
が
欧
米
と
比
べ
日
本
で
は
独
立
し
た
ペ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
は

チ
ー
ム
医
療
が
苦
手
で
す
ね
。
き
っ
と
デ
ィ
ベ
ー

ト
が
苦
手
な
の
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
日
本
人
は
チ
ー

ム
医
療
が
苦
手
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
次
の
テ
ー

マ
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。本
日
は
演
者
の
皆
さ
ん
、

聴
衆
の
皆
さ
ん
、
長
時
間
に
わ
た
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
は
意
味
が
あ
り
意
義
の
あ

る
出
会
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

会
場　

（
拍
手
）

総　

合　

討　

論

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

中な
か 

井い 

吉よ
し 

英ひ
で

弘
正
会 

西
京
都
病
院
名
誉
院
長
・
心
療
内
科
部
長

関
西
医
科
大
学
名
誉
教
授

コーディネーター　中井先生

ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
5 

滋
賀
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こ
の
度
は
、
第
一
五
回
未
来
研
究
会
に
お
招
き
頂
き
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。「
法
律
」
は
、
厄
介
で
難
し
い
も
の
と
捉
え

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
私
達
の
生
活
や
権
利
を
守
っ

て
く
れ
る
大
切
な
ル
ー
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
本
日
は
「
薬
害
事

件
と
日
本
の
医
療
」
を
テ
ー
マ
に
、
私
が
担
当
し
た
事
件
で
の

経
験
を
紹
介
し
、
薬
害
事
件
の
起
こ
っ
た
背
景
や
そ
れ
を
裁
く

法
律
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

日
本
の
薬
害
事
件
に
つ
い
て

「
薬
害
事
件
と
日
本
の
医
療
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
、
次
の

二
点
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

一
、 

薬
害
事
件
の
経
験
を
踏
ま
え
、
薬
害
訴
訟
特
有
の
法
的
問

題
点
を
探
る
。

二
、 

薬
害
事
件
の
起
き
た
背
景
を
分
析
し
、
日
本
の
（
薬
事
）

医
療
を
考
え
る
。

　

次
の
表
は
日
本
で
起
こ
っ
た
主
な
薬
害
事
件
で
す
。
私
は
こ

の
う
ち
の
④
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
と
⑤
薬
害
肝
炎
事
件
に
関
与

し
ま
し
た
。

主
な
薬
害
事
件

事　
　
　
　

件

原
因
と
な
っ
た
薬

有
害
事
象

①
サ
リ
ド
マ
イ
ド
事
件

入
眠
剤

催
奇
形

②
ス
モ
ン
事
件

キ
ノ
ホ
ル
ム

Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｎ

③
ク
ロ
ロ
キ
ン
事
件

ク
ロ
ロ
キ
ン

網
膜
症

④
薬
害
エ
イ
ズ
事
件

血
液
凝
固
因
子
製
剤

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症

⑤
薬
害
肝
炎
事
件

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤

Ｃ
型
肝
炎

⑥
イ
レ
ッ
サ
事
件

抗
が
ん
剤

間
質
性
肺
炎

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
事
件
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
②

ス
モ
ン
事
件
は
一
万
人
を
超
え
る
被
害
者
が
出
た
二
〇
世
紀

最
大
の
薬
害
で
あ
り
、
三
〇
を
超
え
る
地
裁
で
審
理
さ
れ
、
こ

の
事
件
が
契
機
と
な
っ
て
薬
事
法
が
改
正
さ
れ
た
と
い
う
大

変
重
要
な
事
件
で
す
。
③
ク
ロ
ロ
キ
ン
事
件
は
、
国
を
被
告
と

す
る
薬
害
訴
訟
で
最
高
裁
ま
で
実
質
的
に
争
わ
れ
た
唯
一
の

事
件
で
す
が
、
国
が
勝
訴
し
て
い
ま
す
（
平
成
七
年
に
判
決
）。

　

そ
し
て
そ
の
後
、
④
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
と
⑤
薬
害
肝
炎
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。
薬
害
肝
炎
事
件
は
判
決
が
多
数
出
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
は
和
解
で
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
成

立
し
た
法
律
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て

最
近
で
は
⑥
イ
レ
ッ
サ
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
二
四
年
、

製
薬
会
社
に
対
す
る
訴
訟
で
、
最
高
裁
は
、「
製
造
物
責
任
法
」

と
い
う
法
律
を
適
用
し
て
原
告
敗
訴
の
判
決
を
出
し
ま
し
た
。

薬
害
裁
判
で
製
薬
会
社
を
被
告
と
す
る
訴
訟
で
の
、
実
質
的
に

は
唯
一
の
最
高
裁
判
決
と
な
っ
て
い
ま
す
。

薬
害
エ
イ
ズ
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
訴
訟

　

私
が
関
わ
っ
た
薬
害
エ
イ
ズ
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
訴
訟
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
と
は
、
血
友
病
患
者
に
対

し
、
加
熱
等
で
ウ
イ
ル
ス
を
不
活
性
化
し
な
か
っ
た
米
国
人
由

来
の
血
液
凝
固
因
子
製
剤
を
治
療
で
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、

多
数
の
患
者
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
、
被
害
が
拡
大
し
た
事
件
で

す
。
概
ね
、
次
の
表
の
と
お
り
進
行
し
ま
し
た
。

薬
害
Ｈ
Ｉ
Ｖ
訴
訟
の
歩
み

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
世
界
初
の
エ
イ
ズ
患
者
が
報
告
さ
れ
る

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）
血
友
病
患
者
に
世
界
初
の
エ
イ
ズ
患
者
が

報
告
さ
れ
る

一
九
八
九
年
（
平
成　

元
年
）
提
訴
～
大
阪
・
東
京
～

一
九
九
三
年
（
平
成　

五
年
）
安
永
幸
二
郎
、高
田
昇
、Ｄ
．
フ
ラ
ン
シ
ス
、

ア
ロ
ン
ソ
ン
証
人
、
Ｂ
．
エ
バ
ッ
ト
参
考
人

一
九
九
五
年
（
平
成　

七
年
）
ク
ロ
ロ
キ
ン
最
高
裁
判
決

一
九
九
六
年
（
平
成　

八
年
）
統
一
和
解

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
全
員
の
個
別
救
済
終
了

　

一
九
八
一
年
七
月
、
米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（Centers for D

isease 
Control and Prevention

：
米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
）

に
よ
り
、
男
性
同
性
愛
者
が
世
界
最
初
の
エ
イ
ズ
患
者
と
し
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
一
年
後
に
血
友
病
患
者
に
エ

イ
ズ
が
報
告
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
静
脈
注
射
薬
常
用
者
や
ハ
イ

チ
（
カ
リ
ブ
海
の
共
和
国
）
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
症
状
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
重
要
な
の
は
、
こ
の
一
年
の
間
に
、
既
に
こ
れ

は
感
染
症
で
あ
ろ
う
と
い
う
特
徴
が
出
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
感
染
症
予
防
を
目
的
と
す
る
機
関
で
す
。
そ
の
Ｃ

Ｄ
Ｃ
が
一
九
八
一
年
の
段
階
で
、
こ
れ
は
感
染
症
で
は
な
い
か

と
疑
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
に
危
な
い
の
は
血
友
病
患
者
だ

と
判
断
し
て
調
査
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
感
染
者
が
出

て
き
ま
し
た
。
我
々
に
と
っ
て
大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
の
は
、

こ
の
早
い
段
階
で
専
門
家
は
、
エ
イ
ズ
が
感
染
症
、
特
に
血
液

に
よ
っ
て
伝
播
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
な
い
か
、
と
予

見
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

と
い
う
の
は
、
米
国
で
は
、
当
時
エ
イ
ズ
症
状
が
認
め
ら
れ

た
男
性
同
性
愛
者
は
非
常
に
性
活
動
が
活
発
で
感
染
し
易
い
、

そ
し
て
静
脈
薬
物
常
用
者
も
多
く
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
あ

る
肝
炎
類
似
の
感
染
、
拡
散
の
傾
向
と
類
似
し
て
い
ま
し
た
。

ハ
イ
チ
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
特
別
に
感

染
し
た
人
が
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル

（H
om

osexual

）、ヘ
ロ
イ
ン
常
用
者（Heroin

）、ハ
イ
チ（Haiti

）、

そ
れ
か
ら
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
（Hem

ophilia

：
血
友
病
）
は
、
リ
ス

ク
グ
ル
ー
プ
と
し
て
「
四
つ
の
Ｈ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

感
染
症
の
疑
い
か
ら
立
証
へ

　

私
は
一
九
八
八
年
に
弁
護
士
に
な
り
、
翌
年
八
九
年
五
月

に
、
国
及
び
製
薬
会
社
ら
を
被
告
と
し
、
血
友
病
治
療
薬
で
あ

る
血
液
凝
固
因
子
製
剤
に
よ
っ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
賠
償

責
任
を
追
及
す
る
訴
訟
を
大
阪
地
裁
に
提
起
し
ま
し
た
。
そ
し

て
同
一
〇
月
、
東
京
地
裁
で
も
同
様
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
ま

し
た
。
長
き
に
亘
る
裁
判
の
中
で
、
大
阪
、
東
京
両
地
裁
で
は
、

各
分
野
に
お
け
る
内
外
の
専
門
家
の
証
人
尋
問
や
多
数
の
書

証
が
取
り
調
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

原
告
側
証
人
と
し
て
、
血
友
病
診
察
医
の
安
永
幸
二
郎
先
生

（
当
時
、
関
西
医
大
教
授
・
血
友
病
、
特
発
性
血
小
板
減
少
性

紫
斑
病
等
を
専
門
）、
高
田
昇
先
生
（
当
時
、
広
島
大
学
）、
Ｄ
．

フ
ラ
ン
シ
ス
博
士
（
元
Ｃ
Ｄ
Ｃ
専
門
家
）
の
三
名
に
出
廷
頂
き

ま
し
た
。
日
本
で
は
何
か
珍
し
い
病
気
が
ア
メ
リ
カ
で
流
行
っ

て
い
る
ら
し
い
と
い
う
程
度
の
時
に
、
Ｄ
．
フ
ラ
ン
シ
ス
博
士

は
、
す
で
に
感
染
症
で
あ
る
と
予
見
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
立

証
と
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
し
て
証
言
し
て
頂
く
よ
う
説

得
し
ま
し
た
。

　

被
告
側
証
人
と
し
て
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
（Food and D

rug 
A

dm
inistration

：
米
国
食
品
医
薬
品
局
）
元
役
人
の
ア
ロ
ン

ソ
ン
氏
が
出
廷
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
サ
リ
ド
マ
イ
ド
上

陸
を
防
い
だ
有
能
な
Ｆ
Ｄ
Ａ
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
防
げ
な

か
っ
た
と
い
う
証
言
の
た
め
で
す
。
感
染
症
の
専
門
家
と
Ｆ
Ｄ

Ａ
の
専
門
家
で
は
少
し
温
度
差
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
Ｆ
Ｄ
Ａ

は
、
日
本
で
も
正
式
な
警
告
を
す
べ
き
だ
っ
た
と
反
対
尋
問
で

の
証
言
を
引
き
出
す
こ
と
に
、
我
々
は
成
功
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
．
エ
バ
ッ
ト
博
士
は
証
人
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
に
在
籍
し
て
い
た
血
液
学
者
で
、
エ
イ
ズ
会
議

（
一
九
九
四
年
・
横
浜
）
の
際
に
、「
私
の
息
子
が
血
友
病
患
者

だ
っ
た
な
ら
直
ち
に
輸
注
を
止
め
た
で
あ
ろ
う
」
と
、
当
時
の

状
況
を
生
々
し
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

結
果
、
裁
判
は
七
年
ほ
ど
要
し
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
に
裁

判
所
よ
り
「
和
解
勧
告
」
が
行
わ
れ
、
翌
九
六
年
三
月
二
九
日

に
統
一
和
解
に
至
り
ま
し
た
。

血
友
病
と
日
本
へ
の
感
染
ル
ー
ト

　

日
本
に
は
約
五
〇
〇
〇
人
の
血
友
病
の
患
者
が
お
ら
れ
ま

し
た
。
血
友
病
と
は
、
血
液
の
凝
固
に
関
与
す
る
因
子
が
先
天

的
に
欠
如
な
い
し
不
足
し
て
い
る
た
め
血
液
が
凝
固
し
に
く

く
な
る
疾
患
で
す
。
止
血
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
（
血
液
凝
固

因
子
）
の
う
ち
、
欠
乏
ま
た
は
機
能
低
下
し
て
い
る
因
子
に

よ
っ
て
、
血
友
病
Ａ
（
第
Ⅷ
因
子
）、
血
友
病
Ｂ
（
第
Ⅸ
因
子
）

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
血
友
病
患
者
へ
の
治
療
と
し
て
用
い
ら
れ

る
の
が
血
液
凝
固
因
子
製
剤
で
あ
り
、
こ
れ
が
薬
害
エ
イ
ズ
事

件
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

血
液
製
剤
を
含
む
輸
血
用
製
剤
は
、
元
々
は
日
本
ブ
ラ
ッ
ド

バ
ン
ク
（
ミ
ド
リ
十
字
の
前
身
）
が
買
血
し
た
血
液
で
供
給
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
様
々
な
感
染
症
の
リ
ス
ク
の
高
さ
か

ら
、
一
九
六
四
年
に
輸
血
用
血
液
は
献
血
で
賄
う
こ
と
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
一
〇
年
後
に
は
、
全
て
日
赤
か
ら
供
給
さ
れ
た
献

血
で
輸
血
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
他
方
で
、
ミ
ド
リ
十

字
や
そ
の
他
の
血
液
製
剤
の
会
社
は
、
血
漿
を
分
画
し
血
液
凝

固
因
子
ご
と
に
分
け
て
粉
状
に
し
た
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
販

売
を
開
始
し
、
持
ち
運
び
や
保
存
が
で
き
て
便
利
な
た
め
、
広

く
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
の
血
液
だ
け

で
は
国
内
の
需
要
を
賄
う
こ
と
が
難
し
く
、
米
国
か
ら
血
液
を

原
料
ご
と
輸
入
し
、
そ
れ
を
分
画
し
て
血
液
凝
固
因
子
製
剤
を

製
造
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
分
画
と
い
っ
て
も
、
ウ
イ

ル
ス
を
不
活
性
化
す
る
た
め
の
加
熱
処
理
は
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
が
混
入
し
た
ま
ま
製
造
・

供
給
が
続
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　

血
友
病
患
者
は
、
毎
日
の
よ
う
に
こ
の
血
液
凝
固
因
子
製
剤

を
打
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
そ
れ
だ
け
感
染
の
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、
米
国
で
発
生

し
た
エ
イ
ズ
と
い
う
病
気
が
海
を
越
え
て
、
日
本
の
血
友
病
患

者
に
感
染
し
た
わ
け
で
す
。

患
者
の
厳
し
い
状
況

　

Ｈ
Ｃ
Ｖ
（
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
）
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
よ
り
感
染
力

が
強
い
た
め
、
血
友
病
の
患
者
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
Ｈ
Ｃ

Ｖ
に
感
染
し
て
い
ま
す
が
、
結
果
と
し
て
そ
の
血
友
病
患
者

五
〇
〇
〇
人
の
う
ち
、
約
一
四
〇
〇
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
ま

し
た
。
毎
日
、
血
液
製
剤
を
投
与
（
輸
注
）
し
て
い
る
割
に
は

感
染
率
が
低
い
で
す
ね
。

　

実
は
米
国
で
は
、
毎
日
輸
注
し
て
い
る
の
で
、
も
う
今
さ

ら
ス
ト
ッ
プ
し
て
も
遅
い
、
と
い
う
理
由
か
ら
、
軽
疾
患
者

薬
害
事
件
と

�
日
本
の
医
療
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ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
結
果
、
少
な
く
と
も
あ
る
時
期
以
降
は
、

製
薬
会
社
は
輸
注
（
供
給
）
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の

が
、
大
阪
地
裁
の
判
決
で
す
。
福
岡
地
裁
も
少
し
時
期
は
違
い

ま
す
が
同
様
で
し
た
。
東
京
地
裁
と
名
古
屋
地
裁
は
、
有
用

性
は
否
定
で
き
ず
薬
を
輸
注
（
供
給
）
す
る
こ
と
自
体
は
違

法
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、非
Ａ
非
Ｂ
型
肝
炎
（
Ｃ
型
肝
炎
）

の
危
険
に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と
警
告
し
、
患
者
は
そ
れ
を
認

識
し
た
上
で
使
う
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
理
由
で
患
者
を
勝
た
せ
た
の
で
す
。

　

少
し
難
し
い
説
明
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
じ
事
実
を
前
提
に

し
て
い
る
の
に
、
判
決
理
由
が
違
っ
て
本
当
に
そ
れ
で
い
い
の

か
。
原
告
と
し
て
は
勝
て
ば
い
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
ん
な
こ
と
で
本
当
に
裁
判
は
大
丈
夫
な
の
か
と
私
は

強
い
疑
問
を
抱
き
ま
し
た
。

　

要
す
る
に
、
裁
判
所
ご
と
に
、
命
に
対
す
る
考
え
方
や
、
リ

ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方
が
違
う
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
は
、
現
在
で
も
考
え

続
け
て
い
る
疑
問
で
す
。

被
害
者
の
想
い

　

原
告
と
な
る
被
害
者
の
皆
さ
ん
の
想
い
は
、
次
の
四
つ
に
集

約
さ
れ
ま
す
。

「
原
状
回
復
」－

健
康
被
害
あ
る
い
は
生
命
被
害
で
あ
る
た
め

に
、
出
来
る
限
り
元
に
戻
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て

い
ま
す
。
と
は
い
え
、
一
度
傷
つ
い
た
体
は
元
に
戻
せ
な
い

こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
れ
に
対
し
て
様
々
な
施
策
、
恒
久
対
策
、

あ
る
い
は
医
療
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
事
実
解
明
」－

ど
う
い
う
事
実
に
よ
っ
て
こ
う
い
う
結
果
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
り
た
い
と
い
う
願

い
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
再
発
の
防
止
」、「
損
害
賠
償
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
者
の
想
い
と
い
う
の
は
ご
く
一
般
的
で
あ

り
、
薬
害
事
件
に
限
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
想
い
で
や
っ
て
い
る

と
、
最
終
的
に
和
解
と
い
う
選
択
肢
が
最
適
と
い
う
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。

和
解
の
メ
リ
ッ
ト

　

和
解
と
い
う
の
は
実
は
、
判
決
よ
り
も
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
先
ず
、
二
審
、
上
告
審
に
進
ま
な
い
た
め
、
和
解

時
点
で
紛
争
そ
の
も
の
が
終
わ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
訴

訟
の
統
一
和
解
後
の
状
況
を
例
と
し
て
次
の
表
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
訴
訟
和
解
の
結
果

①  

医
療
体
制
整
備
（
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
、 

治
療
薬
の
早
期
導
入
）

② 

損
害
賠
償
金
の
支
払
い

③ 

健
康
管
理
手
当
、
身
体
障
害
認
定
・
年
金

④ 

新
血
液
法
の
制
定

⑤  

エ
イ
ズ
予
防
法
の
廃
止
→
新
感
染
症
法
の
制
定

⑥ 

事
実
解
明
と
謝
罪

①
医
療
体
制
整
備
（
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
、
治
療
薬

の
早
期
導
入
）─
─
平
成
六
、七
年
当
時
、
エ
イ
ズ
治
療
薬
は
Ａ

Ｚ
Ｔ
以
外
に
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
米
国
で
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
患
者
が
多
数
い
た
た
め
、
多
く
の
薬
剤
が
発
売
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
を
日
本
で
も
認
可
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

医
療
体
制
の
整
備
を
要
望
し
ま
し
た
。
今
で
も
毎
年
一
回
、
地

方
を
入
れ
る
と
七
、八
回
、
厚
生
労
働
省
の
健
康
局
疾
病
対
策

課
と
一
緒
に
、
医
療
体
制
の
会
議
を
全
国
規
模
で
行
っ
て
い
ま

す
。

④
新
血
液
法
の
制
定
─
─
ど
ん
な
血
液
製
剤
も
日
本
血
か
つ

献
血
で
賄
う
べ
き
と
い
う
こ
と
で
、
今
や
完
全
に
、
全
て
の
血

液
製
剤
が
献
血
製
剤
に
な
り
、
新
し
い
血
液
法
（「
安
全
な
血

液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
二
〇
〇
二
年

七
月
）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
エ
イ
ズ
予
防
法
の
廃
止
・
新
感
染
症
法
の
制
定
─
─
現
在
エ

イ
ズ
は
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医

療
に
関
す
る
法
律
（
感
染
症
法
）」
で
、
五
類
感
染
症
と
規
定

さ
れ
て
お
り
、
届
出
と
統
計
の
み
取
っ
て
い
る
だ
け
か
と
思

い
ま
す
。
予
防
が
で
き
る
か
ら
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
す
が
、

当
時
は
、
怖
い
病
気
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
も
か
な
り
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
に
報
道
し
た
こ
と
も
あ
り
「
エ
イ
ズ
予
防
法
」
が
、

一
九
八
九
年
に
単
独
立
法
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
者
に
よ
る
と
、

差
別
、
偏
見
が
広
ま
っ
た
の
は
エ
イ
ズ
予
防
法
と
マ
ス
コ
ミ
の

力
が
大
き
い
と
言
い
ま
す
。
被
害
者
に
と
っ
て
、
国
や
製
薬
会

社
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
も
非
常
に
嫌
悪

感
や
反
感
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
和
解
後
、
一
九
九
八

年
に
感
染
症
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
エ
イ
ズ
予
防

法
」
は
翌
九
九
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
⑥
事
実
解
明
と
謝
罪
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の

厚
生
大
臣
の
菅
直
人
氏
は
、
原
告
患
者
ら
に
厚
生
省
内
で
謝
罪

を
す
る
な
ど
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
訴
訟
の
和
解
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

我
々
は
裁
判
で
、
厚
生
省
に
対
し
て
当
時
の
エ
イ
ズ
の
フ
ァ

イ
ル
（
一
九
八
一
～
三
年
）
を
出
す
よ
う
主
張
し
ま
し
た
が
、

国
の
反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
企
業
か
ら
は
盛
ん
に
反

応
が
あ
る
中
で
、
国
は
「
わ
か
ら
な
い
」
と
か
「
知
ら
な
い
」

「
見
当
た
ら
な
い
」
と
言
う
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
菅
氏
が

厚
生
大
臣
に
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
と
に
か

く
探
す
よ
う
指
示
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
翌
日
に
九
冊
、
最
終
的

に
二
七
冊
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
事
務
方
の
制
止
を
押
し

切
っ
て
、
す
ぐ
に
記
者
会
見
を
開
き
ま
し
た
。

　

フ
ァ
イ
ル
を
見
て
驚
い
た
の
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
米
国

Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
動
き
に
つ
い
て
、
日
本
も
実
は
翌
日
に
は
、
外
務
省

ル
ー
ト
で
全
て
入
手
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
厚
生
省
も
外
務

省
も
電
報
な
ど
で
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
や
ア
メ
リ
カ
政
府
の
動

静
を
逐
一
入
手
し
、全
て
フ
ァ
イ
ル
し
て
い
ま
し
た
。
我
々
は
、

日
本
政
府
は
あ
る
意
味
、
凄
い
な
と
感
心
し
た
反
面
、
そ
れ
が

全
く
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
大
変
恐
ろ
し
く
感
じ

た
も
の
で
す
。

や
初
め
て
血
友
病
患
者
と
判
断
さ
れ
た
者
以
外
は
血
液
製
剤

を
打
ち
続
け
て
い
る
状
況
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
、

米
国
の
よ
う
な
仕
分
け
を
せ
ず
に
、
米
国
が
続
け
て
い
る
の
だ

か
ら
大
丈
夫
だ
と
い
う
単
純
な
発
想
で
血
液
製
剤
の
輸
注
を

続
け
た
の
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
約
一
四
〇
〇
人
に
つ
い
て
提
訴
し
た
当
時
、

エ
イ
ズ
患
者
と
い
う
こ
と
を
知
ら
れ
る
だ
け
で
、
差
別
偏
見
に

遭
い
、
と
て
も
普
通
に
生
活
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
実
名
を
出
せ
る
状
況
で
は
到
底
な
か
っ
た
た
め
、
感
染

者
（
原
告
）
を
番
号
で
表
示
し
て
和
解
手
続
き
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。
よ
う
や
く
、
提
訴
か
ら
二
〇
年
を
超
え
、
二
〇
一
一

年
に
全
て
の
個
別
原
告
に
つ
き
和
解
が
終
了
し
ま
し
た
。

海
外
の
薬
害
エ
イ
ズ

　

で
は
、
海
外
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
米
国
の
場
合
は
、
当

初
か
な
り
の
勢
い
で
感
染
が
広
が
り
、
防
ぐ
の
が
難
し
い
状
況

下
と
な
っ
た
た
め
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
等
は
危
険
性
に
つ
い
て
正
式
に
発

表
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
血
友
病
の
重
篤
度
と
必
要
性
を
勘

案
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
発
表
だ
っ
た
た
め
、
ア

メ
リ
カ
で
起
こ
さ
れ
た
裁
判
で
は
原
告
が
全
て
敗
訴
で
し
た
。

た
だ
、
財
団
を
作
っ
て
一
応
の
支
援
は
行
っ
て
い
る
よ
う
で

す
（
リ
ッ
キ
ー
・
レ
イ
法
案
）。
ド
イ
ツ
で
は
、
立
法
に
よ
り

全
員
救
済
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
は
、
全
世
界
に
広

が
っ
た
薬
害
事
件
と
い
え
ま
す
。

薬
害
Ｃ
型
肝
炎
訴
訟

　

次
に
、
同
じ
よ
う
に
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
薬
害
で
あ
る
Ｃ
型
肝

炎
事
件
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

薬
害
肝
炎
事
件
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
同
様
、
不
活
性
化
さ
れ
て
い
な

い
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
第
Ⅰ
因
子
お
よ
び
血
液
凝
固
第
Ⅸ

因
子
製
剤
の
投
与
に
よ
り
、
多
く
の
方
が
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
事
件
で
す
。
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
に
関
し
て
年
表
を

示
し
ま
す
。

薬
害
Ｃ
型
肝
炎
訴
訟
の
歩
み

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
が
承
認
さ
れ
る
。

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
事
件

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
抗
原
発
見

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）
輸
血
用
血
液
の
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
献
血

達
成

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
Ｆ
Ｄ
Ａ

－

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
の
承
認

取
消
し

二
〇
〇
二
年
（
平
成
一
四
年
）
提
訴

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
大
阪
地
裁
、
福
岡
地
裁
判
決

二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
東
京
地
裁
、
名
古
屋
地
裁
、
仙
台
地
裁
判
決

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
救
済
立
法
成
立

二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
年
）
救
済
法
改
正
（
請
求
期
間
延
長
）

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
年
）
救
済
法
に
基
づ
く
提
訴
・
和
解
進
行
中

　

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
は
一
九
六
四
年
よ
り
製
造
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
血
漿
、
血
液
を
凝
固
さ
せ
る
作
用
を
も
つ
フ
ィ

ブ
リ
ン
（
タ
ン
パ
ク
質
）
で
、
大
変
便
利
で
あ
っ
た
た
め
に

濫
用
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、産
婦
人
科
で
胎
盤
出
血
し
た
際
、

全
血
製
剤
の
み
で
は
止
血
不
可
能
な
場
合
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ

ン
製
剤
も
一
緒
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ

ン
の
血
漿
濃
度
が
一
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
／
一
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
以
下
に
な
ら
な
け
れ
ば
後
天
性
低
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
血

症
と
の
診
断
は
つ
か
な
い
は
ず
で
す
が
、
止
血
し
た
い
ば
か
り

に
濃
度
を
測
ら
ず
使
用
さ
れ
た
結
果
、
感
染
被
害
が
拡
大
し
て

い
き
ま
し
た
。
こ
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
に
よ
る
患
者
は
、

約
一
万
人
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

五
つ
の
異
な
っ
た
判
決

　

二
〇
〇
二
年
よ
り
、
薬
害
Ｃ
型
肝
炎
訴
訟
が
大
阪
、
福
岡
、

東
京
、
名
古
屋
、
仙
台
の
各
地
裁
に
て
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｈ
Ｉ

Ｖ
訴
訟
と
違
っ
て
、
こ
の
五
つ
の
地
裁
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
判
決
が
出
た
後
、
二
〇
〇
八
年
に
救
済
立
法
と
い
う
も
の

が
成
立
し
ま
す
。

　

名
古
屋
地
裁
で
は
、
国
に
対
し
て
も
製
薬
会
社
に
対
し
て

も
、
ま
た
時
期
を
区
切
ら
ず
に
全
て
勝
訴
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
仙
台
地
裁
は
、
国
に
対
し
て
は
全
面
敗
訴
、
製
薬
会
社
に
対

し
て
も
一
部
だ
け
し
か
勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
阪
と
東
京
は

そ
の
中
間
で
し
た
。
大
阪
・
東
京
両
地
裁
と
も
に
、
責
任
の
発

生
時
期
を
、
製
薬
会
社
は
一
九
八
五
年
八
月
、
国
が
八
七
年
四

月
以
降
と
し
つ
つ
、
責
任
を
認
め
る
理
由
は
異
な
り
ま
し
た
。

大
阪
地
裁
は
後
天
性
疾
患
に
対
す
る
有
効
性
・
有
用
性
に
疑
問

を
呈
し
ま
し
た
が
、
東
京
地
裁
は
、
そ
の
有
効
性
・
有
用
性
を

認
め
た
上
で
、
Ｃ
型
肝
炎
と
い
う
重
篤
な
副
作
用
に
つ
い
て
の

警
告
義
務
違
反
に
つ
い
て
、
国
・
製
薬
会
社
の
責
任
を
認
め
た

の
で
す
。

　

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
有
用
性
を
ど
う
考
え
る
か
で
す
。

例
え
ば
、
よ
く
効
く
薬
で
も
、
そ
れ
に
よ
り
一
〇
〇
人
に
一
人

は
死
に
至
る
の
で
は
非
常
に
危
険
で
あ
り
、
有
用
性
が
な
い
と

い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
は
一
九
六
四
年
に
厚
生
（
労
働
）
省

の
承
認
後
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
薬
で
す
が
、
米
国
Ｆ
Ｄ
Ａ

で
は
一
九
七
七
年
に
認
可
を
取
り
消
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
Ｆ
Ｄ

Ａ
は
取
り
消
し
た
の
か
。
当
時
の
米
国
で
は
、
危
険
が
有
効
性

を
上
回
る
（
＝
有
用
性
が
な
い
）
と
い
う
判
断
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
従
っ
て
、
裁
判
の
際
、
我
々
か
ら
は
、
国
は
当
然
承
認
を

取
り
消
す
べ
き
だ
っ
た
だ
ろ
う
、
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
は
、
一
九
六
五
年
頃
に
Ｂ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
を
排
除
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
非
Ａ
非
Ｂ

型
肝
炎
（
Ｃ
型
肝
炎
）
に
つ
い
て
は
、
依
然
、
感
染
の
危
険

性
が
高
い
ま
ま
で
し
た
。
し
か
し
厚
生
（
労
働
）
省
は
、
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
の
濃
度
が
極
端
に
低
下
す
る
場
合
は
、
死
に
至
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
「
肝
炎
に
か
か
っ
て
も
投
与
す
べ
き
＝
有

効
性
・
有
用
性
が
あ
る
」
と
い
う
判
断
を
続
け
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
先
天
性
低
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
血
症
と
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
血
液
凝
固
第
Ⅰ
因
子
が
な
い
病
気
で
、
そ
の
患
者
さ
ん

は
毎
日
の
よ
う
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
を
打
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
肝
炎
に
感
染
し
て
も
製
剤
を
打
た
な
い
と
血

液
が
固
ま
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
や
は
り
有
用
性
は
否

定
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
産
科
の
大
出
血
が
あ
っ
た
よ
う

な
方
に
使
用
し
て
も
い
い
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
違
う
で
あ
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す
の
で
こ
れ
に
不
服
申
立
て
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

医
薬
品
に
お
け
る
製
造
物
責
任
の
本
質

　

結
局
、
医
薬
品
に
お
け
る
製
造
物
責
任
の
本
質
と
は
な
に

か
。
生
命
、
健
康
に
強
く
関
わ
り
、
そ
も
そ
も
異
物
で
あ
っ
て

有
益
で
あ
る
け
れ
ど
も
危
険
な
諸
刃
の
刃
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
ド
ク
タ
ー
が
す
べ
て
の
医
薬
品
に
つ
い
て
正
確
な
知
識
を

持
っ
て
お
く
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
製
薬
会
社
は
甚

大
な
利
益
を
得
、
多
く
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
一
般
に
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
医
薬
品
の
責
任
を
問
う
裁
判
は
、
製
造

会
社
の
責
任
は
重
い
反
面
、
有
用
性
と
い
う
も
の
が
あ
る
た
め

に
、
そ
う
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
注
意
義

務
が
高
度
化
さ
れ
る
と
い
う
場
面
と
、
有
用
性
の
い
か
ん
に

よ
っ
て
注
意
義
務
が
相
対
的
に
な
る
と
い
う
逆
の
場
面
が
あ

る
と
い
う
、
難
し
い
分
野
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
過
失
」、「
欠
陥
」
の
立
証
の
困
難
を
救
う
の

が
、
無
過
失
補
償
制
度
で
す
。
こ
れ
は
ス
モ
ン
事
件
を
契
機
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
当
初
、
抗
が
ん
剤
や
血
液
製
剤
な
ど

の
適
用
除
外
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
拡
充
さ
れ
て
い

ま
す
。
患
者
の
方
々
が
、「
思
い
の
ほ
か
」
の
重
篤
な
副
作
用

被
害
に
遭
っ
た
と
き
に
は
救
済
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
立

場
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
副
作
用
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
因
果

関
係
さ
え
あ
れ
ば
、
一
定
の
救
済
が
図
ら
れ
る
こ
の
制
度
は
、

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
よ
り
拡
充
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

「
薬
害
」
多
発
の
原
因

　

法
律
の
検
討
は
こ
の
程
度
と
し
て
、
最
後
に
、
日
本
に
お
け

る
「
薬
害
」
多
発
の
原
因
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

①
経
済
優
先
の
社
会
政
策

②
国
（
企
業
）
に
対
す
る
盲
信

③
Ｉ
Ｃ
の
立
ち
遅
れ
・
自
己
決
定
権
の
未
確
立

　

も
ち
ろ
ん
海
外
で
も
薬
害
は
あ
り
ま
す
が
、
ス
モ
ン
と
か
、

サ
リ
ド
マ
イ
ド
と
か
、
特
に
日
本
で
は
薬
害
事
件
が
多
く
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
全
く
誇
れ
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、

薬
害
と
い
う
の
は
「
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
と
同
じ
よ
う
に
、「
Ｙ
Ａ
Ｋ

Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｉ
」
と
ロ
ー
マ
字
そ
の
ま
ま
で
英
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
考
え
る
原
因
と
し
て
、
ま
ず
「
①
経
済
優
先
の
社
会
政

策
」
を
挙
げ
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦
後
の
日
本
の
社
会
政
策
に
お

い
て
は
薬
害
に
限
ら
ず
、
公
害
、
食
品
公
害
と
か
自
動
車
事
故

も
含
め
て
、
や
は
り
そ
こ
に
原
因
の
ひ
と
つ
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
「
②
国
（
企
業
）
に
対
す
る
盲
信
」
で
す
。
こ
れ

は
消
費
者
側
の
問
題
で
す
が
、
国
、
あ
る
い
は
企
業
に
対
し
て
、

特
に
大
企
業
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
企
業
の
薬
な
ら
、
厚
生
労

働
省
が
認
可
し
て
い
る
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
、
と
い
う
よ
う
な

盲
信
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
「
③
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
）
の

立
ち
遅
れ
・
自
己
決
定
権
の
未
確
立
」
で
す
。
ど
の
立
場
に

お
い
て
も
、
明
確
に
説
明
を
し
て
同
意
を
求
め
る
と
い
う
考

え
方
が
そ
も
そ
も
な
く
、
そ
し
て
患
者
自
身
が
リ
ス
ク
を
知
っ

た
上
で
決
定
す
る
と
い
う
土
壌
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
結
果
と
し
て
、
薬
害
を
も
た
ら
し
た
ひ
と
つ
の
原
因
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
薬
害
エ
イ
ズ
の
例
を
み
て
も
、
医
療
側
に
さ
え

情
報
提
供
が
伝
達
さ
れ
て
お
ら
ず
、
情
報
の
提
供
・
公
開
が
必

要
と
い
う
の
は
大
前
提
で
す
。

薬
害
を
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
構
造
的
要
因
に
よ
る
薬
害
は
、

現
在
二
〇
一
五
年
段
階
で
は
、
ほ
ぼ
無
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
薬
害
は
日
本
で
起
こ
る
べ
き
で
は
な
い

し
、
起
こ
し
て
は
な
ら
ず
、「
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｉ
」
と
い
う
英

語
も
無
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
イ

レ
ッ
サ
の
よ
う
な
分
子
標
的
薬
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
人

種
に
認
め
ら
れ
な
い
副
作
用
が
他
の
人
種
で
多
発
す
る
と
い

う
、
新
た
な
薬
害
発
生
の
危
険
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

薬
害
事
件
の
実
情
、
薬
害
事
件
の
背
景
や
、
薬
害
弁
護
団
と

し
て
の
経
験
を
踏
ま
え
、
薬
害
を
裁
く
法
律
に
つ
い
て
駆
け
足

で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
か
な
り
多
く
の
情
報
を

短
時
間
で
お
話
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
、
消
化
不
良
の
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
薬
害
と
い
う
も
の
は
、
身
近
な
も

の
で
あ
り
、
い
つ
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
法
律
や
判
例
の
あ
る
べ
き
方
向
性

に
少
し
で
も
興
味
を
お
持
ち
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ひ
と
・
健
康
・
未
来
研
究
財
団
の
ポ
リ
シ
ー
は
、「
人
の
健

や
か
で
心
豊
か
な
未
来
を
実
現
す
る
た
め
に
」と
の
こ
と
で
す
。

私
ど
も
も
、
薬
害
事
件
を
解
決
す
る
過
程
で
願
っ
た
こ
と
は
全

く
同
じ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
微
力
な
が
ら
豊
か
な
未
来
の
た

め
に
、
日
本
の
医
療
全
体
が
少
し
で
も
良
く
な
る
よ
う
、
法
律

家
の
立
場
か
ら
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

責
任
の
所
在

　

薬
害
エ
イ
ズ
事
件
も
薬
害
肝
炎
事
件
も
含
め
、
冒
頭
で
紹
介

し
た
主
な
薬
害
裁
判
で
は
、
基
本
的
に
製
薬
会
社
と
国
を
一
緒

に
被
告
と
し
て
訴
え
て
い
ま
す
。
結
果
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
事
件
は

国
に
負
け
、
企
業
に
は
二
審
で
勝
訴
し
、
和
解
し
ま
し
た
。

　

ス
モ
ン
事
件
で
は
、
国
も
企
業
も
負
け
、
そ
の
後
に
和
解

に
至
り
ま
し
た
。
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
は
判
決
を
経
ず
、
和
解

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
薬
害
肝
炎
事
件
に
つ
い
て
は
、

国
も
企
業
も
負
け
た
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
勝
っ
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
医
薬
品
の
製
造
を
承
認
し
て
い
る
の
は
国
で
す
。

し
か
し
、製
薬
会
社
が
医
薬
品
と
し
て
供
給
・
販
売
し
、製
薬
会

社
の
情
報
量
な
ど
を
考
え
る
と
、
や
は
り
第
一
次
的
な
責
任
は

製
薬
会
社
に
あ
る
わ
け
で
す
。
全
て
の
責
任
は
国
に
あ
る
、
と

い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。
全
て
国
が

補
償
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
役
人
が
自
腹
を
切
る
な
ら
と
も

か
く
、結
局
の
と
こ
ろ
は
税
金
を
使
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

不
法
行
為
＝
「
過
失
」
責
任

　

次
に
、
法
律
に
つ
い
て
簡
単
に
お
話
し
ま
す
。
関
係
す
る
条

文
を
抜
き
出
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、「
過
失
」
責
任
、「
欠
陥
」

責
任
、
無
過
失
補
償
制
度
、
の
三
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
押

さ
え
ま
し
ょ
う
。

「
不
法
行
為
」（
＝
民
法
七
〇
九
条
）

　

故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
他
人
の
権
利
又
は
法
律
上
保
護

さ
れ
る
利
益
を
侵
害
し
た
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。（
※
「
よ
っ
て
」
＝
因
果
関
係
）

「
製
造
物
責
任
」（
＝
製
造
物
責
任
法
三
条
）

　

製
造
業
者
等
は
そ
の
製
造
、
加
工
、
輸
入
し
た
製
造
物
で

あ
っ
て
、
そ
の
引
き
渡
し
た
も
の
の
欠
陥
に
よ
っ
て
他
人
の

生
命
、
身
体
、
ま
た
は
財
産
を
侵
害
し
た
と
き
は
こ
れ
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
め
に
任
ず
る
。（
※
欠
陥
＝
無

過
失
責
任
）

「
欠
陥
」（
＝
製
造
物
責
任
法
二
条
二
項
）

　

欠
陥
と
は
、
そ
の
当
該
製
造
物
の
特
性
、
そ
の
通
常
予
見
さ

れ
る
使
用
形
態
、
そ
の
製
造
業
者
等
が
当
該
製
造
物
を
引
き
渡

し
た
時
期
、
そ
の
他
、
当
該
製
造
物
に
係
る
事
情
を
考
慮
し
て
、

当
該
製
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と

を
い
う
。

ま
ず
、「
過
失
」
責
任
で
す
。

　

我
々
は
、
製
薬
会
社
を
被
告
と
し
て
提
訴
す
る
と
き
は
、
民

法
七
〇
九
条
を
根
拠
に
裁
判
を
し
て
い
ま
す
。

　

損
害
が
生
じ
て
も
、
当
然
、
過
失
（
落
ち
度
）
が
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
過
失
と
損
害
の
間
に
因
果
関
係
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
民
法
七
〇
九
条
は
、
過
失
が
あ
れ
ば
、
因
果
関
係
の
あ
る

損
害
を
賠
償
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
他
方
で
、
過
失
が
な
け

れ
ば
、
損
害
は
生
じ
て
も
責
任
は
生
じ
な
い
、
と
い
う
自
由
の

保
障
の
機
能
も
有
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
Ｈ
Ｉ
Ｖ
訴
訟
で
言
え
ば
、
そ
の
血
液
製
剤
を
打
つ
こ

と
に
よ
っ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
「
予

見
」
が
あ
れ
ば
、「
血
液
製
剤
を
販
売
し
て
は
い
け
な
い
」
あ

る
い
は
「
販
売
し
て
も
指
示
、警
告
を
す
る
義
務
」
が
存
在
し
、

か
つ
そ
れ
ら
に
違
反
し
な
い
と
過
失
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
逆

に
、
そ
れ
ら
が
あ
れ
ば
過
失
と
言
え
ま
す
。

　
「
過
失
」
と
は
、
通
説
・
判
例
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
な
結
果

発
生
の
予
見
可
能
性
が
あ
り
、
か
つ
結
果
回
避
義
務
違
反
と
い

う
こ
と
で
す
。
製
薬
会
社
の
責
任
、
薬
害
に
お
け
る
過
失
と
い

う
の
は
、
や
は
り
、
過
失
を
立
証
す
る
責
任
は
原
告
側
に
あ
り
、

一
般
の
、
例
え
ば
血
友
病
の
患
者
が
、
米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
何
を

言
っ
て
い
た
か
を
普
通
は
知
ら
な
い
中
で
、
そ
れ
を
実
際
に
裁

判
で
主
張
・
立
証
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
先
ほ
ど
説
明
し
た
有
用
性
が
無
い
の
に
売
っ

た
、
ま
た
は
、
有
用
性
は
あ
る
が
充
分
な
注
意
喚
起
を
怠
っ
た
、

と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
な
か
な

か
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
無
過
失
責
任
、
欠
陥
責
任
と
い
う

こ
と
が
主
張
さ
れ
ま
し
た
。

製
造
物
責
任
＝
「
欠
陥
」
責
任

　

無
過
失
責
任
の
典
型
は
「
製
造
物
責
任
法
」
で
す
。
米
国
で

は
判
例
法
に
よ
っ
て
、
欧
州
に
お
い
て
は
か
な
り
早
い
時
期
、

一
九
七
〇
年
代
ぐ
ら
い
か
ら
立
法
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
日

本
で
は
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
、
一
九
九
五
年
の
ク
ロ
ロ
キ
ン

判
決
が
出
た
年
に
、
製
造
物
責
任
法
と
い
う
も
の
が
成
立
し
て

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

製
造
物
責
任
法
で
は
、
先
ほ
ど
の
「
過
失
」
と
い
う
言
葉
は

消
え
ま
し
た
が
「
欠
陥
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
全
て
賠
償
し
て
く
れ
る
訳
で
は
な
く
、
欠
陥
と
い
う

も
の
が
今
度
は
逆
に
要
件
に
な
っ
た
た
め
、「
欠
陥
と
は
何
か
」

に
つ
い
て
い
ま
だ
に
議
論
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

医
薬
品
の
「
欠
陥
」
の
定
義

　
「
欠
陥
」
に
は
、
定
義
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
子
ど
も
が
自
宅
で
使
う
す
べ
り
台
、
そ
れ
に
乗
る

だ
け
で
壊
れ
た
。
あ
る
い
は
購
入
し
て
間
も
な
い
テ
レ
ビ
が
火

を
噴
い
た
。
こ
れ
は
即
ち
、
欠
陥
商
品
と
な
り
ま
す
。

　

医
薬
品
の
場
合
は
、
そ
も
そ
も
副
作
用
が
つ
き
も
の
な
の

で
、
副
作
用
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
欠
陥
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
う
す
る
と
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
有
効
性
と
危
険
性
と
い

う
も
の
を
は
か
り
に
か
け
て
、
危
険
性
が
上
回
っ
た
ら
欠
陥

と
な
る
の
か
。
過
失
と
一
緒
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
あ
た
り
の
解
釈
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

二
〇
一
三
年
四
月
に
抗
が
ん
剤
「
イ
レ
ッ
サ
」
に
よ
っ
て

間
質
性
肺
炎
に
な
っ
た
方
に
関
す
る
最
高
裁
の
判
決
が
出
ま

し
た
。
こ
の
判
決
の
詳
細
を
述
べ
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

重
篤
な
間
質
性
肺
炎
を
予
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、「
欠
陥
」
を
否
定
し
、
原
告
敗
訴
と
な
り
ま
し
た
。

　

イ
レ
ッ
サ
の
欠
陥
責
任
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
り
、
微

妙
な
判
断
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
少
な
く
と
も
最
高
裁
判
決
は

欠
陥
と
い
う
も
の
を
過
失
と
殆
ど
同
じ
も
の
と
考
え
て
い
る

節
が
あ
り
、
必
ず
し
も
十
分
な
説
明
を
し
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
反
論
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
最
高
裁
で
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2015 年度

　 食 品 分 野  採用 6 件、助成金　590 万円（応募数 97 件）

氏　　　名 所　　　属 研　究　課　題 助成金額

松田　靖弘 静岡大学学術院　工学領域化学バイオ
工学系列 食品用増粘多糖類の変性・再性による構造変化が粘性に及ぼす影響 100万円

前田　　浩 崇城大学 DDS 研究所 トマトジュース、ワインの搾り滓の有効利用による食用油の機能性向上 100万円

井上　善晴 京都大学大学院　農学研究科 リピッドボディー形成における TOR シグナル経路の役割の解明 100万円

河野　俊夫 高知大学　教育研究部 パルプ抽出物を利用した災害用超低カロリー非常食に関する研究 100万円

星川　淑子 鳥取大学大学院　工学研究科
食餌からのビタミンＢ群摂取によるホモシステイン代謝の改善と動脈
硬化・骨粗鬆症・認知症の予防

100万円

南　　育子 九州栄養福祉大学　食物栄養学部 食物アレルギー原因食品の低アレルゲン化への照射技術の応用 90万円

　 環 境 分 野  採用 3 件、助成金 266 万円　（応募数 42 件）

氏　　　名 所　　　属 研　究　課　題 助成金額

南　　基泰 中部大学　応用生物学部
ブータンにおける内発的水資源保全を支援するための環境教育教材開
発

90万円

矢嶋伊知朗 名古屋大学大学院　医学系研究科 飲用井戸水のヒ素汚染実態調査と人体に及ぼす影響に関する研究 100万円

金子　　潤 帝京平成大学　地域医療学部 「はだし」教育による小学生の身体機能の発達 76万円

　 医 学 分 野  採用 8 件、助成金 799 万円（応募数 210 件）

氏　　　名 所　　　属 研　究　課　題 助成金額

遠藤　一平 金沢大学附属病院　耳鼻咽喉科 頭頸部癌放射線化学療法症例に対するＬ-カルニチン投与効果の検討 100万円

山下　貴之 名古屋大学　環境医学研究所 快楽が欲求を生み出す脳内機構の解明 100万円

平野　恵健 ①飯能靖和病院リハビリテーション科
②首都大学東京大学院人間健康科学研究科

回復期リハビリテーション病棟に入院した脳卒中重度片麻痺患者に対
する新しい歩行能力改善プログラムの効果の検証

99万円

岩﨑　有作 自治医科大学　医学部
食リズム異常モデルマウスを用いた食リズム異常を惹起する摂食中枢
機構の解明

100万円

大内　淑代 岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科 後天性近視の原因解明についての研究 100万円

髙畑　香織 聖路加国際大学大学院
ローリスク妊婦における陣痛発来を目的とした乳房刺激による唾液中
オキシトシンへの影響

100万円

若林　朋子 東京大学大学院　医学系研究科
食餌性肥満における脳のインスリン作用障害とアルツハイマー病理変
化をつなぐメカニズムの解明

100万円

江川　　潔 北海道大学病院　小児科
自閉症スペクトラム障害アンジェルマン症候群におけるケトン食療法
の有用性─疾患モデルマウスを用いた検証─

100万円

　 福 祉 分 野  採用 5 件、助成金 438 万円（応募数 67 件）

氏　　　名 所　　　属 研　究　課　題 助成金額

徳田　克己 筑波大学　医学医療系
交通弱者の移動における新たなバリアの実態解明とその解決に向けた
提案

100万円

伊藤　亜紗 東京工業大学 リベラルアーツセンター
視覚障害者による当事者研究の方法論の開発およびそれが視覚障害者
の自己イメージに与える影響についての実証的研究

78万円

亀岡　智美 兵庫県こころのケアセンター
児童養護施設におけるトラウマインフォームド・ケアのための教育プ
ログラムの開発についての研究

100万円

蓮　　　行 大阪大学　コミュニケーションデザイ
ン・センター

演劇ワークショップを通じた介護従事者の心理的負担に対する定性的
評価

60万円

越智真奈美 ①国立成育医療研究センター
②三重大学大学院医学系研究科

小児の食行動における社会的格差の要因同定と支援策の効果検証：足
立区小学校の悉皆的縦断調査を通して

100万円

2015 年度　研究助成公募に多数ご応募いただき、誠にありがとうございました。
今年度より早期の支援を目的に、事業全体のスケジュールを変更したにもかかわらず、昨年度を大幅に上回る 416 件のご応募
を頂戴しました。改めて研究助成への関心の高さと助成事業の必要性を認識させていただきました。
選考につきましては、応募資格・要件を確認後、選考基準に基づき厳正に審査を行いました。
その結果 22 件の研究を採択致しました。多くの貴重な研究に支援できなかったことは誠に残念ですが、来年度以降もご応募い
ただければ幸甚です。
尚、研究助成公募要項につきましては、当財団のホームページや機関誌を通じてご確認いただきますようお願い致します。
これからも健やかでこころ豊かな未来のためにご研究をされている皆様方のご活躍をこころよりお祈り申し上げます。

研 究 助 成 	 選 考 結 果
応募総数 416 件　採用 22 件
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　第 2 回のテーマは映画であり、それとの関わりは温泉よりも
遥かに古い。もの心がついた頃より、近くの寺院の境内で夏の
ひと夜に催される「大映写会」は、一家総出のイベントであった。
おそらく、記憶以前の幼児期から、連れられて見ていたに違い
ない。大いに人気のある出し物は「鞍馬天狗」で、天狗が悪者
を倒しに馬を飛ばすクライマックスシーンは、いつも満場拍手
の渦であった。
　小学校の高学年になった頃から、父親が大の西部劇ファンで、
週末には私を伴って近くの繁華街に映画を見に行くのを楽しみ
にしていた。ロードショーではまったくない、2 本立
てか 3 本立ての映画で、主演は一般には知られ
ていない西部劇専門の俳優、ランドルフ・
スコット、フォレスト・タッカー、レッ
クス・パーカーといった面々で、最後
者はターザン役で名を馳せたが、当時
は二流であった。ジョン・ウェイン
やゲーリー・クーパーといった一流
どころの作品は、適当に古くなって
から見ることができた。
　その頃の有名な西部劇は、アラン・
ラッド主演の「シェーン」（昭和 28 年）
であった。ある家族に身を寄せることに
なった流れ者のガンマンが、一人息子と母
親との交流を深めるなかで、家族を迫害するな
らず者と最後に決闘するという、日本映画でもお馴
染みのストーリーであった。わが国での評判も高く、これが西
部劇ブームの始まりであったのかもしれない。中学校になって
からは友達と行くようになり、見るのも人気のある封切り映画
になった。その頃に印象の残るのは、「アラモ砦」（昭和 35 年）
といった西部劇もあったが、「ベン・ハー」（昭和 34 年）や「ア
ラビアのロレンス」（昭和 37 年）といったハリウッドの大作映
画で活劇ばかりである。
　それが高校になると一変したが、そのキッカケは映画部に入っ
たことにある。そこでは、映画館の事務所に行き、上映予定や

最新映画の情報に関するインタビューをして、それをミーティ
ングで伝えるということが活動のひとつになっていた。その帰
路に、事務所から劇場に入って映画を見ることが了解されてい
て、無料で鑑賞を楽しむことができた。そうしたことからまさ
に鑑賞ということで、映画を芸術作品としても見るようになった。
　昭和 30 年代後半の頃から、日本でも評判になっていたのは
フランスのヌーヴェルヴァーグ映画で、ジャン＝リュック・ゴ
ダール監督の『勝手にしやがれ』（昭和 34 年）やフランソワ・
トリュフォー監督の『突然炎のごとく』（昭和 36 年）が有名で

印象に残っているが、ゴダールの『男と女のいる舗道』
（昭和 37 年）が私の一番の好みである。生き

ていることの実感を突き詰めることがヌー
ヴェルヴァーグの本領であるが、この作

品はそれを日常のなかで描いたといえ
る。これらの系統以外にも、たとえば
イングマール・ベルイマン監督の『第
七の封印』（昭和 23 年）はドストエ
フスキーのように人間の生死の意味
を問いかける作品のように、興味深

いものがあった。
　この系譜の道草はいまでも続いてい

るが、映画館に行くことはほとんどなく、
テレビの映画番組を録画して、分割鑑賞を

楽しんでいる。と同時に、いまは外国ドラマに
も興味が向っていて、主たる対象は『24（トウェン

ティーフォー）』や『NCIS』といったアメリカの犯罪ものとか、
李氏朝鮮の太宗や唐の則天武后などの韓中の歴史物語だが、録
画の消化に追われている。
　それにしても、映画が提供してくれる銀幕の世界は、たっ
た 1 枚の銀幕を通じて無限の空間を導いてくれる。ジャンルと
しては娯楽から芸術に至るまでの物語を鑑賞させてくれ、また、
世界各国で制作された作品を通じて、馴染みのない国でさえも
その国情と文化を伝えてくれる。まさに、「百聞は一見にしかず」
である。 写真撮影：伊藤とのひろ氏

銀幕との付き合い

第2回
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『ひと・健康・未来シンポジウム』のご案内

シンポジウム

第 9 回 ひと・健康・未来シンポジウム 2015 大阪
テ ー マ：子どもが希望を取り戻すためには大人社会のあり方が変わること？！ 
　　　　　　─ 21 世紀の子どもの現状と未来を考える─

開催日時：2015 年 12 月５日（土）13：00 ～ 16：45（予定）
開催場所：あべのハルカス　25F
定　　員：200 名

　　　　　くわしくはホームページをごらんください。

会 員 登 録

会員に登録された方には、機関誌、シンポジウムのご案内をします。
登録をご希望の方は、お名前・ご住所・E メールアドレスをご記入の上、メールか FAX にてお申込ください。

E-mail ： touroku@jnhf.or.jp
F A X ： 075-212-1854
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機
関
誌
「
ひ
と
・
健
康
・
未
来
」
第
六
号
を
お

届
け
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
財
団
か
ら
の

ご
あ
い
さ
つ
、
特
集
、
未
来
研
究
会
の
報
告
、
コ

ラ
ム
、
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
表

紙
は
、
未
来
研
究
会
の
テ
ー
マ
と
関
連
さ
せ
た

一
八
世
紀
の
桜
島
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
度
に
入
り
、
竹
下
理
事
、
伊
神
理

事
、
事
務
局
の
河
内
さ
ん
、
香
川
さ
ん
、
森
田
さ

ん
と
私
の
六
人
体
制
で
編
集
作
業
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
私
自
身
、
こ
の
共
同
作
業
は
、
コ
ー
ヒ
ー

ブ
レ
ー
ク
な
ど
も
あ
っ
て
か
実
に
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
す
。
よ
い
も
の
は
、
楽
し
い
雰
囲
気
か
ら
生

ま
れ
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
度
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
年
間

四
回
の
発
行
を
ス
ム
ー
ス
に
進
め
る
た
め
に
、
企

画
案
を
作
成
し
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

定
期
刊
行
を
目
指
し
つ
つ
努
力
を
続
け
て
い
ま

す
。
刊
行
が
計
画
通
り
進
ま
な
い
背
景
に
は
、
著

作
権
に
関
連
し
た
対
応
で
思
わ
ぬ
時
間
を
取
ら
れ

る
こ
と
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
ま
た
最
新
情
報
の

広
報
に
比
重
を
置
く
た
め
、
読
ん
で
戴
い
て
役
に

立
っ
た
と
か
、
目
か
ら
鱗
だ
っ
た
と
い
っ
た
読
者

の
思
考
に
新
た
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
よ
う
な

素
材
の
提
供
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
わ

れ
わ
れ
の
思
い
は
、
こ
の
機
関
誌
が
広
く
普
及

し
、
本
財
団
の
社
会
的
活
動
が
評
価
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
よ
り
よ
い
機
関
誌
作
成
の
た
め
に
編
集
委

員
一
同
、
さ
ら
な
る
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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バックナンバーをご希望の方は、お知らせください。

第 5 号 第 4 号 第 3 号
バックナンバーはホームページからご覧いただけます。

1946 年京都市生まれ。1972 年京都大学法学部卒業、同大学法学研究科入学。
1977 年関西大学法学部専任講師を経て、1980 年同大学法学部助教授。1987 年
同大学法学部教授。他に 2001 年日本法哲学会理事長、2005 年長岡京市教育委員、
2007 年温泉学会会長、JCSD（科学進歩日本委員会）副会長を歴任。専門分野は法
哲学、環境法思想。

プロフィール

昭和 38 年の河原町三条界隈


